
このたびは、デジタルカメラをお買い上げいただき、まことにありがとう
ございました。
≥ この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。特に「安
全上のご注意」（130 ～ 135 ページ）は、ご使用前に必ずお読みいた
だき、安全にお使いください。お読みになったあとは、保証書と一緒に
大切に保管し、必要なときにお読みください。

≥ 保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売
店からお受け取りください。

保証書別添付

上手に使って上手に節電

VQT0V62-1S
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をご覧ください。
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■ 本書内の表示について

■ カーソルボタンとジョイスティックのイラストについて
本書ではカーソルボタンとジョイスティックを下図のように説明しています。

■ 本書内のイラスト表示について
本書内の製品姿図・イラスト・メニュー画面などは実物と多少異なりますが、ご
了承ください。

モードダイヤル・ジョイスティックについて

MS

A

P

SC
N

P プログラムAEモード

A 絞り優先AEモード

S シャッター優先AEモード M マニュアル露出モード

動画撮影モード

SCN シーンモード

マクロモード

露出をカメラにまかせて撮影します。

音声付き動画を撮影します。

設定した絞り値からシャッター
スピードが自動的に決まり、
撮影できます。

撮影シーンに合わせて撮りたい
ときに。

設定したシャッタースピードから絞り
値が自動的に決まり、撮影できます。

かんたんモード
初心者におすすめのモードです。

再生モード
撮影した画像を再生します。

絞り値とシャッタースピードを手動で
設定して、露出を決定します。

被写体に近づいて撮りたいときに。

MS

A

P

SC
N

の部分に使用したいモードを合わせる
モードダイヤルはゆっくり回して確実に各モードに合わせてください。
(モードダイヤルは３６０°回転しますが、モードのない部分に合わせ
ないでください）

各機能や設定が使用できるモードを表しています。
モードダイヤルをいずれかに合わせてご使用ください。

モードダイヤル設定：

本機を使用するうえで、知っておくと便利なことや参考に
なることを記載しています。

次のページへ続くこと
を表しています。

つづく

MS

A

P

SC
N

例：4ボタンを
　　押すとき REV

MENU
例：右に傾けるとき 例：中心を押すとき

ジョイスティック

SET

カーソルボタン

は
じ
め
に

モードダイヤル・ジョイスティック
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■ 事前に必ずためし撮りをしてください
大切な撮影（結婚式など）は、必ず事前に
ためし撮りをし、正常に撮影や録音されて
いることを確かめてください。

■ 撮影内容の補償はできません
本機およびカードの不具合で撮影や録音
されなかった場合の内容の補償について
はご容赦ください。

■ 著作権にお気をつけください
あなたが撮影や録音したものは、個人とし
て楽しむ以外は、著作権法上権利者に無断
では使用できません。個人として楽しむ目
的であっても、撮影を制限している場合が
ありますのでお気をつけください。

■ カードの画像について
≥ 以下の画像は、本機で再生できない場合
があります。
・他機で記録、作成した画像
・パソコンで編集された画像
≥ 本機で記録、作成した画像は他機で再生
できない場合がありますので、あらかじ
めお確かめください。

■ 本機で使用できるカードは
SD メモリーカード、マルチメディアカー
ドです。
≥ マルチメディアカードは静止画のみ対
応しています。

≥ 本書ではSDメモリーカードとマルチメ
ディアカードを「カード」と記載してい
ます。

まずお読みください

≥ 本製品に付属するソフトウェアを無断
で営業目的として複製（コピー）した
り、ネットワークに転載したりするこ
とを禁止します。

≥ 本製品の使用、または故障により生じ
た直接、間接の損害につきましては、
当社は一切の責任を負いかねますの
で、あらかじめご了承ください。

≥ 本製品によるデータの破損につきまし
ては、当社は一切の責任を負いかねま
すので、あらかじめご了承ください。

≥ 本書で説明する製品の外観と仕様は、
改良により実際とは異なる場合があり
ます。

≥ SDロゴは商標です。
≥ Microsoft Windowsは、米国Microsoft
Corporation の商標です。

≥ Macintosh、Mac OSはApple Computer
Inc. の登録商標または商標です。

≥ LEICA/ ライカはライカマイクロシス
テム IR GmbHの登録商標です。

≥ ELMARIT/エルマリートはライカカメラ
AGの登録商標です。

≥ その他、本書に記載されている各種名
称、会社名、商品名などは各社の商標
または登録商標です。

この装置は、情報処理装置等電波障害自
主規制協議会（VCCI）の基準に基づくク
ラス B 情報技術装置です。この装置は、
家庭環境で使用することを目的としてい
ますが、この装置がラジオやテレビジョ
ン受信機に近接して使用されると、受信
障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをし
てください。

はじめに
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■ 本機の取り扱いについて
≥ 本機に強い振動や衝撃を与えないでく
ださい。誤動作したり、画像が記録でき
なくなる可能性があります。また、レン
ズが破壊される可能性があります。

≥ 持ち運ぶときは、レンズを収納して持ち
運んでください。

≥ 再生するときは、なるべくレンズを収納
した状態でお使いください。

≥ 砂やほこりは、本機の故障につながりま
す。浜辺などで使うときは、レンズ部内
部や端子部に砂やほこりが入らないよ
うにしてください。

≥ 雨の日や浜辺などで撮影するときは、本
機をぬらさないようにお気をつけくだ
さい。

≥ 万一水や海水がかかったときは、よく
絞った布でふき、そのあと乾いた布でふ
いてください。

■ 液晶モニター/ファインダーについて
≥ 液晶モニターを強く押さえないでくだ
さい。画面にムラが出たり、故障の原因
になります。

≥ 温度差が激しい場所では、液晶モニター
につゆが付くことがあります。柔らかい
乾いた布でふいてください。

≥ 寒冷地などで本機が冷えきっている場合、電
源を入れた直後は液晶モニター / ファイン
ダーが通常より少し暗くなります。内部の温
度が上がると通常の明るさに戻ります。

■ レンズについて
≥ レンズ面を強く押さないでください。
≥ レンズを太陽に向けたまま放置すると、
故障の原因になります。屋外や窓際に置
くときにはお気をつけください。

≥ レンズ表面に汚れ（水、油、指紋など）
がついた場合、画像に影響をおよぼすこ
とがあります。撮影前後は、レンズの表
面を乾いた柔らかい布で軽くふき取っ
てください。

故障を防ぐために

液晶モニター / ファインダーは、精密度
の高い技術で作られていますが、液晶モ
ニターの画面上に黒い点が現れたり、常
時点灯（赤や青、緑の点）することがあ
ります。これは故障ではありません。液
晶モニター / ファインダーの画素につい
ては 99.99％以上の高精度管理をして
おりますが、0.01％以下で画素欠けする
ものがあります。またこれらの点は、カー
ドの画像には記録されませんのでご安心
ください。

はじめに

つづく

は
じ
め
に
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■ つゆつきについて
（レンズやファインダーがくもるとき）
≥ つゆつきは、下記のように温度差や湿度
差があると起こります。レンズ汚れ、か
び、故障の発生原因になりますのでお気
をつけください。
・寒い屋外から屋内に持ち込んだとき
・車外から冷房の効いた車などに持ち込
んだとき

・エアコンなどの冷風が本機に直接当
たっているとき

・湿度の高いところ
≥ つゆつきの発生を防ぐためにビニール
袋に入れて周囲の気温になじませてく
ださい。万一つゆつきが起こった場合、
電源を [OFF] にし、2時間ほどそのまま
にしてください。周囲の温度になじむ
と、くもりが自然に取れます。

■ 長期間使用しないときは
≥ バッテリーは涼しくて湿気がなく、なる
べく温度が一定のところに保管してく
ださい。
（推奨温度 :15 ℃～ 25 ℃、推奨湿度 :
40％～ 60％です）

≥ バッテリーとカードは必ず本機から取
り出してください。

≥ バッテリーを付けたままにしておくと、
本機の電源が [OFF] であっても、絶えず
微少電流が流れています。
これをそのままにしておくと、過放電に
なり、充電してもバッテリーが使用でき
なくなる恐れがあります。

≥ 長期間保管する場合、1年に 1回は充電
し、バッテリー残量がなくなったあと、
本機から取り外して再保管することを
おすすめします。

≥ 押入れや戸棚に保管するときは、乾燥剤
（シリカゲル）と一緒に入れることをお
すすめします。

故障を防ぐために（つづき）

はじめに
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付属品をご確認ください。

記載の品番は 2006 年 2月現在のものです。

バッテリーパック★
DMW-BMA7
（本文中ではバッテリー
と表記します）

バッテリーチャージャー★
DE-993A
（本品は共用タイプです）
（本文中ではチャージャー
と表記します）

AVケーブル★
K1HA08CD0008

USB 接続ケーブル★
K1HA08CD0007

CD-ROM ☆

レンズキャップ★
レンズキャップひも★
VYK1T69

レンズフード★
VYQ3752（ブラック）
VYQ3672（シルバー）

フードアダプター★
VYQ3797（ブラック）
VYQ3796（シルバー）

ストラップ★
VFC4160

≥ SDメモリーカードは
別売です。

≥ 別 売 品 に つ い て は114
ページを参照してください。

付属品

付属品

は
じ
め
に

付属品は販売店でお買い求めいただけます
★印は松下グループのショッピングサイト
「パナセンス」でもお買い求めいただけます

（☆印は「パナセンス」では取り扱っていません）

http://www.sense.panasonic.co.jp/
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各部の名前

ＡＣアダプターを使用するときは、当社製の
ＡＣアダプター（別売：ＤＭＷ-ＡＣ７）を使
用してください。

※1

フラッシュ発光部(Ｐ４４）

ＡＦ補助光ランプ(Ｐ８６）
セルフタイマーランプ(Ｐ４８)

マイク(Ｐ７１、８４)

ストラップ取付部(Ｐ１７)

レンズ鏡筒

ジョイスティック
（Ｐ２７、５４、５５、５８、７８）

電源スイッチ（Ｐ２０）
ＥＶＦ/ＬＣＤボタン（Ｐ４０）

スピーカー（Ｐ７６）
ファインダー（Ｐ４０、１１８）

フラッシュＯＰＥＮボタン（Ｐ４４）
液晶モニター（Ｐ４０、１１８）

デ ィ ス プ レ イ
ＤＩＳＰＬＡＹ(Ｐ４０)/
　　　　　　　モ　ー　ド
ＬＣＤ　ＭＯＤＥボタン（Ｐ４３）

削除(Ｐ３８)/
単写・連写切換ボタン（Ｐ５２）動作表示ランプ（Ｐ１３、２６）

レンズ部(Ｐ７)

　デ　ジ　タ　ル　　　　　　アウト

ＤＩＧＩＴＡＬ/ＡＶ ＯＵＴ 
端子(Ｐ１０６、１０９、１１３)

※1ＤＣ ＩＮ端子(Ｐ１０６、１０９）

　メ　ニ　ュ　ー　　　セ　ッ　ト
ＭＥＮＵ/ＳＥＴボタン(Ｐ２０)

各部の名前
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2/セルフタイマー(Ｐ４８)

1/フラッシュ(Ｐ４４)
4/ＲＥＶ(Ｐ３６)

3/露出補正(Ｐ４９）
オートブラケット(Ｐ５０)
ＷＢ微調整（Ｐ８０）
フラッシュ発光量調整(Ｐ４６)
逆光補正(Ｐ３２）

カーソルボタン

三脚を使用する場合は、本機を取り付けた状態で
三脚が安定していることを確認してください。

※2

三脚取付部 ※2

カード/バッテリー扉(Ｐ１４、１５)

SCN

P

A

SM

ＡＦ/ＭＦ切換ボタン(Ｐ５８)
手ブレ補正ボタン(Ｐ５１)

モードダイヤル(Ｐ５)

シャッターボタン(Ｐ２６、７１)

視度調整ダイヤル(Ｐ４１)
ズームレバー(Ｐ３３)

各部の名前

は
じ
め
に
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≥ お買い上げ時、バッテリーは充電されていませんので、充電してからお使いください。

1 端子部を差し込み、バッテリー
を取り付ける

2 電源コンセントに差し込む

≥ 充電中は、充電[CHARGE]ランプが
緑色に点灯します。

3 充電が完了したら、バッテリー
を取り外す

≥ 満充電完了後（約 120 分後）、充電
[CHARGE] ランプが消灯します。

≥ 充電完了後、電源コンセントから外して
ください。

≥ 使用後、充電中や充電後はバッテリーが
温かくなります。また使用中は本機も温
かくなりますが、異常ではありません。

≥ 充電完了後にバッテリーを長期間放置
すると、バッテリーは消耗します。その
場合は、再度充電し直してください。

≥ 本機専用のチャージャーとバッテリー
を使用してください。

≥ チャージャーは海外でも使うことがで
きます。（P116）

≥ チャージャーは屋内で使用してください。

バッテリーをチャージャーで充電する

カチッ

充電[ＣＨＡＲＧＥ]
ランプ

緑点灯

充電[ＣＨＡＲＧＥ]
ランプ

消灯

バッテリー
準備
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■ 残量表示について
残量表示が液晶モニター/ ファインダーに
表示されます。

[AC アダプター（別売：DMW-AC7）に
つないで使用するときは表示されません ]
■ 電池寿命について
液晶モニター使用時の撮影枚数
（条件はCIPA規格でプログラムAEモード時）

CIPA 規格による撮影条件
≥ 温度23 ℃/湿度50%、液晶モニターを点灯
≥ 当社製の SD メモリーカード（別売：
16 MB）※使用

≥ 付属バッテリー使用
≥ 電源を入れてから 30秒経過後、撮影を
開始（手ブレ補正 [MODE1] 使用）

≥ 30秒間隔で1回撮影、フラッシュを2回
に 1回フル発光

≥ 撮影ごとに、T端→W端またはW端→T
端にズームを動かす

≥ １０枚撮影ごとに電源をいったん切る
≥ CIPAは、カメラ映像機器工業会（Camera
& Imaging Products Association）の
略称です。

※カードは付属していません。

パワー LCD 機能またはハイアングルモー
ド（P43）使用時は撮影枚数が減少します。

ファインダー使用時の撮影枚数
（条件は左記 CIPA規格と同じ）

液晶モニター使用時の再生時間

撮影枚数/再生時間はバッテリーの保存状
態や使用条件によって多少変わります。

■ 充電について

別売のバッテリーパック（DMW-BMA7）
の充電時間と記録可能枚数は、付属のバッ
テリーパックの場合と同じです。
≥ 充電が始まると、充電 [CHARGE] ラン
プが点灯します。

■ 充電ランプが点滅したときは
≥ バッテリーが過放電（極端に放電した状
態）しています。しばらくすると点灯し、
通常の充電になります。

≥ バッテリーの温度が高過ぎる、あるいは
低過ぎます。充電時間が通常よりも長く
なります。

≥ 正しく充電したにもかかわらず、著しく
使用できる時間が短くなったときは、寿
命と考えられます。新しいバッテリーを
お買い求めください。

■ 充電する環境について
≥ 充電は周囲の温度が10 ℃～35 ℃（バッ
テリーの温度も同様）のところで行って
ください。

≥ スキー場などの低温下では、バッテリー
の性能が一時的に低下し、使用時間が短
くなる場合があります。

バッテリーについて（充電・記録可能枚数）

記録可能枚数 約 320 枚
（約 160 分相当）

表示が赤色に変わり点滅します。 
(液晶モニターが消灯しているときは、
動作表示ランプが点滅します) 
バッテリーを充電または満充電されたバッ
テリーと交換してください。

記録可能枚数は撮影間隔によって変わり
ます。撮影間隔が長くなると記録可能枚数
は減少します。
≥ 例えば2分に1回撮影した場合は、約
80枚に減少します。

記録可能枚数 約 340枚
（約 170 分相当）

再生時間 約 300分

充電時間 約 120分

バッテリー

準
備
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≥ 電源が [OFF]、レンズが収納されていることを確認する。
≥ フラッシュを閉じる。

1 カード / バッテリー扉をスライド
させて開く

2 バッテリーを入れるときは、カ
チッと音がするまで確実に入れる
取り出すときは1のレバーを矢
印の方向に押して取り出す

3 1カード /バッテリー扉を閉じる
2最後までスライドさせて確実
に閉じる

≥ 使い終わったら、バッテリーを取り出し
ておいてください。

≥ 満充電されたバッテリーを挿入して約
24 時間経過すると、バッテリーを取り
出して放置しても、約 3ヵ月は時計設定
を記憶しています。（十分に充電されて
いないバッテリーを挿入した場合は、記
憶時間は短くなることがあります）しか
し、それ以上時間が経過すると設定が消
えますので、もう一度時計を設定してく
ださい。（P20）

≥ カードのデータが破壊される可能性があ
りますので、アクセス中はカードやバッテ
リーを取り出さないでください。（P16）

≥ カメラの設定が正しく保存されない可能
性がありますので、電源を [ON] にしたま
まバッテリーを取り出さないでください。

≥ 付属のバッテリーは、本機専用です。
本機以外で使わないでください。

≥ 専用バッテリーパック（DMW-BMA7）
をお使いください。

バッテリーを入れる・取り出す

バッテリーの出し入れ
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≥ 電源が [OFF]、レンズが収納されていることを確認する。
≥ フラッシュを閉じる。
≥ SDメモリーカード（別売）またはマルチメディアカード（別売）を用意する。

1 カード / バッテリー扉をスライド
させて開く

2 カードを入れるときは「カチッ」
と音がし、ロックするまで奥まで
入れる
取り出すときは「カチッ」と音が
するまで押し、まっすぐ引き抜く

≥ カードの向きを確認してください。
≥ カードの裏の接続端子部に触れない
でください。

≥ カードを奥まで入れないと、カードが
壊れる原因になることがあります。

31カード/バッテリー扉を閉じる
2最後までスライドさせて確実
に閉じる

≥ カード扉が完全に閉じない場合は、
一度カードを取り出してから、もう
一度入れ直してください。

≥ 電源を[ON]にしたままカードを入れた
り、取り出したりすると、カードやカー
ドのデータが壊れる原因になることが
あります。

≥ カードは当社製のものをお使いいただ
くことをおすすめします。

カード（別売）を入れる・取り出す

カードの出し入れ

準
備
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■ カードアクセス中は・・・
カードに画像を記録しているときは、カー
ドアクセス表示が赤く点灯します。

カードアクセス表示が点灯しているとき
や、画像の読み出しや削除、カードの
フォーマット（P105）中などは、以下の
ことをお守りください。
≥ 電源を [OFF] にしない
≥ バッテリーやカードを取り出さない
≥ 本機に振動や衝撃を与えない
カードやカードのデータが壊れたり、本機
が正常に動作しなくなることがあります。

■ カードの取り扱いについて
大切なデータはパソコン（P106）などに
も保存してください。電磁波、静電気、本
機やカードの故障などによりカードのデー
タが壊れたり消失することがあります。
≥ パソコンやその他の機器でフォーマッ
トされた場合、もう一度本機でフォー
マットしてください。（P105）

■ SD メモリーカード（別売）とマルチ
メディアカード（別売）について

≥ SDメモリーカードとマルチメディアカー
ドは小型、軽量で、着脱可能な外部メモ
リーカードです。

≥ SDメモリーカードは
記録/読み出し速度が
速く、カードへの書き
込みやフォーマット
を禁止する書き込み
禁止スイッチを備え
ています。
（スイッチを「LOCK」側にしておくと、
カードへの書き込みやデータの消去、
フォーマットはできなくなり、戻すと可
能になります）

≥ 本機では、以下の容量（8 MB～ 2 GB
まで）の SDメモリーカードが使用でき
ます。

≥ SD メモリーカードの記録可能枚数・時
間については 139 ページを参照してく
ださい。

≥ 本機はSD規格に準拠したFAT12、FAT16
形式でフォーマットされたSDメモリーカー
ドに対応しています。

≥ 本機はマルチメディアカードでの動画
撮影には対応していません。動画撮影に
は高速タイプのSDメモリーカードを使
用することをおすすめします。（P71）

■ miniSDTM カード（別売）について
≥ miniSDTM カードを本機で使用する場
合は、専用の miniSDTM アダプターを
必ず装着してお使いください。

≥ miniSDTM アダプターのみを本機に挿
入すると、正常に動作しません。 
必ず、miniSDTM カードを入れてお使い
ください。

カードについて

カードアクセス表示

19

8 MB、16 MB、32 MB、64 MB、
128 MB、256 MB、512 MB、

1 GB、2 GB まで

最新情報は下記サポートサイトで
ご確認ください。

http://panasonic.jp/support/dsc/

書き込み禁止
スイッチ

ＳＤメモリーカード

2

カード
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■ レンズキャップ（付属）を付ける

1 レンズキャップにひもをとおす

2 カメラにレンズキャップひもを
とおす

3 レンズキャップを付ける

≥ 電源を[OFF]にしているときや持ち運ぶ
とき、撮影した画像の再生中は、レンズ
面の保護のため、レンズキャップを取り
付けてください。

≥ レンズキャップを外して撮影してくだ
さい。

≥ レンズキャップの紛失にお気をつけく
ださい。

■ ストラップ（付属）を付ける

1 ストラップ取付部にとおす

2 止め具にとおして止める

≥ ねじれないように、もう片方も付けてく
ださい。

≥ ストラップがしっかり付けられている
ことを確認してください。

≥ LUMIX のロゴが見えるように付けてく
ださい。

 レンズキャップ・ストラップを付ける

ここを
つまんで付ける

２ ｃｍ以上
出しておく

レンズキャップ・ストラップ

準
備
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日差しの強い中、逆光時にゴーストやフレアを軽減します。余分な光をさえぎり、
より美しく撮れます。
≥ 電源が [OFF]、レンズが収納されていることを確認する。
≥ フラッシュを閉じる。

1 フードアダプター（付属）を取り
付ける

≥ フードアダプターは強く締め込みす
ぎないでください。

2 本機を下向きにして、レンズフー
ドのマークを本機のマークに合
わせて挿入する

3 レンズフードのねじをしっかり
締める

≥ ねじが緩んでいることを確認してか
ら、レンズフードを付けてください。

≥ ねじは強く締め込みすぎないでくだ
さい。

■ フードアダプターを外す場合

≥ フードアダプターの根元をつかんで
外してください。

 レンズフードを付ける

印を合わせる

ねじを締める

レンズフード
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■ 一時的にレンズフードを外して運ぶ
場合（仮収納）

1 ねじを緩めてレンズフードを取
り外す

2 レンズフードの向きを逆にする

3 レンズフードのねじが上にくる
ようにして、ねじを締める

≥ ねじが緩んでいることを確認してか
ら、レンズフードを付けてください。

≥ ねじは強く締め込みすぎないでください。

4 レンズキャップを付ける

≥ レンズキャップがしっかり付いてい
ることを確認してください。

≥ 仮収納した状態での撮影はしないで
ください。

≥ フラッシュを使用するときにレンズフー
ドを付けていると、フラッシュ光がレン
ズフードにさえぎられ、画面の下が暗く
（ケラレ）なり、調光もできなくなります。
レンズフードを外して使用することを
おすすめします。

≥ 暗いところでAF補助光を使用するとき
は、レンズフードを外してください。

≥ MCプロテクターとNDフィルターの取
り付けかたについては 115 ページをお
読みください。

≥ フードアダプターを付けているときは、
コンバージョンレンズまたはクローズ
アップレンズの取り付けはできません。

≥ コンバージョンレンズを装着する場合
は、レンズアダプター（別売：DMW-LA2）
が必要です。

≥ 付属品をなくされたときは、お買い上げの
販売店または修理ご相談窓口（P145 ～
148 ）にお問い合わせください。

ねじを緩める

レンズフード

準
備
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■ お買い上げ時は・・・
時計設定はされていませんので、電源
を [ON] にすると、下のような画面が
表示されます。

≥ 約5秒経過すると画面が消えますの
で、電源を入れ直してください。

1 [MENU/SET] ボタンを押す
2 3/4/2/1で年月日、時刻、表
示の順番を合わせる

2/1：合わせたい項目（年・月・日・
時・分・表示順）を選ぶ

3/4：年月日、時刻、表示順を設定
する

≥ 表示順を変えると、以下のように表
示されます。
（例；2006年12 月1日10時00分）

3 [MENU/SET] ボタンを数回
押してメニューを終了する
≥ 時計設定終了後、一度電源を [OFF]
にしてからもう一度[ON]にして、設
定どおり表示されているか確認して
ください。

■ 時計設定を変更する場合
1 [MENU/SET] ボタンを押して、メ
ニュー画面を表示し、2を押す

2 4でセットアップメニューアイコン
［ ］を選び、1を押す（P21）

3 3/4で[時計設定]を選んで1を押
し、上記２、３の手順で設定する

≥ 満充電されたバッテリーを挿入して約
24 時間経過すると、バッテリーを取り
出して放置しても、約 3ヵ月は時計設定
を記憶しています。

≥ 年は2000年から2099年まで設定で
きます。時刻は 24時間表示です。

≥ 日付設定を行っていないと、お店にデジ
タルプリントを依頼するときに、日付を
プリントすることができませんのでお
気をつけください。（P99）

時計を設定する

ＭＥＮＵ/ＳＥＴ
ボタン

OFF ON

カーソルボタン

時計を設定してください
時計設定 MENU

SET

時計設定

2006..   1.   1  0:00

年/月/日

設定選択 終了
表示順を変える

MENU

[年/月/日]：2006.12.1 10:00
[日/月/年]：10:00 1.DEC.2006
[月/日/年]：10:00 DEC.1.2006

セットアップ

終了 MENU選択

1/4

液晶明るさ 0n

OFF

OFF

モニター優先

時計設定

トラベル日付

２分パワーセーブ

時計設定
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≥ 必要に応じて設定してください。（各項目については22 ～25 ページをお読みください）
≥ モードダイヤル（P5）で選んでいるモードによって、メニュー項目は異なります。
ここでは、プログラム AE モード [ ] で、［操作音］を設定する例で説明しています。

≥ メニュー設定をお買い上げ時の状態に戻すには、[設定リセット]を実行してください。（P24）

1 [MENU/SET] ボタンを押して、
2を押す

2 4 でセットアップメニューアイ
コン［ ］を選び、1を押す

3 3/4でメニュー項目を選ぶ

41 を押して 3/4 で設定内容を
選び、[MENU/SET]ボタンを押す

5 [MENU/SET]ボタンを押してメ
ニューを終了する
≥ 撮影モード時は、シャッターボタン
半押しでも終了できます。

■ メニュー画面の項目について
≥ メニュー画面は1/4～4/4画面まであ
ります。

≥ ズームレバーを回すと、簡単にメニュー
画面を切り換えることができます。 

必要に応じて設定する（ セットアップメニュー）

アスペクト設定
記録画素数
クオリティ

ISO感度
ホワイトバランス AUTO

AUTO

1/3撮影

終了 MENU選択

MENU

SET

セットアップ

終了 MENU選択

1/4

液晶明るさ 0n

OFF

OFF

モニター優先

時計設定

トラベル日付

２分パワーセーブ

セットアップ

終了 MENU選択

1/4

液晶明るさ 0n

OFF

OFF

モニター優先

時計設定

トラベル日付

２分パワーセーブ

セットアップ 2/4

シャッター音
スピーカー音量 LEVEL3

MF1ＭＦアシスト

ここで4を押すと 
次の画面に切り換わります。

終了 MENU選択

操作音

オートレビュー １秒

２/４画面

MENU

SET

セットアップ

MENU決定選択

2/4

シャッター音
スピーカー音量 LEVEL3

MF1ＭＦアシスト
操作音

オートレビュー １秒

セットアップ

終了 MENU選択

1/4

液晶明るさ
トラベル日付

0n

OFF

１秒

２分

時計設定

モニター優先

１/４画面

セットアップ

終了 MENU選択

2/4

操作音
シャッター音
スピーカー音量

LEVEL3

MF1

1

ＭＦアシスト セットアップ

終了 MENU選択

3/4

USBモード
ハイライト表示
ビデオ出力

設定リセット

NTSC

OFF

セットアップ

終了 MENU選択

4/4

シーンメニュー
言語設定

AUTO

日本語

２/４画面

３/４画面

４/４画面

MF m/ft表示

2パワーセーブ 番号リセット

TVアスペクト

オートレビュー

セットアップメニュー

つづく

準
備
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を押してセットアップメニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P21）

はお買い上げ時の設定です。

≥ トラベル日付の設定については 69 ページをお読みください。

≥ パワーセーブを解除するには、シャッターボタンを半押しするか、または電源を [OFF]
にしてからもう一度 [ON] にしてください。

≥ かんたんモード [ ] 時は [2 分] に固定されます。
≥ AC アダプター（別売：DMW-AC7）使用時、パソコン接続時、プリンター接続時、動
画撮影 / 再生時、スライドショー中はパワーセーブは働きません。（ただし、スライド
ショー一時停止中または [MANUAL] スライドショー中は、10 分固定でパワーセー
ブが働きます）

項目 設定内容
時計設定 日付や時刻を変更するときに設定します。（P20）

液晶明るさ
/ ファイン
ダー明るさ

液晶（液晶モニターに表示されている場合）またはファインダー
（ファインダー内に表示されている場合）の明るさを 7段階で調整
できます。

トラベル日付   OFF: 旅行の経過日数を記録しません。
設定 : 旅行の経過日数を記録します。

モニター優先

   ON: 撮影モードでファインダーを選択していた場合、レ
ビュー時や再生時に自動的に液晶モニター表示に切り
換わります。（P41）

OFF: 自動的に切り換わりません。

パワーセーブ

１分 / 2分 /5分 /10 分 :設定した時間の間に何も操作しない
と、パワーセーブモード（電源を自
動的に切り、バッテリーの消耗を防
ぐ）になります。

OFF: パワーセーブモードになりません。

MENU

SET

セットアップメニュー
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を押してセットアップメニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P21）

≥ 動画撮影モード [ ] 時は、オートレビューされません。
≥ オートブラケット撮影（P50）、連写（P52）時は、オートレビューの設定に関わら
ず、オートレビューされます。（拡大はされません）

≥ オートレビューの設定に関わらず、音声付き静止画は、記録中（P84）にオートレ
ビューされます。（拡大はされません）

≥ クオリティを [TIFF] に設定して撮影したときは、カード記録終了までオートレビュー
されます。（拡大はされません）

≥ オートブラケット撮影、連写、動画撮影モード、音声記録時、クオリティを [TIFF] に
設定しているときは、オートレビューの設定はできません。

≥ テレビと接続したとき、テレビのスピーカーの音量は変わりません。

項目 設定内容

オート
レビュー

１秒： 撮影後に撮影画像が約 1秒間表示されます。
３秒： 撮影後に撮影画像が約 3秒間表示されます。
ZOOM：撮影後に撮影画像が約 1 秒間表示されます。そのあ

と、4倍に拡大された画像が約 1秒間表示されます。
ピントの確認に便利です。オートブラケット撮影、連
写、音声付き静止画は、[ZOOM] に設定していても
拡大されません。

OFF： 撮影後に撮影画像が自動的に表示されません。

MFアシスト
（撮影モー
ドのみ）

マニュアルフォーカス時に、液晶モニター/ ファインダーの中央部
が拡大され、ピントを合わせやすくなります。（P58）
[MF1]：画面中央部が拡大表示されます。画面全体の構図を決

めながら、ピントを合わせることができます。
[MF2]：画面全体が拡大表示されます。ピントの動きがわかり

にくいＷ端でのピント合わせに便利です。
[OFF]： 拡大表示されません。

操作音 ：操作音なし　 ：操作音小　 ：操作音大

シャッター音 ：シャッター音なし　 ：シャッター音小　 ：シャッター音大

スピーカー
音量

スピーカーの音量を LEVEL6 ～ 0 の 7 段階に調整できます。
（ LEVEL ３）

MENU

SET

セットアップメニュー

つづく

準
備
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を押してセットアップメニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P21）

≥ フォルダー番号は 100 ～ 999 まで作成されます。
フォルダー番号が 999 になると番号リセットができなくなりますので、データをパ
ソコンなどに保存してフォーマットすることをおすすめします。

≥ フォルダー番号を 100 にリセットするには、まずカードをフォーマット（P105）し
てから、番号リセットを実行し、ファイル番号をリセットしてください。
そのあと、フォルダー番号のリセット画面が表示されますので、[はい] を選んでフォ
ルダー番号をリセットしてください。

≥ ファイル番号、フォルダー番号について、詳しくは 107 ページを参照してください。

≥ セットアップ設定をリセットすると、シーンモードの赤ちゃんモード（P66）の誕生
日設定やトラベル日付（P69）の旅行の経過日数もリセットされます。また、再生メ
ニューの [ お気に入り ]（P95）は [OFF]、[回転表示]（P96）は [ON] になります。

≥ フォルダー番号、時計設定の設定内容は変わりません。

≥ [PC] に設定すると、USBのMass
マ ス

 Storage
ス ト レ ー ジ

通信方式で接続されます。
≥ [PictBridge (PTP)] に設定すると、USB の PTP （Picture

ピ ク チ ャ ー

 Transfer
ト ラ ン ス フ ァ ー

 Protocol
プ ロ ト コ ル

）通
信方式で接続されます。

項目 設定内容

番号リセット
次に撮影される画像のファイル番号を 0001 から記録したい場合
に設定します。（フォルダー番号が更新され、ファイル番号が 0001
から始まります）

設定リセット
以下の設定をお買い上げ時の状態に戻します。
撮影設定
セットアップ設定

USBモード

USB 接続ケーブル（付属）を使って本機をパソコンやプリンター
に接続する際に、USB通信方式を設定します。

接続時に選択： パソコンまたは PictBridge 対応プ
リンターに接続したときに、[PC] ま
たは [PictBridge (PTP)] のいずれ
かを選択します。

PC： パソコンに接続する場合に設定します。
PictBridge (PTP)：PictBridge 対応プリンターに接続

する場合に設定します。

ハイライト
表示

ON: オートレビューまたはレビュー時に、白とびの起こっ
ている部分を黒と白の点滅で表示します。（P41）

OFF: ハイライト表示しません。

MENU

SET

セットアップメニュー
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を押してセットアップメニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P21）

≥ [ ]は、アスペクト設定を [ ]で撮影した画像を16：9のテレビで画面いっぱいに
表示するときに適しています。このとき、アスペクト設定を [ ] または [ ] で撮影
した画像には、左右に黒い帯が付いて表示されます。

≥ [ ]に設定した場合、アスペクト設定を[ ]または[ ]で撮影した画像には、上下
に黒い帯が付いて表示されます。

≥ [ ] に設定した場合、AVケーブル（付属）を使って出力すると（P113）、本機の
液晶モニターでは画像が縦長に表示されます。

≥ フォーカス距離表示については 58 ページをお読みください。

≥ [液晶明るさ /ファインダー明るさ]、[操作音]、[番号リセット]、[言語設定] は、かん
たんモード [ ] にも反映されます。

項目 設定内容
ビデオ出力
（再生モー
ドのみ）

NTSC： ビデオ出力をNTSC方式にします。
PAL： ビデオ出力を PAL 方式にします。（P116）

TVアスペクト
（再生モー
ドのみ）

：画面が16：9のテレビと接続する場合に選んでください。
：画面が4：3のテレビと接続する場合に選んでください。

MF m/ft 表示

m: マニュアルフォーカス時のフォーカス距離表示がメート
ルになります。

ft： マニュアルフォーカス時のフォーカス距離表示がフィー
トになります。

シーン
メニュー

AUTO：モードダイヤルをシーンモードに合わせたとき、シー
ンモードメニューが自動的に表示されます。お好みの
シーンモードを選択してください。

OFF： モードダイヤルをシーンモードに合わせたとき、シーンモー
ドメニューが表示されず、現在選択されているシーンモード
で動作します。シーン モードを変更する場合 は、
[MENU/SET]ボタンを押してシーンモードメニューを表示
させてから、お好みのシーンモードを選択してください。

言語設定

メニュー画面は以下の 2 言語から設定できます。3/4 で言語を選
び、[MENU/SET] ボタンで決定してください。誤って英語に設定し
た場合は、メニューアイコンの [ ] を選び言語を設定してください。
日本語： メニュー画面を日本語表記にします。
ENGLISH： メニュー画面を英語表記にします。

MENU

SET

セットアップメニュー

準
備
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モードダイヤルを に合わせてください。
被写体の明るさに応じて、シャッタースピードと絞り値をカメラが自動的に設定します。

≥ レンズキャップを外す。
≥ 電源を [ON] にする。

≥ 液晶モニター使用時は、電源を [ON]
にすると動作表示ランプが約１秒間
点灯します。

≥ ファインダー使用時は、電源を [ON]
にすると動作表示ランプが点灯しま
す。バッテリー残量が少なくなると、
動作表示ランプは点滅します。

1 ピントを合わせたい位置にAFエ
リアを合わせ、シャッターボタン
を半押しする

≥ フォーカス表示が点灯し、シャッター
スピードと絞り値が表示されます。

≥ AFモードを9点または3点高速に設
定している場合は、ピントが合うまで
AFエリアは表示されません。（P85）

≥ 暗い場所での撮影時またはデジタル
ズーム時は、通常よりも大きな AF
エリアが表示されます。（P85）

≥ プログラムシフトについては27 ペー
ジをお読みください。

2 シャッターボタンを全押しして
撮影する

≥ 撮影前に、時計設定を確認することをお
すすめします。（P20）

≥ シャッターボタンを押すと、一瞬液晶モ
ニターの画面が明るくなったり、暗く
なったりする場合があります。これはピ
ントを合わせやすくするためで、記録さ
れる画像に影響はありません。

≥ パワーセーブの時間が設定されていると
き（P22）は、設定された時間内に本機の
操作をしないと自動的に電源が切れます。
再び本機の操作をするときは、シャッター
ボタンを半押しするか、電源を [OFF] にし
てからもう一度 [ON] にしてください。

≥ ノイズが気になるときは、ISO感度を低
くするか、[ 画質調整 ] の [ ノイズリダ
クション ] を [ 高 ] にするか、[ ノイズリ
ダクション ] 以外の各項目を [ 低 ] にす
る（P87）ことをおすすめします。（お
買い上げ時の設定では、ISO 感度が
[AUTO] になっているため、屋内などの
撮影では ISO感度が高くなります）

撮影する（ ：プログラムAEモード）

OFF ON

シャッター
ボタン

動作表示
ランプ

SC
N

P

A

S M

1/251/25F2.8F2.8

フォーカス表示 AFエリア

絞り値
シャッター
スピード

測光モード

P

ピントが
合っていな
いとき

ピントが
合ったとき

フォーカス
表示 点滅（緑） 点灯（緑）

AF エリア
白→赤
またはAFエ
リアなし

白→緑

フォーカス音 ピピピピッ ピピッ

プログラムＡＥモード
基本
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■ プログラムシフトについて
プログラム AE で本機が自動的に設定
したシャッタースピードと絞り値の組
み合わせを、同じ露出のままで変える
ことができます。これをプログラムシ
フトといいます。
プログラムAEでの撮影時に、より背景
をぼかしたい（絞り値を小さくする）、
動きを表現したい（シャッタースピード
を遅くする）などの設定が可能です。

≥ シャッターボタンを半押しして、液晶モ
ニター/ ファインダーに絞り値とシャッ
タースピードの数値が表示されている
間に（約 10 秒間）、ジョイスティック
でプログラムシフトしてください。

≥ プログラムシフトされている場合は、画
面にプログラムシフト表示が出ます。

≥ プログラムシフトを解除するには、電源
を [OFF] にするか、プログラムシフト表
示が消えるまで、ジョイスティックを上
下に動かしてください。

≥ シャッターボタンを半押ししたときに、
適正露出でない場合は、絞り値とシャッ
タースピードが赤色で表示されます。

≥ プログラムシフトが有効になってから、
10 秒以上経過すると、プログラムシフ
ト設定可能な状態は解除され通常のプ
ログラム AE に戻りますが、プログラム
シフトされた設定は維持されています。

≥ 被写体の明るさによっては、プログラム
シフトできない場合があります。

1/301/30F4.0F4.0

19

プログラム 
シフト 
表示

1/601/60F2.8F2.8

19

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13    14

1 1/2 1/4 1/8 1/15 1/30 1/60 1/125 1/250 1/500 1/1000 1/2000

2 

2.8 

4 

5.6 

8 

11

（絞り値）
（Ev）

（シャッタースピード）

＜プログラムシフトの例＞

プログラムシフト量
プログラムシフト線図
プログラムシフト限界

プログラムＡＥモード

つづく

基
本
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■ 本機の構えかたについて
≥ 両手で本機を軽く持ち、脇を閉め足を開
いて構えてください。

≥ シャッターボタンを押す瞬間に、カメラ
が動かないようにお気をつけください。

≥ AF 補助光ランプやマイクなどを指など
でふさがないでください。

≥ レンズ部には触らないでください。
≥ 太陽光などが液晶モニターに反射して画
面が見にくい場合は、手などでさえぎって
ご使用いただくことをおすすめします。

■ 縦位置検出機能について
本機を縦に構えて撮影した画像を、再
生時に自動で縦向きに表示することが
できる機能です。（[回転表示]（P96）
を [ON] に設定している場合のみ）
≥ 本機を上に向けたり、下に向けたりして
撮影すると、画像を縦向きに表示できな
い場合があります。

≥ 動画再生時、コマ撮りアニメ作成時は、
画像を縦向きに表示できません。

■ 撮りたい被写体がAF エリアから外
れている場合（AF/AE ロック）

下のような構図で人物の写真を撮影し
たい場合、被写体が AF エリアから外
れているので、そのままシャッターボ
タンを押すだけでは背景などにピント
が合ってしまい、被写体にピントが合
いません。

このようなときは、
1 被写体に AF エリアを合わせる
2 シャッターボタンを半押しし、ピン
トと露出を固定する
≥ ピントが合うと、フォーカス表示が
点灯します。

3 シャッターボタンを半押ししたま
ま、撮りたい構図に本機を動かす

4 シャッターボタンを全押しする

≥ AF/AE ロック操作は、シャッターを切
る前なら何回でもやり直せます。

AF：「Auto Focus」の略で、カメラが自
動でピントを合わせる機能です。

AE：「Auto Exposure」の略で、被写体
の明るさをカメラが判断して、自動
で露出を決める機能です。

上手に撮影するために

ファインダーで撮る場合

縦に構える場合

液晶モニターで撮る場合

縦に構える場合

19
P

1/251/25F2.8F2.8

P P

1/251/25F2.8F2.8

プログラムＡＥモード
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■ ピントについて
≥ ピントが合う範囲は 30 cm～∞（Ｗ端
時）、2 m～∞（Ｔ端時）です。近くの
ものを撮影したい場合は、マクロモード
をお使いください。（P53）

≥ 撮影可能範囲外で使用しているときは、
フォーカス表示が点灯していてもピン
トが合っていない場合があります。

≥ 以下のような場合はピントがうまく合
いません。
・遠くと近くのものを同時に撮る
・汚れたガラスの向こうのものを撮る
・キラキラと光るものが周りにある
・暗い場所を撮る
・動きの速いものを撮る
・コントラスト（濃淡）の低いものを撮る
・手ブレしている
・高輝度（非常に明るいもの）を撮る
置きピン（P59）、AF/AE ロックを使っ
て撮影することをおすすめします。暗い
場所では、ピント合わせのために AF 補
助光ランプ（P86）が点灯することがあ
ります。

≥ フォーカス表示が出てピントが合って
も、シャッターボタンを離すとピントが
解除されます。もう一度半押ししてピン
トを合わせてください。

■ 手ブレを防ぐために
≥ シャッターボタンを押し込む際の手ブ
レにお気をつけください。

≥ シャッタースピードが遅くなり手ブレし
やすいときは、手ブレ警告表示が出ます。

≥ 手ブレ警告表示が出るときは、三脚の使
用をおすすめします。または撮る姿勢
（P28）にお気をつけください。三脚使
用時にはセルフタイマー（P48）を使う
と、シャッターボタンを押したときのカ
メラブレを防ぐことができます。

≥ 特に以下の場合にはシャッタースピー
ドが遅くなって撮影されますので、
シャッターを切ったあと、画像が出るま
で本機を固定してください。三脚の使用
をおすすめします。
・赤目軽減スローシンクロ（P44）
・夜景 &人物モード（P62）/
夜景モード（P63）/
パーティーモード（P64）/
キャンドルモード（P65）/
花火モード（P65）/
星空モード（P66）
・シャッタースピードを遅くした場合
（P54、P55）

■ 露出について
≥ 適正露出にならないときは、シャッター
ボタンを半押ししたときに、絞り値と
シャッタースピードの数値の色が赤色
になります。（ただし、フラッシュ発光
時は赤くなりません）

≥ 特に暗い場所での撮影は、液晶モニター /
ファインダーの明るさと実際に撮影さ
れる画像が異なる場合があります。

≥ 晴天の空や雪など、明るい被写体が画像
の大半を占めると、暗く撮影される場合
があります。その場合は、露出を補正し
てください。（P49）

1/101/10F2.8F2.8

P

手ブレ警告表示

1/81/8F2.8F2.8

P

数値が赤くなります

基
本

プログラムＡＥモード

DMC-FZ7.book  29 ページ  ２００５年１２月２２日　木曜日　午後１時１７分



30

モードダイヤルを に合わせてください。
初心者でも簡単に撮影できます。必要な項目だけがわかりやすく表示されますの
で、迷うことがありません。

■ 必要に応じてメニュー設定をする

1 [MENU/SET] ボタンを押す
2 3/4でメニュー項目を選び、1
を押す

3 3/4で設定内容を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

4 [MENU/SET]ボタンを押してメ
ニューを終了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了で
きます。

≥ [画質設定] の [ L サイズ（3:2）]、[ E
メール] は、EX 光学ズームが働き、ズー
ム倍率が最大 16.5 倍まで拡張されます。
（P34）
≥ [操作音]、[時計設定] のかんたんモード
での設定内容は、他の撮影モードにも反
映されます。

≥ セットアップメニューでの [液晶明る
さ]（P22）、[番号リセット]（P24）、
[言語設定]（P25）は、かんたんモード
にも反映されます。

かんたんモードで撮る（ ：かんたんモード）

画質設定

オートレビュー

操作音

時計設定
決定

かんたんモード

MENU選択

引き伸ばし

Lサイズ（３:２）

Ｅメール

項目 設定内容

画質設定

引き伸ばし：
A3やA4などの大きめのサイ
ズにプリントするときに最適
です。
Lサイズ（3:2）：

L サイズ (89 mmk127 mm)
の大きさにプリントするときに
最適です。
Eメール：

E メールの添付画像やホーム
ページ用画像などに使用すると
きに最適です。

オート
レビュー

≥ OFF: 自動的に表示されません。
≥ ON: 撮影後に撮影画像が約

１秒間表示されます。

操作音

OFF: 操作音なし
小 : 操作音小
大 : 操作音大

時計設定

日付や時刻を変更するときに
設定します。（P20）

かんたんモード
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■ かんたんモード時の設定内容
かんたんモード時は、その他の設定項目
が次のように固定されます。詳しくは、
それぞれのページをお読みください。

≥ かんたんモードでは、以下の機能が使え
ません。
・ハイアングルモード
・ホワイトバランス微調整
・露出補正
・フラッシュ発光量調整
・オートブラケット
・音声記録
・デジタルズーム

・カラーエフェクト
・画質調整
・AF連続動作
・ハイライト表示
・モニター優先
・画面外表示
・撮影ガイドライン

≥ かんたんモードでは、以下の設定ができ
ません。
・トラベル日付
・コンバージョン

■ かんたんモード時のピントの合う範囲

≥ EX 光学ズーム時は、ズーム倍率値が変
わります。

≥ テレマクロについては、53 ページをお
読みください。

項目 設定内容
オートレビュー
（P23）

1秒

パワーセーブ
（P22）

2分

セルフタイマー
（P48）

10 秒

手ブレ補正
（P51）

MODE1

連写速度（P52） 低速（2コマ / 秒）
ホワイトバランス
（P78）

AUTO

ISO 感度（P81）AUTO
アスペクト設定 /
記録画素数 /
クオリティ
（P81、P82）

引き伸ばし：
/ (6M)/ ファイン
L サイズ (3:2)：
/ (2.5M EZ)/

スタンダード
Eメール：
/ (0.3M EZ)/

スタンダード
AF モード（P85） 1点
AF 補助光（P86） ON
測光モード（P84）評価測光

２ ｍ

５ ｃｍ

１ ｍ

レンズの先端
ズーム倍率

１１×

アイコン点灯
テレマクロ機能時

１２×
（Ｔ端）

〜

〜

１×
（Ｗ端）

段階的に変化

かんたんモード

基
本

つづく
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■ 逆光補正機能
逆光とは、被写体の後ろ側から光が当
たることです。
このとき、人物など被写体が暗く写り
ます。
3を押すと、[ ]（逆光補正オン表示）
が表示され、逆光補正が働きます。画
像全体を明るくすることにより、逆光
を補正します。

≥ [ ]が表示されているときに3を押す
と、[ ] が消え、逆光補正が解除され
ます。

≥ 逆光補正機能使用時は、フラッシュを使
用することをおすすめします。（フラッ
シュを使用するときは、強制発光 [ ]
になります）

≥ 逆光補正がオフのときに、フラッシュを
使用する場合は、赤目軽減オート [ ]
になります。

逆光補正オン表示

逆光補正

逆光補正

19

19

かんたんモード
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つづく

ズーム

モードダイヤル設定：

光学ズーム 12倍までの範囲で、人や物を大きく撮ったり風景などを広角に撮る
ことができます。

■ 大きく（望遠）撮る

ズームレバーを T側へ回す

■ 広く（広角）撮る

ズームレバーをW側へ回す

≥ 電源 [ON] 時はW端（1倍）です。
≥ 画像はズーム倍率によってわずかにゆ
がんで撮影されます。これをディストー
ション（歪曲収差）といいます。広角に
して被写体に近づいて撮影するほど
ディストーションは大きくなります。

≥ 画像はズーム倍率によって被写体の輪
郭などにわずかに着色して撮影される
ことがあります。これを色収差といいま
す。望遠にしたときに色収差は目立つこ
とがあります。

≥ ピントを合わせたあと、ズーム操作をし
た場合は、もう一度ピントを合わせ直し
てください。

≥ ズーム倍率はめやすです。
≥ ズーム位置によって、レンズ鏡筒（P10）
が伸び縮みします。ズーム中に、レンズ
鏡筒の動きを妨げないようにお気をつ
けください。

≥ 動画撮影モード [ ] 時は、撮影を開始
したときのズーム倍率に固定されます。

≥ ズームレバーを操作すると、多少音がし
たり振動したりしますが、故障ではあり
ません。

ズームについて

光学ズームで撮る

記録画素数[    ]（６Ｍ）設定時

W T 12X

TW

19
P

W T 1X

TW

記録画素数[    ]（６Ｍ）設定時

19
P

基
本
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モードダイヤル設定：

通常、光学ズームを使うと 12 倍まで望遠で撮影できますが、各アスペクト
( / / ) で最大記録画素数以外の記録画素数に設定すると、画質を劣化
させずにズーム倍率を 16.5 倍まで拡大できます。

■ EX光学ズームの仕組み
例えば [ ]（3M EZ）（300 万画素
相当）に設定すると、CCDの持つ 6M
（600 万画素相当）の領域のうち、3M
（300 万画素相当）分の中央部を切り
取って撮影するので、より望遠効果の
高い写真が撮影できます。

■ 記録画素数と最大ズーム倍率

≥ アスペクト設定については 81 ページ、
記録画素数については 31 ページ、82
ページをお読みください。

≥ EZ とは「Ex. optical Zoom」の略で、
EX 光学ズームを表します。

≥ EX 光学ズームは、デジタルズームより
画質の劣化を気にすることなく、ズーム
倍率を拡大することができます。

≥ EX光学ズームが働く記録画素数では、ズー
ム操作をすると、画面に [ ] が表示され
ます。

≥ EX 光学ズーム時、W端付近ではズーム
の動きが早くなります。

≥ EX光学ズーム時T端付近でズームレバーを動
かすと、ズーム倍率の数字が連続して変化し
ないことがありますが、故障ではありません。

≥ ズーム倍率はめやすです。
≥ 以下の場合、EX光学ズームは働きません。
・動画撮影モード [ ]
・シーンモードの高感度モード

EX 光学ズーム（EZ）で撮る

１倍

１２倍

１６.５倍

ＥＸ光学ズームが 
働かない記録画素数 
例：[　　]（６Ｍ）　 

ＥＸ光学ズームが 
働く記録画素数 
例：[　　]（３Ｍ ＥＺ）

アスペクト
設定

記録画素数
最大
ズーム
倍率

EX光学
ズーム

/ （6M）
12倍 ×（5M）

（4.5M）
（4M EZ） 14.7 倍

○

（3M EZ）
（2M EZ）
（1M EZ）
/ （0.3M EZ） 16.5 倍

/ （2.5M EZ）
（2M EZ）

ズーム
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モードダイヤル設定：

撮影メニューで［デジタルズーム］を [ON] に設定すると、光学 12 倍、デジタ
ル 4 倍の最大 48 倍まで、また EX 光学ズームが働く記録画素数では（P82）、
EX 光学 16.5 倍、デジタル 4倍の最大 66倍まで拡大が可能になります。
■ メニュー操作について

1 [MENU/SET] ボタンを押す
≥ シーンモード時は、シーンモードメ
ニュー画面（P60）で2を押し、4
で撮影メニューアイコン［ ］を
選んで、1を押してください。

2 3/4で［デジタルズーム］を選
び、1を押す

3 4で [ON] を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

4 [MENU/SET]ボタンを押してメ
ニューを終了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了で
きます。

■ デジタルズーム領域に入るには
光学ズームの最も望遠側まで拡大する
と、一度ズーム表示のバーが停止します。
その状態でズームレバーを T 側に回し続
けるか、一度ズームレバーを離してもう
一度ズームレバーを T 側に回すと、デジ
タルズーム領域に入ることができます。

≥ デジタルズーム領域では、通常よりも大
きな中央1点のAFエリアが表示されま
す。（P85）

≥ デジタルズームは拡大するほど画質が
劣化します。

≥ デジタルズーム領域では、手ブレ補正が
効きにくくなることがあります。

≥ デジタルズーム使用時は三脚を使用し、
セルフタイマー（P48）を使って撮影す
ることをおすすめします。

≥ ズーム倍率はめやすです。
≥ 以下の場合、デジタルズームが一時的に
[OFF] になります。
・撮影メニューの [ コンバージョン ] を
[ ] 設定しているとき（P90）

≥ 以下の場合、デジタルズームは働きません。
・かんたんモード [ ]
・シーンモードの高感度モード

デジタルズームで撮る　さらに拡大する

MENU

SET

3/3撮影
OFF

選択 決定 MENU

OFF

画質調整
コマ撮りアニメ

カラーエフェクト

コンバージョン

OFF

ON

デジタルズーム

TW

TW

TW

光学ズーム １２×１× ４８×

ＥＸ光学ズーム
１× １６.５×

デジタルズーム
６６×

≥[ＯＮ]:
≥[ＯＦＦ]:

基
本

ズーム
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モードダイヤル設定：

撮影モードのままで撮影した画像を確認できます。

1 4(REV) を押す

≥ 最後に撮影した画像が約 10 秒間表
示されます。

≥ シャッターボタンを半押し、または
再度4(REV)を押すとレビューが解
除されます。

≥ 2/1 を押すと前後の画像を確認す
ることができます。

≥ 撮影した画像が明るすぎたり、暗す
ぎたりしたときは、露出を補正して
撮影してください。（P49）

2 ズームレバーを [ ]（T）側に回
して画像を拡大する
≥ ズームレバーを [ ]（T）側に回す
と 4倍に、さらに回すと 8倍になり
ます。拡大したあと、ズームレバー
を [ ]（W) 側に回すと、倍率が小
さくなります。

3 3/4/2/1で位置を移動させる

≥ 倍率を変えたり、表示する位置を移
動させると、約 1秒間ズーム位置表
示が表示され、拡大部分の位置を確
認することができます。

■ 撮影した画像をレビュー中に削除す
る（クイック削除）

1 [ ] ボタンを押す
2 3で［はい］を選ぶ
3 [MENU/SET] ボタンを押す

≥ 画像は一度削除すると元に戻すこと
ができません。よく確認してから削
除してください。

≥ 複数・全画像削除もできます。削除
の方法については 38 ページをお読
みください。

撮影した画像を確認する（レビュー）

終了 4X 削除

レビュー1X

1X 8X 削除
ズーム位置表示

レビュー4X

1枚削除

複数/全画像

この画像を削除しますか？

決定
選択

いいえ

MENU

はい選択時
オレンジ色
で表示

レビュー
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モードダイヤルを に合わせてください。

2/1で画像を送る

2：前の画像へ　　1：次の画像へ

≥ 最後に撮影した画像の次は、最初の
画像になります。

≥ [回転表示]を[ON]にしている場合、
本機を縦に構えて撮影した画像は縦
で再生されます。（P96）

■ 早送り/早戻しをする
再生中に2/1を押したままにする

2：早戻し　　1：早送り

≥ ファイル番号と画像番号のみが1枚ずつ
更新されます。再生したい画像の番号が
表示されたときに2/1を離すと、その
番号の画像が表示されます。

≥ しばらく 2/1 を押したままにすると、
一度に更新される画像の枚数が増加し
ます。（記録枚数によって更新される枚
数は異なります）

≥ 撮影モード時のレビュー再生や、マルチ再
生（P73）では、1 枚ずつしか早送り /
早戻しはできません。

≥ 本機は（社）電子情報技術産業協会
（JEITA）にて制定された統一規格 DCF
（Design rule for Camera File system）
に準拠しています。

≥ 本機で再生できるファイル形式は
JPEG です。（JPEG 形式でも再生でき
ないものもあります）

≥ 本機の液晶モニターでは、撮影画像の細
部を表示できない場合があります。再生
ズーム（P75）を使うことにより、画像
の細部も確認できます。

≥ 他機で撮影された静止画を再生すると、
再生される画像の画質が劣化して表示
される場合があります。（画面上に「サ
ムネイル表示」と表示されます）

≥ パソコンでフォルダー名やファイル名
を変更すると再生できない場合があり
ます。

≥ 規格外のファイルを再生したときは、
フォルダー・ファイル番号が [—] で表示
され、画面が黒くなる場合があります。

画像を再生する（ ：再生モード）

2006.12. 1  10:00

100-0001
1/19

または

1/19
100_0001

2006.12. 1  10:00

ファイル 
番号
画像番号

または

再生モード

基
本
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モードダイヤルを に合わせてください。

■ 1枚削除

1 2/1で画像を選ぶ

2：前の画像へ　　1：次の画像へ

2 [ ] ボタンを押す

3 3で［はい］を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

≥ 画像削除中は、画面に [ ] が表示さ
れます。

■ 複数/全画像削除

1 [ ] ボタンを2回押す

2 3/4 で [複数削除] または [全
画像削除]を選び、[MENU/SET]
ボタンを押す

≥ [複数削除]を選んだ場合は、39 ペー
ジ 3から操作をしてください。

≥ [全画像削除] を選んだ場合は、39
ページ 5から操作をしてください。

≥ [お気に入り]（P95）を [ON] に設定
しているときは、[ 以外全削除] が
表示されます。
[ 以外全削除] を選んだ場合は、
39 ページ5から操作をしてくださ
い。（ただし、[お気に入り] を [ON]
に設定していても、[ ] の付いた画
像が 1枚もない場合は、[ 以外全
削除] を選択できません）

画像を削除する

2006.12. 1  10:00

100-0001
1/19

または

1枚削除

複数/全画像

この画像を削除しますか？

決定
選択

いいえ

MENU

MENU

SET

はい選択時
オレンジ色
で表示

全画像削除

複数/全画像削除

終了選択 決定 MENU

MENU

SET

複数削除

画像削除
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3 2/1 で画像を選び、4 で設定
する（[複数削除] 選択時のみ）

≥ この手順を繰り返します。
≥ 設定した画像に [ ] が表示されま
す。もう一度4を押すと設定が解除
されます。
≥ プロテクトされていると、設定した
画像に[ ]アイコンが赤く点滅し、
画像削除できません。プロテクト設
定を解除してから削除してくださ
い。（P100）

4 [ ] ボタンを押す
5 3で［はい］を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す
（[複数削除] 選択時の画面）

≥ [全画像削除]の場合、「全ての画像を
削除しますか？」、[ 以外全削除]
の場合、[ 以外の全ての画像を削
除しますか？] とメッセージが表示
されます。

≥ [全画像削除]または[ 以外全削除]
中に[MENU/SET]ボタンを押すと、
途中で削除が中止されます。

≥ 画像は一度削除すると元に戻すことが
できません。よく確認してから削除して
ください。

≥ 削除中は電源を[OFF]にしないでください。
≥ 削除するときは、十分に充電されたバッテ
リー（P13）またはACアダプター（別売：
DMW-AC7）を使用してください。

≥ [複数削除]で一度に削除できるのは50
枚までです。

≥ 枚数が多ければ多いほど、削除するのに
時間がかかります。

≥ 以下の場合は、[全画像削除]または[ 以
外全削除]をしても削除されません。
・SD メモリーカードの書き込み禁止ス
イッチを「LOCK」側にしている場合
（P16）
・DCF 規格外のファイル（P37）
・プロテクト [ ] された画像（P100）

選択
設定/解除 終了

削除

7 8 9

10 11 12

複数削除

MENU

11

決定選択

複数削除

設定画像を削除しますか？

いいえ MENU

SETMENU

はい選択時
オレンジ色
で表示

画像削除

基
本
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液晶モニター

≥ シーンモードの夜景 &人物（P62）、夜景（P63）、花火（P65）、星空（P66）では、
ラインはグレーで表示されます。

液晶モニター/ファインダーの表示を切り換える
表示情報を切り換える
液晶モニターとファインダーを切り換える
[EVF/LCD] ボタンを押して切り換えてください。
≥ 液晶モニターが点灯しているときは、ファインダーは消灯し、ファ
インダーが点灯しているときは、液晶モニターは消灯します。
表示を切り換える
[DISPLAY] ボタンを押して切り換えてください。
≥ メニュー画面表示時は [DISPLAY] ボタンは働きません。再生
ズーム時（P75）および動画再生中（P76）、スライドショー
実行中（P94）は、表示ありと表示なしの切り換えになります。

液晶モニター

ファインダー

[EVF/LCD]
ボタン

[DISPLAY]
ボタン

再生時
表示なし表示あり

表示＋撮影情報
＋ヒストグラム

100_0001

2006.12. 1  10:00 2006.12. 1  10:00

1/19

F2.8 1/25P ISO100 AUTO

100_0001
1/19

1 ヵ月10日 ※３
※２

表示なし
（撮影ガイドライン） 表示なし

表示あり 表示＋ヒストグラム

ヒストグラム

19 19

画面外表示
※１

撮影時

かんたんモード[　]時
表示あり 表示なし

19

逆光補正

※１残り枚数が1000枚を超える場合または
動画撮影時間が１０００秒を超える場合
は、       と表示されます。

※３
※２

シーンモードの赤ちゃんモード（Ｐ６６）で誕生日設定をし、月齢/年齢ありで撮
影した場合に表示されます。

トラベル日付（Ｐ６９）を設定している場合は、経過日数が表示されます。

1日目

応用・撮る
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■ 画面外表示について
撮影画面の外部に撮影情報が表示され
ますので、露出情報などにより画面を
さえぎられることなく、被写体に集中
して撮影することができます。

■ 視度調整について
使う前に、視力に合わせてファインダー
内の表示がよく見えるようにします。
≥ [EVF/LCD]ボタンを押してファインダー
を表示させておく。

■ モニター優先について
セットアップメニューの [ モニター優
先 ]（P22）を [ON] に設定すると、以
下のような場合に液晶モニターが点灯
します。
ファインダーを点灯させて撮影したと
きでも液晶モニターに切り換える手間
がなくなります。
≥ 撮影モードから再生モードに切り換え
たとき

≥ レビューしたとき（P36）
≥ 再生モードで電源を入れたとき

■ 撮影ガイドラインについて
被写体を縦横の交点上やライン上に配
置すると、被写体の大きさや傾き、バ
ランスを見ながら、意図的な構図で撮
影することができます。

■ ハイライト表示について
セットアップメニューの [ ハイライト
表示 ]（P24）を [ON] に設定すると、
オートレビューまたはレビュー時に、
白とびの起こっている部分（極端に明
るい場所、光っている場所など）を黒
と白の点滅で表示します。

≥ ヒストグラムを参考に、露出をマイナス
方向に補正して再度撮影すると良い結
果が得られます。

ファインダー内の表示を
見て、はっきり合うとこ
ろまで視度調整ダイヤル
を回して調整する

19

終了 4X 削除

レビュー

終了 4X 削除

レビュー

ハイライト表示なし

ハイライト表示あり

液晶モニター

つづく

応
用
・ 

撮
る

M
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■ ヒストグラムについて
ヒストグラムとは、横軸に明るさ、縦
軸にその明るさの画素数を積み上げた
グラフです。
撮影した画像のヒストグラムの形状
（グラフの分布）を見ることによって、
その画像の露出状況を判断することが
できます。
1 中央を中心とした山になっている場
合は、暗い部分、中間調、明るい部
分がバランスよく分布し、撮影する
のに適した画像となります。

2 極端に左に寄っている場合は、暗い部
分が多すぎる露出アンダー気味の画
像となります。夜景など黒いものが画
面の大部分を占めている場合もこの
ようなヒストグラムになります。

3 極端に右に寄っている場合は、明る
い部分が多すぎる露出オーバー気味
の画像となります。白いものが画面
の大部分を占めている場合もこのよ
うなヒストグラムになります。

ヒストグラムの表示例

≥ 撮影画像とヒストグラムが以下の条件で一致しない場合はヒストグラムがオレンジ色
で表示されます。
≥ フラッシュが発光するとき
≥ フラッシュが閉じているとき
- 暗いところで、液晶モニター /ファインダーの明るさが正確に表示できないとき
- 適正露出にならないとき

≥ 撮影時のヒストグラムはめやすです。
≥ 撮影時と再生時に表示されるヒストグラムは一致しない場合があります。
≥ パソコンの画像編集ソフトなどで表示されるヒストグラムとは一致しません。
≥ 白とびは、オートレビューまたはレビュー時のハイライト表示で確認してください。（P41）
≥ 以下の場合、ヒストグラムは表示されません。
・かんたんモード [ ]
・動画撮影モード [ ]
・マルチ再生時
・再生ズーム時

適正な明るさの画像

暗い画像

明るい画像

ヒストグラム

F2.8 1/100 ISO100 AUTO

100_0001
1/19

2006.12. 1  10:00

ISO100 AUTOF2.8 1/200

100_0001

2006.12. 1  10:00

F2.8 1/50 ISO100 AUTO

100_0001

2006.12. 1  10:00

1/19

1/19

液晶モニター
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モードダイヤル設定：

1 [LCD MODE］ボタンを 1 秒間
押す

2 3/4でモードを選ぶ

3 [MENU/SET] ボタンを押す
≥ アイコンが表示されます。

■ ハイアングルモードまたはパワー
LCDを解除するには

[LCD MODE] ボタンを再度 1 秒間押
したままにすると、２の画面になりま
す。パワー LCD またはハイアングル
モードを解除するときは [OFF] に設定
してください。

≥ パワー LCD またはハイアングルモード
は、液晶モニターに表示される画像の明
るさを強調しています。被写体によって
は実際と違って見える場合があります
が、記録される画像に影響はありません。

≥ パワーLCDの液晶モニターの画面は、撮
影時、30 秒が経過すると、自動的に通
常の明るさに戻ります。いずれかのボタ
ンを押すと、再び明るく点灯します。

≥ 太陽光などが液晶モニターに反射して画
面が見えにくい場合、ハイアングルモード
の効果がわからないことがあります。この
場合は、太陽光を手などでさえぎってご使
用いただくことをおすすめします。

≥ 以下の場合、ハイアングルモードは働き
ません。
・かんたんモード [ ]
・再生モード
・メニュー画面表示中
・レビュー画面表示中

液晶モニターの画面を見やすくする（パワーLCD機能）/（ハイアングルモード）

項目 設定内容
:

パワー
LCD

撮影モード時、液晶モニターの
画面が通常より明るくなり、屋
外でも見やすくなります。

:
ハイアン
グル

高い位置から撮影するとき
に液晶モニターを見やすく
します。前に人がいて、被写
体に近づけないときなどに
便利です。（ただし、正面か
ら見ると見にくくなります）

OFF 液晶モニターの画面を通常
の明るさに戻します。

[LCD MODE]ボタン

選択 決定

LCDモード

MENU

LCD

ハイアングル

OFF
パワーLCD

19
P

ハイアングルモード：
パワーＬＣＤモード ：

応
用
・ 

撮
る

M

SCN

液晶モニター
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モードダイヤル設定：
■ フラッシュを開く /閉じる

≥ 使わないときは、フラッシュは必ず閉じ
ておいてください。

≥ フラッシュが閉じているときは、発光禁
止 [ ] に固定されます。

■ フラッシュ設定を切り換える
撮影内容に合わせて、フラッシュの発
光のしかたを設定します。

1( ) を押して、フラッシュ設定
を切り換える

≥ 選択できるフラッシュ設定については、
45 ページの「撮影モード別フラッシュ
設定」をご覧ください。

※フラッシュが 2回発光します。2回目の
発光終了まで動かないようにしてくだ
さい。

フラッシュを使って撮る

開くとき

閉じるとき

カチッと音がするまで押す

押す

OPEN

項目 設定内容
:

オート
撮影状況に応じて、自動的に
フラッシュが発光します。

:
赤目軽減
オート※
（白色）

撮影状況に応じて、自動的に
フラッシュが発光します。人
の瞳が赤く写る（赤目現象）の
をおさえるため、フラッシュ
が予備発光し、そのあと撮影
のために再び発光します。
≥ 暗い場所で人物を撮影する
ときなどに適しています。

:
強制発光

:
赤目軽減
強制発光※

フラッシュを強制的に発光
させます。
≥ 逆光時や蛍光灯などの照
明の下に被写体があると
きなどに適しています。

≥ シーンモードのパーティー
（P64）、キャンドル（P65）
時のみ、赤目軽減強制発光
になります。

:
赤目軽減
スロー
シンクロ※
（オレンジ色）

フラッシュ発光とともに
シャッタースピードを遅く
して背景の夜景なども明る
く写します。同時に赤目現象
をおさえます。
≥ 夜景を背景に人物を撮影
するときなどに適してい
ます。

:
発光禁止

どのような撮影状況でもフ
ラッシュが発光しません。
≥ フラッシュ禁止の場所で
撮影するときなどに適し
ています。

フラッシュ
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■ 撮影モード別フラッシュ設定
設定できるフラッシュ設定は、撮影
モードによって異なります。
（○ : 設定可、× : 設定不可）

※逆光補正オン時は強制発光 [ ] になり
ます。

■ フラッシュで撮影できる範囲
フラッシュで撮影できる範囲は、ISO
感度の設定によって異なります。

≥ シーンモードの高感度モード（P68）で
は、[AUTO]、[ISO800]、[ISO1600] か
ら選択でき、撮影可能範囲も異なります。
W端時： 約 80 cm～約 6.0 m
T端時： 約 80 cm～約 5.4 m

≥ ISO感度については81 ページをお読み
ください。

≥ ピントが合う範囲については29 ページ
をお読みください。

≥ フラッシュ使用時はISO感度を[AUTO]
に設定すると、自動的に最大 [ISO400]
まで高くしていきます。

≥ ノイズが気になるときは、ISO感度を低
くするか、[ 画質調整 ] の [ ノイズリダク
ション ] を [ 高 ] にするか、[ ノイズリダ
クション ] 以外の各項目を [ 低 ] にして
撮影することをおすすめします。（P87）

≥ 動画撮影モード[ ]（P71）、シーンモー
ドの風景（P62）、夜景（P63）、花火
（P65）、星空（P66）のときは、フラッ
シュを開けていても発光禁止 [ ] に固
定されます。

○ ○ ○ ○ × ○
○ ○ ○ ○ × ○
○ ○ ○ × × ○
○ ○ ○ × × ○
○ ○ ○ ○ × ○
× × × × × ○
○ ○ ○ × × ○
○ ○ ○ × × ○
× × × × × ○
○ ○ ○ × × ○
× × × ○ × ○
× × × × × ○
○ ○ ○ × × ○
○ × ○ × × ○
× × × ○ ○ ○
× × × ○ ○ ○
× × × × × ○
× × × × × ○
○ ○ ○ × × ○
○ ○ ○ × × ○
○ × ○ × × ○
○ ○ ○ ○ × ○
× ○※ ×※ × × ○

1

2

ISO 感度
フラッシュ撮影可能範囲
W端時 T端時

AUTO 約 30 cm～
約 6.0 m

約 30 cm～
約 5.4m

ISO80 約 30 cm～
約 2.7 m

約 30 cm～
約 2.4 m

ISO100
約 30 cm～
約 3.0 m

約 30 cm～
約 2.7 m

ISO200
約 40 cm～
約 4.2 m

約 40 cm～
約 3.8 m

ISO400 約 60 cm～
約 6.0 m

約 60 cm～
約 5.4 m

フラッシュ

応
用
・ 
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る
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■ フラッシュモード別のシャッタース
ピード

≥ 絞り優先 AE、シャッター優先 AE、マ
ニュアル露出については、57 ページを
お読みください。

≥ シーンモードでは、上記設定と異なる場
合があります。
・夜景モード（P63）：8～ 1/2000秒
・花火モード（P65）：1/4 秒、２秒
・星空モード（P66）：15秒、30秒、60秒

■ フラッシュの発光量を調整する
被写体が小さい、反射率が極端に高い、
低いときは、フラッシュの発光量を調
整してください。

1 3( ) ボタンを数回押し、[ フ
ラッシュ発光量調整]を表示させ、
2/1 でフラッシュの発光量を決
める

≥ フラッシュ発光量を調整しない場合は、
０を選んでください。

2 [MENU/SET]ボタンを押して終
了する

≥ j2 EVからi2 EVの範囲で1/3 EVご
とに調整できます。

≥ フラッシュ発光量が調整されていると
きは、画面左上にフラッシュ発光量調整
値が表示されます。

≥ 設定したフラッシュ発光量は、電源を
[OFF] にしても記憶しています。

≥ 以下の場合、フラッシュ発光量調整はで
きません。
・かんたんモード [ ]
・動画モード [ ]
・シーンモードの風景、夜景、花火、星空

フラッシュモード シャッタースピード
：オート 1/30～1/2000秒
：赤目軽減
オート 1/30～1/2000秒

：強制発光
：赤目軽減
強制発光

1/30～1/2000秒

：赤目軽減
スロー
シンクロ

1～ 1/2000 秒

：発光禁止 1～ 1/2000 秒
（プログラムAEモード時）

終了選択 MENU

フラッシュ発光量調整

フラッシュ
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≥ フラッシュが発光中に至近距離（数 cm）
でフラッシュ発光部を直接見ないでく
ださい。

≥ フラッシュに物を近づけたり、発光中に
フラッシュを閉じないでください。熱や
光で変形、変色する場合があります。

≥ フラッシュ発光部を指などでふさがな
いでください。

≥ フラッシュが発光する場合、シャッター
ボタンを半押ししたときにフラッシュ
マークが赤に変わります。

≥ 手ブレ警告表示が出ているときは、三脚
の使用をおすすめします。

≥ フラッシュ撮影可能範囲外で撮影する
と、適正露出にならず、白っぽく撮れる
場合や暗くなる場合があります。

≥ フラッシュ撮影すると、フラッシュ光に
適したホワイトバランスが自動的に設
定されますが [ （晴天）、 （フラッ
シュ）は除く ]、フラッシュ光が十分に
届かない被写体はホワイトバランスが
合わない場合があります。（P78）

≥ シャッタースピードが速い場合は、フ
ラッシュの効果が十分に得られない場
合があります。

≥ 撮影を繰り返すと、フラッシュが発光して
も撮影できない場合があります。アクセス
表示が消えてから撮影してください。

≥ フラッシュ充電中は、フラッシュマーク
が赤に点滅し、シャッターボタンを全押
ししても、撮影できません。

≥ レンズフードが付いた状態でフラッ
シュ撮影すると、フラッシュの光がフー
ドでさえぎられることがあります。

≥ 赤目軽減オートなどの予備発光の直後
にフラッシュを閉じないでください。故
障の原因となります。

≥ 赤目軽減の効果には個人差があり、被写
体までの距離や被写体の人が予備発光

を見ていないなどの条件によって、効果
が現れにくい場合があります。

≥ コンバージョンレンズ（別売）使用時は、
フラッシュは発光禁止 [ ]に固定され
ます。

≥ 連写およびオートブラケット設定時で
フラッシュが発光する場合、１枚しか撮
影できません。

応
用
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撮
る
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フラッシュ
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モードダイヤル設定：

1 2( )を押して、セルフタイマー
を切り換える

2 シャッターボタンを半押しして
ピントを合わせ、全押しして撮影
する

≥ セルフタイマーランプが点滅し、10
秒（または2秒）後に撮影動作が開
始されます。

≥ セルフタイマー動作中に[MENU/SET]
ボタンを押すと、セルフタイマー設定が
解除されます。

≥ セルフタイマーを2秒に設定すると、三
脚使用時などシャッターボタンを押した
ときのカメラブレを防ぐのに便利です。

≥ 一度に全押しすると、撮影直前にピント
を自動的に合わせます。このとき、暗い
場所ではセルフタイマーランプが点滅
したあと、ピント合わせのために AF 補
助光（P86）として明るく点灯すること
があります。

≥ かんたんモード [ ] 時は、セルフタイ
マーが 10秒に固定されます。

≥ 連写のときにセルフタイマーを設定す
ると、10秒または 2秒後に連写を行い
ます。連写枚数は 3枚に固定されます。

≥ セルフタイマー撮影時は、三脚の使用を
おすすめします。（三脚を使用する場合
は、本機を取り付けた状態で三脚が安定
していることを確認してください）

セルフタイマーを使って撮る

表示なし(解除)

(１０秒) (２秒)

19
P

中止 MENU

19
P

セルフタイマー
　　ランプ

セルフタイマー
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モードダイヤル設定：
被写体と背景の明るさに大きく差がある場合など、適正な露出が得られないとき
に補正します。

1 3( ) を押し、[ 露出補正] を
表示させ、2/1で露出を補正する

≥ j2 EV から i2 EV の範囲で 1/3
EV ごとに補正できます。

≥ 露出を補正しない場合は、0 EV を
選んでください。

2 [MENU/SET]ボタンを押して終
了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了で
きます。

≥ EV とは「Exposure Value」の略で、露
出量を表す単位です。絞り値または
シャッタースピードが変化するとEVが
変化します。

≥ 露出補正値は、画面左下に表示されます。
≥ 設定した露出補正量は、電源を [OFF] に
しても記憶しています。

≥ 被写体の明るさによっては、露出補正で
きない範囲があります。

≥ シーンモードの星空モードでは露出補
正できません。

露出を補正して撮る

適正露出

露出オーバー

露出をマイナス方向に
補正してください。

露出をプラス方向に
補正してください。

露出アンダー

露出補正

終了選択 MENU

露出補正
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モードダイヤル設定：
1回シャッターボタンを押すと、露出の補正幅に従って自動的に3枚撮影します。
露出が異なる 3枚の画像の中からお好きな露出の画像を選ぶことができます。

1 3( ) を数回押し、[ オート
ブラケット] を表示させ、2/1
で露出の補正幅を設定する

≥ 0 (OFF) 、d1/3 EV、d2/3 EV、
d1 EV から選択できます。

≥ オートブラケット撮影をしない場合
は、0 (OFF) を選んでください。

2 [MENU/SET]ボタンを押して終
了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了で
きます。

≥ オートブラケットを設定すると、画面に
[ ] が表示されます。

≥ 露出補正をしてからオートブラケット
撮影をする場合は、補正された露出値を
基準にして撮影されます。露出が補正さ
れているときは、画面左下に露出補正値
が表示されます。

≥ 電源を[OFF]にするとオートブラケット
の設定が解除されます。

≥ 連写とオートブラケットが同時に選ばれてい
る場合は、オートブラケットが優先されます。

≥ オートブラケットを設定すると、オートレ
ビューの設定に関わらずオートレビューされ
ます。（拡大はされません）セットアップメ
ニューでオートレビューの設定はできません。

≥ オートブラケットを設定すると、音声付
き静止画を撮影できません。

≥ 被写体の明るさによっては、オートブラケッ
トで露出補正できない場合があります。

≥ クオリティを[TIFF]に設定すると、オー
トブラケット撮影できません。

≥ シャッター優先AEまたはマニュアル露
出時は、シャッタースピードが 1秒より
長くなると、オートブラケットが無効に
なります。

≥ フラッシュが発光するときや記録可能
枚数が 2枚以下のときは、1枚しか撮影
できません。

≥ シーンモードの星空モードでは、オート
ブラケットの設定ができません。

露出を自動的に変えながら撮る
（オートブラケット撮影）

オートブラケット ±１ EVの場合

１枚目

２枚目

３枚目

±０ EV

－１ EV

＋１ EV

終了選択

オートブラケット

MENU

オートブラケット
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モードダイヤル設定：
手ブレを感知して補正します。

1 手ブレ補正モード選択メニュー
が表示されるまで、手ブレ補正ボ
タンを押したままにする

2 3/4で手ブレ補正モードを選び、
[MENU/SET] ボタンを押す

[MODE1] :
撮影モード時、常に手ブレを補正し
ます。望遠などで構図を決めて撮影
するときに安定して撮ることがで
きます。
[MODE2] :
シャッターボタンを押すと手ブレ
を補正します。より高い補正効果が
得られます。
[OFF] :
意図的にブレのある画像を撮影し
たいときなどに設定します。

■ 手ブレ補正デモについて
（デモンストレーション）
1を押すと、手ブレ補正デモが表示さ
れ、終了すると手ブレ補正モード選択
メニューに戻ります。途中で終了する
場合は、1を押してください。
手ブレ補正デモ表示中は、W端（1倍）
に固定され、ズーム操作はできません。
また、撮影もできません。

≥ 以下の場合、手ブレ補正が効きにくくな
ることがあります。
・手ブレが大きいとき
・ズーム倍率が高いとき
・デジタルズーム領域
・動きのある被写体を追いながら撮影す
るとき
・室内や薄暗い場所での撮影で、シャッ
タースピードが遅くなるとき
シャッターボタンを押し込む際は、手ブ
レにお気をつけください。

≥ かんたんモード [ ] では [MODE1]、
シーンモードの星空モード（P66）では
[OFF] に固定され、手ブレ補正モード選
択メニューは表示されません。

≥ 以下の場合は、[MODE2] に設定できま
せん。
・動画撮影モード [ ]
・シーンモードの流し撮りモード

手ブレを補正して撮る

手ブレ補正ボタン

選択

手ブレ補正

決定 デモMENU

MODE2

OFF

MENU

SET

MODE1

手ブレ補正
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モードダイヤル設定：

1 単写・連写切換ボタンを押して、
連写設定を切り換える

2 撮影する
≥ シャッターボタンを押したままにす
ると連続撮影されます。

■ 連写枚数

※カードの転送速度に関係なく、連写速度
は一定です。

≥ 上記の連写速度は、シャッタースピード
が 1/60 より速く、フラッシュを発光さ
せないときの値です。

≥ かんたんモード[ ]時は、以下の設定に
なります。このとき、画面に [ ] が表
示されます。（P120）
・ 引き伸ばし：
低速 [ ]/ 最大 7コマ
・ Lサイズ（3:2）/ E メール：
低速 [ ]/ 最大 13 コマ

≥ フリー連写について
・カードの容量がいっぱいになるまで撮
影できます。
・途中から連写速度が遅くなります。遅
くなるタイミングは記録画素数やカー
ドによって異なります。

≥ ピントは１枚目で固定されます。
≥ 露出、ホワイトバランスは、連写設定に
よって変わります。高速 [ ] 設定時は、
最初の１枚に対する設定に固定されます。
低速 [ ] およびフリー [ ] 設定時
は、1枚ごとに露出、ホワイトバランス
を調整します。

≥ セルフタイマー使用時の連写枚数は、3
枚に固定されます。

≥ 連写設定は、電源を [OFF] にしても記憶
しています。

≥ 連写とオートブラケットが同時に選ば
れている場合は、オートブラケットが優
先されます。

≥ 連写を設定すると、オートレビューの設定
に関わらずオートレビューされます。（拡
大はされません）セットアップメニューで
オートレビューの設定はできません。

≥ 連写設定していると、音声付き静止画を
撮影できません。

≥ フラッシュが発光するときは、1枚しか
撮影できません。

≥ クオリティが [TIFF] またはシーンモード
の星空モードでは連写設定できません。

連写する

（高速） （低速） （フリー）
連写
速度

3 コマ /
秒※

2 コマ /
秒※

約 2コマ /
秒

連
写
枚
数

最大 7
コマ

最大 7
コマ

カードの空き
容量による

最大 13
コマ

最大 13
コマ

カードの空き
容量による

（高速） （低速）

（フリー）表示なし(解除)

19
P

/

H L

ファイン

スタン 
ダード

連写
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モードダイヤルを に合わせてください。
花などをアップにして撮りたいときに合わせてください。ズームをもっとも広角
（W端）にすると、レンズから5 cm まで接近して撮影できます。
望遠側にズームすると、接近できる距離は段階的に変化し、近接して撮影できる
距離は最大 2 mになります。（11倍時）

■ ピントの合う範囲

≥ EX 光学ズーム時は、ズーム倍率値が変
わります。

■ テレマクロ機能
もっとも望遠（Ｔ
端）にすると、レ
ンズから 1 m ま
で接近して撮影
できます。（画面
に[ ]アイコ
ンが表示されます）地面近くに咲いてい
る花などを、立ったまま大きく撮影した
り、近づくと逃げる可能性のある昆虫な
どを少し離れた位置から大きく撮影し
たりするのに便利です。

≥ 三脚を使用し、セルフタイマー（P48）を
使って撮影することをおすすめします。

≥ 被写体が近い場合は、ピントの合ってい
る範囲（被写界深度）が非常に狭くなり
ますので、ピントを合わせたあと、カメ
ラと被写体との距離が変化するとピン
トが合いにくくなります。

≥ テレマクロモード時は、被写界深度が極
端に狭くなり手ブレが起こりやすくな
ります。三脚が使用できない場合は、被
写界深度の確保と手ブレ補正性能の確
保のために、絞り値がF4.0以上、シャッ
タースピードが1/125秒以上となるよ
うな明るさでの撮影をおすすめします。

≥ 撮影可能範囲外で使用しているときは、
フォーカス表示が点灯していても、ピン
トが合っていない場合があります。

≥ マクロモード時は近距離側を優先する
ため、被写体が 1 m 以上離れている場
合は、プログラム AE モード [ ] 時よ
りピントが合うのに時間がかかります。

≥ フラッシュで撮影できる範囲は、約
30 cm～約 6.0 mです。（W端、[ISO
AUTO] 設定時）近距離を撮影する場合
は、フラッシュを発光禁止 [ ] にする
ことをおすすめします。

≥ テレマクロ機能を使って光学12倍ズー
ム時に２ m より近い距離にピントを合
わせたあと、ズームを 11倍以下の倍率
方向に動かすと、ピントが合っていない
状態になります。その場合は再度シャッ
ターボタンを半押しするなどしてピン
トを合わせ直してください。

≥ 近距離を撮影する場合は、画像の周辺部
の解像度が少し低下する場合がありま
すが、故障ではありません。

接近して撮る（ ：マクロモード）

２ ｍ

５ ｃｍ

１ ｍ

レンズの先端
光学ズーム

デジタルズーム
領域含む

１１×

アイコン点灯
テレマクロ機能時

１２×
（Ｔ端）

〜

〜

１×
（Ｗ端）

段階的に変化

19

マクロモード
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モードダイヤルを に合わせてください。

背景までピントを合わせて撮りたいと
きは絞り値を大きく、背景をぼかして
撮りたいときは絞り値を小さくしてく
ださい。

1 ジョイスティックの3/4で
絞り値を設定する

2 撮影する

モードダイヤルを に合わせてください。

動きを止めて撮りたいときはシャッ
タースピードを速く、動きを表現した
いときにはシャッタースピードを遅く
してください。

1 ジョイスティックの3/4で
シャッタースピードを設定する

2 撮影する

≥ 設定可能な絞り値とシャッタースピードについては、57 ページをお読みください。
≥ 液晶モニター / ファインダーの明るさは、実際に撮影される画像と異なる場合があり
ます。レビューまたは再生モードで確認してください。

≥ ISO感度の[AUTO]の設定はできません。（[AUTO]から絞り優先AEまたはシャッター
優先 AEに切り換えた場合は、自動的に [ISO100] になります）

≥ シャッター優先 AE のときは、赤目軽減スローシンクロ [ ] の設定はできません。
≥ 明るすぎる、暗すぎるなど、適正露出にならないときは、絞り値とシャッタースピー
ドの数値が赤色になります。

≥ 絞り優先 AE のとき、明るすぎる場合は絞り値を大きくし、暗すぎる場合は絞り値を小
さくしてください。

≥ シャッタースピードが遅いときは、三脚を使うことをおすすめします。

絞り /シャッタースピードを決めて撮る
（ ：絞り優先AE/ ：シャッター優先AE）

絞り値を3/4で設定

F2.8F2.8

19

F2.8F2.8 1/301/30

1/301/30

19

シャッタースピードを
3/4で設定

F2.8F2.8 1/301/30

絞り優先・シャッター優先
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モードダイヤルを に合わせてください。
絞り値とシャッタースピードを手動で設定して露出を決定します。

1 ジョイスティックの3/4/2/1
で絞り値とシャッタースピード
を設定する

2 シャッターボタンを半押しする

≥ 露出の状態のめやすを示す、マニュ
アル露出アシストが約 10 秒間表示
されます。

≥ 適正露出にならない場合は、絞り値
とシャッタースピードを設定し直し
てください。

3 撮影する

■マニュアル露出アシストについて

≥ マニュアル露出アシストはめやすです。
レビューで確認しながら撮影すること
をおすすめします。

手動で露出を合わせて撮る（ ：マニュアル露出）

絞り値とシャッタースピー
ドを設定します。

絞り値とシャッタースピー
ドを切り換えます。

F2.8F2.8 1/301/30

19

絞り値を
3/4で設定

シャッタースピードを
3/4で設定

F4.0F4.0 1/1251/125

マニュアル
露出アシスト

適正露出にな
ります。

シャッタース
ピードを速く
するか、絞り
値を大きくし
てください。

シャッタース
ピードを遅く
するか、絞り
値を小さくし
てください。

1/1251/125F5.6F5.6

マニュアル露出
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≥ 設定可能な絞り値とシャッタースピー
ドについては、57 ページをお読みくだ
さい。

≥ 液晶モニター / ファインダーの明るさは、
実際に撮影される画像と異なる場合があ
ります。レビューまたは再生モードで確認
してください。

≥ シャッターボタンを半押ししたときに、
適正露出にならないときは、絞り値と
シャッタースピードの数値が赤色にな
ります。

≥ マニュアル露出のとき以下の設定はで
きません。
・フラッシュの赤目軽減スローシンクロ
[ ]（P44）

・ISO 感度を [AUTO] に設定（P81）
（[AUTO] からマニュアル露出に切り
換えた場合は、自動的に [ISO100] に
なります）

・露出補正（P49）

マニュアル露出
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■ シャッター優先AE

■ 絞り優先AE

■ マニュアル露出

≥ 上記表の絞り値は、ズームＷ端時の値です。
≥ ズーム位置によっては、選べない絞り値があります。

シャッタースピードと絞り値について

設定可能なシャッター
スピード（秒）（1/3 EV ごと）

本機で設定される
絞り値

8 6 5 4

F2.8 ～ F8.0

3.2 2.5 2 1.6
1.3 1 1/1.3 1/1.6
1/2 1/2.5 1/3.2 1/4
1/5 1/6 1/8 1/10
1/13 1/15 1/20 1/25
1/30 1/40 1/50 1/60
1/80 1/100 1/125 1/160
1/200 1/250 1/320 1/400
1/500 1/640 1/800 1/1000

1/1300 F4.0 ～ F8.0
1/1600 F5.6 ～ F8.0
1/2000 F8.0

設定可能な絞り値
（1/3 EV ごと）

本機で設定される
シャッタースピード（秒）

F8.0 8 ～ 1/2000
F7.1 F6.3 F5.6 8 ～ 1/1600
F5.0 F4.5 F4.0 8 ～ 1/1300
F3.6 F3.2 F2.8 8 ～ 1/1000

設定可能な絞り値
（1/3 EV ごと）

設定可能なシャッター
スピード（秒）（1/3 EV ごと）

F2.8 ～ F3.6 60 ～ 1/1000
F4.0 ～ F5.0 60 ～ 1/1300
F5.6 ～ F7.1 60 ～ 1/1600
  F8.0 60 ～ 1/2000

シャッタースピードと絞り値
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モードダイヤル設定：
ピントを固定したい場合や、被写体との距離が固定されていて、オートフォーカ
スを働かせたくない場合などに使います。

1 AF/MF切換ボタンを押して[MF]
にする

≥ AF/MF切換ボタンを押すたびにAF
とMFが交互に切り換わります。

2 ジョイスティックの 3/4 で
ピントを合わせる

≥ ジョイスティックの操作をやめると、
約2秒後にMFアシストは消えます。

≥ ジョイスティックの操作をやめる
と、約５秒後にフォーカス移動表示
は消えます。

3 撮影する

■ MFアシストについて
[MFアシスト]を[MF1]または[MF2]
に設定したときは、ジョイスティック
を3/4に傾けると、MFアシストとし
て画面が拡大表示され、ピントを合わ
せやすくなります。

1 [MENU/SET] ボタンを押し
て、2を押す

2 4 でセットアップメニューアイ
コン［ ］を選び、1を押す

手動でピントを合わせて撮る
（MF: マニュアルフォーカス）

AF/MF切換ボタン

∞
m

2

1

MFMF

P

フォーカス移動表示

ピントが
合う範囲

ＭＦアシスト

遠くへ

近くへ

アスペクト設定
記録画素数
クオリティ

ISO感度
ホワイトバランス AUTO

AUTO

1/3撮影

終了 MENU選択

MENU

SET

セットアップ

終了 MENU選択

1/4

液晶明るさ 0n

OFF

OFF

モニター優先

時計設定

トラベル日付

２分パワーセーブ

マニュアルフォーカス
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3 3/4で[MFアシスト]を選び、
1を押す

4 3/4で [MF1]または [MF2]を
選び、[MENU/SET]ボタンを押す

5 [MENU/SET] ボタンを押して
メニューを終了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了で
きます。

■ マニュアルフォーカスのテクニック

1 ジョイスティックを3/4に傾ける
2 さらに少し傾ける
3 ゆっくり戻しながら微調整する

■ 置きピン
流し撮り（P63）などオートフォーカ
スではピントが合いにくい、動きの速
い被写体を撮影する場合に、あらかじ
め被写体を撮影するポイントに、ピン
トを合わせておくテクニックです。
運動会でゴールしてくる子供、結婚式
での新郎新婦など、被写体との距離が
決まっている場合の撮影に最適です。

≥ 動画撮影モード[ ]のときも、マニュア
ルフォーカスで撮影できます。ただし、
動画の記録中はピントは固定されます。

≥ 広角側でピントを合わせると、ズームを
望遠側にしたときにピントが合ってい
ない場合があります。再度、合わせ直し
てください。

≥ デジタルズーム領域ではMFアシストは
表示されません。

≥ マニュアルフォーカスの距離は、ピント
位置のめやすです。表示される数値をめ
やすに撮影してください。

≥ 最終的なピントの確認は、画面 ( アシス
ト画面）で行ってください。

≥ パワーセーブ解除後は、必ずピントを合
わせ直してください。

≥ マニュアルフォーカス設定時は、AF 連
続動作の設定はできません（P86)

MF1 画面中央部が拡大表示されま
す。画面全体の構図を決めなが
ら、ピントを合わせることがで
きます。

MF2 画面全体が拡大表示されます。
ピントの動きがわかりにくい
Ｗ 端でのピント合わせに便利
です。

OFF 拡大表示されません。

セットアップ

終了 MENU選択

2/4

シャッター音
スピーカー音量 LEVEL3

MF1ＭＦアシスト
操作音

オートレビュー １秒

セットアップ

決定 MENU選択

2/4

シャッター音
スピーカー音量 LEVEL3

MF1
操作音

OFF
MF1

MF2

ＭＦアシスト
オートレビュー １秒

MENU

SET

マニュアルフォーカス
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モードダイヤルを に合わせてください。
被写体や撮影状況に合わせてシーンモードを選択すると、カメラが最適な露出や
色調を設定し、シーンに合った撮影ができます。
≥ 各シーンモードについては 61 ～ 68 ページをお読みください。

1 3/4でシーンモードを選ぶ

≥ シーンモードメニューが表示されて
いないときは、[MENU/SET] ボタ
ンを押してシーンモードメニューを
表示させてください。

≥ 1を押すと、各シーンモードの説明
が表示されます。（2 を押すとシー
ンモードメニューに戻ります）

2 [MENU/SET]ボタンを押して決
定する
≥ 選択したシーンモードの撮影画面に
なります。

■ メニュー画面の項目について
≥ メニュー画面は1/5～5/5画面まであ
ります。

≥ ズームレバーを回すと、簡単にメニュー
画面を切り換えることができます。 

シーンモードで撮る（ ：シーンモード）

2/5シーンモード

SCN

決定 MENU選択

流し撮り

夜景

夜景&人物

料理

２/５画面

ここで4を押すと 
次の画面に切り換わります。

1/5シーンモード 

SCN

決定 MENU選択

風景

美肌

人物

スポーツ
1/5シーンモード

SCN

決定 MENU選択

風景

スポーツ

美肌

人物

4/5シーンモード

SCN

決定 MENU選択

赤ちゃん2

赤ちゃん11

2

１/５画面

４/５画面

2/5シーンモード

SCN

決定 MENU選択

夜景

夜景&人物

流し撮り

料理

２/５画面

5/5シーンモード

SCN

決定 MENU選択

雪

高感度

５/５画面

3/5シーンモード

SCN

決定 MENU選択
星空

花火

キャンドル

パーティー

３/５画面

シーンモード
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を押してシーンモードメニューを表示し、シーンモードを選んでください。（P60）

≥ シーンモードで用途に合わない場面を
撮影すると、画像の色合いが変わる場合
があります。

≥ 撮影する画像の明るさを変更したいと
きは、露出を補正してください。（P49）
（ただし、星空モードでは露出を補正で
きません）

≥ シーンモードメニュー画面で2を押し、
3/4 で撮影メニューアイコン［ ］
（P77）またはセットアップメニューア
イコン［ ］（P21）を選ぶとそれぞれ
の設定ができます。

≥ シーンモード時は、カメラが自動で最適に
調整するため、以下の設定はできません。
・ホワイトバランス
・ISO 感度（高感度モードを除く）
・測光モード
・カラーエフェクト
・画質調整

背景をぼかし人物を引き立て、肌色を
健康的に出します。

■ 撮影のテクニック
≥ ズームの位置はできるだけ T 側（望遠）
にし、被写体までの距離を近くにすると
より効果が出ます。

≥ 昼間の屋外での撮影に適しています。
≥ ISO 感度は [ISO80] に固定されます。

顔や肌の部分を検知し、人物モードより
肌の表面を特になめらかに表現します。

■ 撮影のテクニック
≥ 人物の胸から上を大きく撮りたいとき
に効果的です。

≥ ズームの位置はできるだけ T 側（望遠）
にし、被写体までの距離を近くにすると
より効果が出ます。

≥ 昼間の屋外での撮影に適しています。
≥ 背景などに肌色に近い色をした箇所がある
と、その部分も同時になめらかになります。

≥ 明るさが不十分なときは、効果がわかり
にくい場合があります。

≥ ISO 感度は [ISO80] に固定されます。

MENU

SET

人物モード

美肌モード

19

19

つづく

シーンモード

応
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を押してシーンモードメニューを表示し、シーンモードを選んでください。（P60）

遠くにある被写体に優先的にピントを
合わせ、広がりのある風景を撮影でき
ます。

≥ AF/MF切換ボタンで [AF] にしてください。
≥ ピントが合う範囲は 5 m～∞です。
≥ フラッシュは発光禁止[ ]に固定されます。
≥ AF 補助光の設定は無効になります。

屋外のスポーツシーンなど、動きの速
い場面を撮りたいときに合わせてくだ
さい。

■ 撮影のテクニック
≥ 天気の良い昼間に撮影するのが効果的
です。

≥ AF/MF切換ボタンで [AF] にしてください。
≥ 5 m以上離れた昼間の屋外での撮影に適
しています。

フラッシュを使い、シャッタースピード
を遅くすることにより、人物とともに背
景も見た目に近い明るさになります。

■ 撮影のテクニック
≥ フラッシュをお使いください。
≥ シャッタースピードが遅くなるため、三
脚を使用し、セルフタイマー（P48）を
使って撮影することをおすすめします。

≥ 被写体の人に、撮影後約 1秒間は動かな
いように伝えてください。

≥ ズームレバーをW端（広角）にして、被
写体から約 1.5 m ほど離れたところか
ら撮影することをおすすめします。

≥ ピントが合う範囲は1.2 m～5 mです。
（フラッシュの撮影可能範囲については
45 ページをお読みください）

≥ 使わないときは、必ずフラッシュを閉じ
ておいてください。

≥ 撮影後に、シャッターが閉じたまま（最
大約 1秒）になることがありますが、信
号処理のためで、異常ではありません。

≥ 暗い場面で撮影すると、ノイズが目立つ
ことがあります。

≥ フラッシュ使用時は、赤目軽減スローシ
ンクロ[ ]になり、強制発光します。

≥ AF 連続動作の設定は無効になります。

MENU

SET

風景モード

スポーツモード

19

19

夜景 &人物モード

19

シーンモード
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を押してシーンモードメニューを表示し、シーンモードを選んでください。（P60）

シャッタースピードを遅くすることに
より、夜景が鮮やかになります。

■ 撮影のテクニック
≥ AF/MF切換ボタンで [AF] にしてください。
≥ シャッタースピードは最大約8秒になる
ので、三脚を使用してください。また、
セルフタイマー（P48）を使って撮影す
ることをおすすめします。

≥ ピントが合う範囲は 5 m～∞です。
≥ 撮影後に、シャッターが閉じたまま（最
大約 8秒）になることがありますが、信
号処理のためで、異常ではありません。

≥ 暗い場面で撮影すると、ノイズが目立つ
ことがあります。

≥ フラッシュは発光禁止[ ]に固定されます。
≥ ISO 感度は [ISO80] に固定されます。
≥ AF補助光とAF連続動作の設定は無効に
なります。

ランナーや車のように、一定の方向に
向かって動いている被写体の動きに合
わせて本機を振りながら撮影すると、
被写体の背景が流れて写ります。この
効果を「流し撮り」といいます。この
モードに合わせると、流し撮りの効果
を得やすくなります。

■ 流し撮りのテクニック
流し撮りを成功させる（被写体に追い
ついたり、ブレを防ぐ）には、テクニッ
クが必要です。
≥ 本機だけで追わずに、体を正面に向け、
脇をしめ、腰をひねりながら体全体を
使って被写体を追いかけてください。

≥ 被写体が正面に来たときに、シャッター
ボタンを押してください。シャッターボ
タンを押すときにも本機の振りを止め
ないようにしてください。

1 ファインダーで被写体をとらえ続け
るように本機を動かす

2 動かしながらシャッターボタンを押す
3 途中で止めずにそのまま本機を動か
し続ける

MENU

SET

夜景モード

19

流し撮りモード

19

1
2

3

シーンモード

つづく
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を押してシーンモードメニューを表示し、シーンモードを選んでください。（P60）

≥ 以下のことにもお気をつけください。
・ファインダーを使う（P40）
・動きの速い被写体を選ぶ
・置きピン（P59）を使う
・連写（P52）と合わせて撮影する
（あとでよい画像を選択）

≥ 流し撮りモードは、背景を流れやすくす
るため、シャッタースピードが遅くなり
ます。このため、手ブレが起こりやすく
なります。

≥ 以下のような場合、流し撮りがうまくい
きません。
・夏の日中など、明るいところ [ND フィ
ルター（別売：DMW-LND52）を使
うことをおすすめします（P115）]

・シャッタースピードが 1/100 より速
い場合

・被写体の動きが遅く、本機を振る速度
があまりにも遅い場合（背景が流れま
せん）

・本機が被写体にうまく追いつけていな
い場合

≥ 手ブレ補正は [MODE2] に設定できませ
ん。[MODE1] 選択時は、流し撮りモード
では、縦方向のみ手ブレが補正されます。

≥ ISO 感度は [ISO80] に固定されます。
≥ AF補助光とAF連続動作の設定は無効に
なります。

レストランなどで、周囲の光に影響さ
れずに料理を自然な色調にします。

≥ ピントが合う範囲は 5 cm（W端時）/
2 m（T端時）～∞です。

結婚式や室内でのパーティーなどで撮
影したいときに合わせてください。
フラッシュを使い、シャッタースピード
を遅くすることにより、人物とともに背
景も見た目に近い明るさになります。

■ 撮影のテクニック
≥ フラッシュを開いてください。
≥ シャッタースピードが遅くなるため、三
脚を使用し、セルフタイマー（P48）を
使って撮影することをおすすめします。

≥ ズームレバーをW端（広角）にして、被
写体から約 1.5 m ほど離れたところか
ら撮影することをおすすめします。

≥ フラッシュは、赤目軽減スローシンクロ
[ ]または赤目軽減強制発光[ ]
に設定できます。

MENU

SET

料理モード

パーティーモード

19

19

シーンモード
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を押してシーンモードメニューを表示し、シーンモードを選んでください。（P60）

ろうそくの光の雰囲気を生かした写真
を撮影できます。

■ 撮影のテクニック
≥ ろうそくの光を生かして、フラッシュを
使わずに使用すると効果的です。

≥ 三脚を使用し、セルフタイマー（P48）を
使って撮影することをおすすめします。

≥ ピントが合う範囲は 5 cm（W端時）/
2 m（T端時）～∞です。

≥ フラッシュは、赤目軽減スローシンクロ
[ ]または赤目軽減強制発光[ ]
に設定できます。

夜空に打ち上げられる花火をきれいに
撮影できます。

■ 撮影のテクニック
打ち上げ花火のシャッターチャンスを
逃さないために、次の手順で置きピン
撮影することをおすすめします。
1 花火が上がるのと同じくらいの距離にあ
る、遠くの明かりなどにカメラを向ける

2 フォーカス表示（P26）が点灯するま
で、シャッターボタンを半押しする

3 AF/MF 切換ボタンを [MF] にする
（P58）

4 花火が打ち上げられる方向に本機を
向けて待機する

5 花火が打ち上げられたら、シャッ
ターボタンを全押しして撮影する

≥ ズーム操作をした場合は、フォーカス位
置がずれるので、2～5の操作をやり
直してください。

≥ 三脚を使うことをおすすめします。

≥ AF時のピントが合う範囲は５m～∞で
す。（上記の 1 ～ 5 の手順で置きピン
撮影することをおすすめします）

≥ シャッタースピードは、以下のようにな
ります。
・手ブレ補正 [OFF] 設定時：２秒固定
・ 手ブレ補正[MODE1]または[MODE2]
設定時：
1/4 秒または２秒（シャッタースピー
ドが２秒になるのは、三脚使用時など、
ブレの量が少ないとカメラが判断した
ときのみです）

≥ ヒストグラムは、常にオレンジ色で表示
されます。（P42）

≥ フラッシュは発光禁止 [ ]に固定され
ます。

≥ ISO 感度は [ISO80] に固定されます。
≥ AF補助光とAF連続動作の設定は無効に
なります。

MENU

SET

キャンドルモード

花火モード

19

19

シーンモード
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を押してシーンモードメニューを表示し、シーンモードを選んでください。（P60）

夜景モードでも撮影できないような星
空や暗い被写体を、シャッタースピー
ドをより遅くすることによって鮮明に
撮影できます。

シャッタースピードを 15 秒、30 秒、
60秒から選択します。
1 3/4で秒数を選び、[MENU/SET]
ボタンを押す

2 撮影する

≥ シャッターボタンを押すとカウントダ
ウン画面が表示されます。このとき、本
機を動かさないでください。
カウントダウンが終了すると、信号処理
のために、選択したシャッタースピード
と同じ時間「しばらくお待ちください」
と表示されます。

≥ 撮影中に [MENU/SET] ボタンを押す
と、撮影が中止されます。

■ 撮影のテクニック
≥ 15 秒、30 秒、60 秒間シャッターが開
きます。必ず三脚を使用してください。
また、セルフタイマー（P48）を使って
撮影することをおすすめします。

≥ あらかじめピントの合いやすい被写体
（例えば、明るい星や遠くの明かり）を
利用した、置きピン撮影（P59）するこ
とをおすすめします。

≥ ヒストグラムは、常にオレンジ色で表示
されます。（P42）

≥ フラッシュは発光禁止 [ ]に固定され
ます。

≥ 手ブレ補正は [OFF] に固定されます。
≥ ISO 感度は [ISO80] に固定されます。
≥ AF 連続動作の設定は無効になります。
≥ 星空モードでは、以下の機能が使えません。
・露出補正
・オートブラケット撮影
・連写
・音声記録

赤ちゃんの肌色を健康的に出します。
フラッシュ使用時には、フラッシュの
光が通常より弱めに発光します。
赤ちゃんモード１と 2 のそれぞれに、
異なる誕生日を設定して使い分けるこ
とができます。

MENU

SET

星空モード

15

19

決定

星空

15秒

30秒

60秒

MENU選択戻る

15

中止 MENU

赤ちゃんモード1
赤ちゃんモード２

1

2

2006.12. 1   10:00
1 ヵ月10日

19

シーンモード
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を押してシーンモードメニューを表示し、シーンモードを選んでください。（P60）

≥ 再生時に赤ちゃんの月齢/年齢を表示で
きます。

≥ CD-ROM（付属）のソフトウェア「LUMIX
ル ミ ッ ク ス

Simple
シ ン プ ル

 Viewer
ビ ュ ー ワ ー

」または
「PHOTO

フ ォ ト

fun
フ ァ ン

STUDIO
ス タ ジ オ

-viewer
ビ ュ ー ワ ー

-」を使って
月齢/年齢をプリントすることができます。
（プリントについては、別冊の「パソコン接
続編取扱説明書」をお読みください）

■ 月齢/年齢表示設定
≥ 月齢/年齢を表示したい場合は、あら
かじめ誕生日を設定しておき、[月
齢/年齢あり]を選び、[MENU/SET]
ボタンを押す。

≥ 月齢/年齢を表示しない場合は、[月
齢/年齢なし]を選び、[MENU/SET]
ボタンを押す。

■ 誕生日設定
1 3/4で[誕生日設定]を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

2「赤ちゃんの誕生日を設定してくだ
さい」とメッセージが表示されるの
で、2/1で項目（年月日）を選び、
3/4で設定する

3 [MENU/SET] ボタンを押して終了
する

≥ 誕生日設定をしていないときに［月
齢/年齢あり］を選んだ場合は、メッ
セージが表示されます。[MENU/SET]
ボタンを押して上記 2、3の手順で誕
生日設定をしてください。

≥ ピントが合う範囲は 5 cm（W端時）/
2 m（T端時）～∞です。

≥ 赤ちゃんモードで起動時や他のモード
から赤ちゃんモードへ切り換え後に約
５秒間、月齢/年齢が現在日時とともに
画面の下に表示されます。

≥ 月齢/年齢の表示は、撮影時の言語設定
によって異なります。
・日本語に設定しているとき
0～ 11ヵ月（１歳未満）：

例）2ヵ月 5日
12ヵ月（１歳）以上：

例）2歳 5ヵ月 5日※

・英語に設定しているとき
0～ 23ヵ月（2歳未満）：

例）2 months 5 days
24ヵ月（2歳）以上：
例）2 years 5 months 5 days ※

※ CD-ROM（付属）のソフトウェア
「LUMIX Simple Viewer」または
「PHOTOfunSTUDIO-viewer-」を
使って表示またはプリントした場
合は、「2歳5ヵ月」となります。

≥ 生まれた日は「０ヵ月０日」と表示され
ます。

≥ 月齢/年齢が正しく表示されないとき
は、時計設定または誕生日設定を確認し
てください。

≥［月齢/年齢なし］に設定していると、時
計設定、誕生日設定をしていても月齢/年
齢は記録されません。撮影後に［月齢/年
齢あり］に設定しても表示されません。

≥ 誕生日設定をリセットする場合は、セッ
トアップメニューの [設定リセット] を
行ってください。（P24）

MENU

SET

選択戻る 決定

赤ちゃん1

月齢/年齢あり

月齢/年齢なし

誕生日設定

MENU

1

シーンモード

つづく

応
用
・ 

撮
る

M

SCN
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を押してシーンモードメニューを表示し、シーンモードを選んでください。（P60）

スキー場や雪山など、雪のある場所で
撮りたいときに合わせてください。白
い雪を白く出すように、露出とホワイ
トバランスを調整します。

ISO感度を通常より高く設定します。室
内での撮影時などに被写体ブレを軽減
する効果があります。

■ ISO感度設定
高感度モードではISO感度を[AUTO]、
[ISO800]、[ISO1600] から選択する
ことができます。
1 [MENU/SET] ボタンを押して、2
を押す

2 4で撮影メニューアイコン[ ]を
選び1を押す

3 1を押して3/4で設定する

≥ ピントが合う範囲は 5 cm（W端時）/
2 m（T端時）～∞になります。

≥ 撮影した画像が少し粗くなりますが、高
感度処理のためで、異常ではありません。

≥ 高感度モードでは、以下の機能が使えま
せん。
・EX光学ズーム
・デジタルズーム

MENU

SET

雪モード

高感度モード

19

19

5/5シーンモード

SCN

終了 MENU選択

雪

高感度

1/3撮影
AUTO

OFF音声記録
終了 MENU選択

SCN
アスペクト設定
記録画素数
クオリティ

ISO感度

1/3撮影

OFF音声記録
決定 MENU選択

SCN
アスペクト設定
記録画素数
クオリティ

AUTOISO感度
800

1600

シーンモード
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モードダイヤル設定：
旅行の出発日を設定しておくと、撮影時に旅行の何日目かを記録することができ
ます。

設定して撮影すると、再生時、何日目
に撮影されたか画像に経過日数を表示
します。

≥ CD-ROM（付属）のソフトウェア「LUMIX
Simple Viewer」または
「PHOTOfunSTUDIO-viewer-」を使って
経過日数をプリントすることができます。
（プリントについては、別冊の「パソコン
接続編取扱説明書」をお読みください

1 [MENU/SET] ボタンを押して、
2を押す

2 4 でセットアップメニューアイ
コン［ ］を選び、1を押す

33/4 で [ トラベル日付 ] を選
び、1を押す

44で [設定 ] を選び、
[MENU/SET] ボタンを押す

53/4/2/1で日付を設定する

2/1：合わせたい項目を選ぶ
3/4：年月日を設定する

旅行の経過日数を記録する（ ：トラベル日付）

2006.12. 1  10:00
経過日数 1日目

1/19
100_0001

アスペクト設定
記録画素数
クオリティ

ISO感度
ホワイトバランス AUTO

AUTO

1/3撮影

終了 MENU選択

MENU

SET

セットアップ 1/4

終了 MENU選択

液晶明るさ 0n

OFF

OFF

モニター優先

時計設定

トラベル日付

２分パワーセーブ

セットアップ 1/4

終了 MENU選択

液晶明るさ 0n

OFF

OFF

モニター優先

時計設定

トラベル日付

２分パワーセーブ

MENU

SET

セットアップ 1/4

決定 MENU選択

液晶明るさ 0n

OFFモニター優先

時計設定

設定
OFFトラベル日付

２分パワーセーブ

トラベル日付

出発日を設定して
ください

設定選択 終了 MENU

2006.12.  1

応
用
・ 

撮
る

M

SCN

トラベル日付

つづく
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6 [MENU/SET] ボタンを２回
押してメニューを終了する

7 撮影する

≥ トラベル日付を設定した状態で起動
した場合 / 時計設定後 / 出発日設定
後 / トラベル日付設定後 / 再生モー
ドから他のモードへ切り換え後に約
5 秒間、経過日数が現在日時ととも
に画面の下に表示されます。

≥ トラベル日付を設定すると、画面右
下に [ ] が表示されます。

■ トラベル日付を解除するには
[ 設定 ] のままにしておくと、出発から
の日数をカウントし続け記録します。
旅行が終わったら、4 の画面で [OFF]
に設定してください。

≥ トラベル日付は、設定された出発日と本
機の時計設定（P20）の日付により計算
されます。

≥ 設定したトラベル日付は、電源を [OFF]
にしても記憶しています。

≥ 出発日より前に日付を設定した場合、オ
レンジ色で－（マイナス）と表示され、
日付情報は記録されません。

≥ 海外旅行などで、出発日以降に旅行先の
日時に時計設定をし直し、日付を 1日戻
した場合、白色で－（マイナス）と表示
され、日付情報は記録されます。

≥ トラベル日付を [OFF] に設定している
と、時計設定、トラベル日付設定をして
いても、トラベル日付は記録されません。
撮影後に、トラベル日付を [ 設定 ] にし
ても表示されません。

≥ 時計設定を設定していないときに、出発
日を設定すると、「時計を設定してくだ
さい」とメッセージが表示されますの
で、時計設定（P20）を行ってください。

19
P

2006.12. 2  10:00
1日目

（例）１２月１日に出発日を設定した場合

１２/１ １２/２ １２/３

旅行日前日 旅行出発日

１２/１ １２/２ １２/３
時計設定

旅行先

ホーム

オレンジ色で

と表示されます。

旅行先が１２月１日のため、白色で -1日目 
と表示されます。

（-１日目） （１日目） （２日目）

（-１日目） （１日目） （２日目）

-1日目

-1日目

トラベル日付
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モードダイヤルを に合わせてください。

1 シャッターボタンを半押しして
ピントを合わせ、全押しして撮影
を開始する

≥ ピントが合うと、フォーカス表示が
点灯します。

≥ ピント・ズーム・絞り値は、撮影を開
始したとき（最初のフレーム）の設定
に固定されます。

≥ 記録可能時間と記録経過時間が表示
されます。
例）１時間 20分 30 秒のとき：

1h20m30s
≥ 記録可能時間・記録経過時間はめやす
です。

≥ 本機の内蔵マイクより、音声も同時
に記録されます。

2 シャッターボタンを全押しして
撮影を終了する
≥ 記録途中でカードの容量がいっぱいに
なると、自動的に撮影が終了します。

■ 画質設定を変更する場合

1 [MENU/SET] ボタンを押す
23/4で [アスペクト設定] を選
び、1を押す

33/4で項目を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

43/4で [画質設定] を選び、1
を押す

53/4で項目を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

動画を撮る（ ：動画撮影モード）

記録可能時間

5s

記録経過時間

残21s
1/2撮影
AUTOホワイトバランス

画質設定

AFモード
測光モード

選択 決定 MENU

アスペクト設定

1/2撮影

ON

OFF

選択 決定 MENU

AUTO

アスペクト設定
ホワイトバランス

AFモード
測光モード
画質設定

動画撮影モード

応
用
・ 

撮
る

M

SCN

つづく
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2の画面で を選択したとき

2の画面で を選択したとき

≥ ３０コマ /秒の場合は、動画をよりな
めらかに撮影することができます。

≥ １０コマ /秒の場合は、なめらかさに
は欠けますが、長時間撮影すること
ができます。

≥ [10fpsQVGA] は、ファイルサイズ
が小さいのでメールなどに添付する
のに適しています。

6 [MENU/SET]ボタンを押してメ
ニューを終了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了で
きます。

≥ ピントが合う範囲はマクロモードと同
じになります。[5 cm（W端時）/
１ m（T端時）～∞ ]

≥ 記録可能時間については141 ページを
お読みください。

≥ 記録可能時間はめやすです。
（撮影条件、SD メモリーカードの種類
によって変化します）

≥ 被写体により記録可能時間は変動します。
≥ 液晶モニターに表示される記録可能時
間は、規則正しく減少しない場合があり
ます。

≥ 音声なしで動画を記録することはでき
ません。

≥ 本機はマルチメディアカードでの動画
撮影には対応していません。

≥ [画質設定] を [30fpsVGA] または
[30fps16:9] に設定している場合は、
パッケージなどに「10MB/s」以上の記
載がある高速タイプのSDメモリーカー
ドを使用することをおすすめします。

≥ カードの種類によっては、途中で動画撮
影が終了する場合があります。

≥ カードは当社製のものをお使いいただ
くことをおすすめします。

≥ カードの種類によっては、動画記録後、
カードアクセス表示がしばらく出る場
合がありますが、異常ではありません。

≥ 本機で撮影された動画を他機で再生す
ると、画質、音質が劣化したり、再生で
きない場合があります。また、撮影情報
が正しく表示されない場合があります。

≥ 動画撮影モード [ ] では、以下の機能
が使えません。
・縦位置検出機能
・レビュー
・手ブレ補正の [MODE2]

項目 記録画素数 コマ数
30fpsVGA 640k480画素 30コマ /秒
10fpsVGA 640k480画素 10コマ /秒
30fpsQVGA 320k240画素 30コマ /秒
10fpsQVGA 320k240画素 10コマ /秒

項目 記録画素数 コマ数
30fps16：9 848k480画素 30コマ /秒
10fps16：9 848k480画素 10コマ /秒

動画撮影モード

DMC-FZ7.book  72 ページ  ２００５年１２月２２日　木曜日　午後１時１７分



73

モードダイヤルを に合わせてください。

1 ズームレバーを [ ]（W）側に
回して画像を複数画面表示にする
（9画面表示時の画面）

≥ 複数画面表示にしたあと、さらに
[ ]（W）側に回すと 25画面表示、
カレンダー画面表示（P74）になり
ます。ズームレバーを [ ]（T）側
に回すと、一つ前の画面に戻ります。

≥ 複数画面表示に変えると、スクロー
ルバーが表示され、記録されている
全画像から表示中の画像の位置を確
認することができます。

2 3/4/2/1で画像を選ぶ

≥ 選択されている画像の撮影日、選択画
像番号/トータル枚数が表示されます。

≥ 撮影画像や設定によって、以下のア
イコンが表示されます。
・お気に入り [ ]
・動画 [ ]

・シーンモードの赤ちゃんモード
[ ]

・トラベル日付 [ ]
・コマ撮りアニメ [ ]

■ 25画面表示の例

■ 1画面表示に戻すには
[ ]（T）の方に回すか、[MENU/SET]
ボタンを押す
≥ オレンジ色の枠で表示された画像が1画
面表示されます。

■ マルチ再生中に画像を削除する
1 3/4/2/1で画像を選び、[ ]ボ
タンを押す

2 3で［はい］を選ぶ
3 [MENU/SET] ボタンを押す

≥ 通常の再生で液晶モニター/ファインダー
の表示を「表示なし」にしていても
（P40）、マルチ再生時は、撮影情報など
が表示されます。1画面に戻すと、通常
の再生での表示に戻ります。

≥ [回転表示]を [ON]にしていても回転表
示されません。（P96）

複数の画像を一覧表示する（マルチ再生）

２５画面

カレンダー画面表示（Ｐ７４）

１画面 ９画面

TW

W T 終了 MENU

スクロールバー

2006.12. 1/14

W T 終了 MENU

2006.8.1 5/14

または

W T 終了 MENU

2006.12.1 1/30

CAL

マルチ再生

応
用
・ 

撮
る

M

SCN
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モードダイヤルを に合わせてください。
カレンダー再生機能を使うと、撮影した日付ごとに画像を表示させることができます。

1 ズームレバーを [ ]（W）側に回
して、カレンダー画面表示にする

≥ はじめに選ばれる日付は、再生画面で
選んでいた画像の撮影日になります。

≥ 同じ日付で複数の撮影画像がある場
合は、その日の最初に撮影された画
像が表示されます。

≥ カレンダーは月単位で表示されます。

2 3/4/2/1 で再生する日付を
選ぶ
2/1：日を選択
3/4：月を選択

≥ 撮影した画像が1枚もない月は表示され
ません。

3 [MENU/SET] ボタンを押して、
選択した日付に撮影された画像
を表示する

≥ 選択した日付に撮影された画像が9画面
で表示されます。

≥ カレンダー画面表示に戻すには、ズーム
レバーを[ ]（W）側に回してください。

4 3/4/2/1で画像を選び、
[MENU/SET] ボタンを押す

≥ 選択された画像が１画面に表示されます。

■ カレンダー再生を終了するには
カレンダー画面表示にしたあと、ズー
ムレバーを [ ]（T）側に回すと 25
画面表示、９画面表示（P73）になり
ます。

≥ [回転表示]を[ON]にしていても回転表
示されません。（P96）

≥ カレンダーの表示できる範囲は、2000
年 1月から 2099 年 12 月までです。

≥ マルチ再生の25画面表示で選んでいた
画像が、2000 年 1 月から 2099 年
12 月以外に撮影された画像の場合、表
示範囲内のもっとも古い日付に撮影さ
れた画像を選択します。

≥ パソコンで編集した画像などは、実際の
撮影日とは異なった表示になる場合が
あります。

≥ [ 時計設定 ]（P20）を行わずに撮影した
場合、2006年1月1日に表示されます。

≥ ジョイスティックを使っても、選択また
は決定することができます。

画像を撮影日ごとに表示する（ カレンダー再生）CAL

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

3 4 5 7 8 9

10 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24

31

25 26 27 28 29 30

2006

TW

6

11

1 2

日 月 決定 MENU

12

W 終了 MENU

1/9

MENU

SET

CAL

2006.12.1

カレンダー再生
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モードダイヤルを に合わせてください。

1 ズームレバーを [ ]（T）側に回
して画像を拡大する

≥ 拡大したあと、ズームレバーを [ ]
（W）側に回すと、倍率が小さくなり
ます。[ ]（T）側に回すと大きく
なります。

≥ 倍率を変えると、約 1秒間ズーム位
置表示が表示され、拡大部分の位置
を確認することができます。

2 3/4/2/1で位置を移動させる

≥ 表示する位置を移動させると、約1秒
間ズーム位置表示が表示されます。

■ 再生ズームをやめるには
[ ]（W）の方に回すか、[MENU/SET]
ボタンを押す

■ 再生ズーム中に画像を削除する
1 [ ] ボタンを押す
2 3で［はい］を選ぶ
3 [MENU/SET] ボタンを押す

≥ 通常の再生で液晶モニター/ファインダー
の表示を「表示なし」にしていても
（P40）、再生ズーム時は、倍率や操作方
法が表示されます。[DISPLAY] ボタン
を押すと、表示ありと表示なしを切り換
えることができます。1倍に戻すと、通
常の再生での表示に戻ります。

≥ 再生ズームは、拡大するほど画質が劣化
します。

≥ 撮影した画像を拡大して保存したい場
合は、トリミングを行ってください。
（P103）
≥ 他機で撮影した画像は再生ズームでき
ない場合があります。

再生画面を拡大する（再生ズーム）

4X

2X

戻る 削除

４倍
８倍 １６倍

１倍 ２倍

ズーム位置表示

TW

4X

2X

戻る 削除

再生ズーム

応
用
・ 

見
る
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モードダイヤルを に合わせてください。

■ 動画
2/1で動画アイコン [ ]/
[ ]/[ ]/[ ]/[ ]
/[ ] が付いた画像を選び、4
を押して再生する

≥ 動画記録時間が表示されます。再生
を開始すると、動画記録時間が消え、
画面右下に再生経過時間が表示され
ます。
例）１時間 20分 30 秒のとき：

1h20m30s

≥ もう一度4を押すと停止し、通常の
再生画面に戻ります。

早送り / 早戻しをする
動画再生中に2/1を押したままにする
2：早戻し　　1：早送り
≥ 2/1を離すと、通常の動画再生に戻り
ます。

一時停止する
動画再生中に3を押す
≥ もう一度 3 を押すと一時停止が解除さ
れます。

■ 音声付き静止画
2/1で音声アイコン[ ]が付い
た静止画を選び、4 を押して再生
する

≥ 音声付き静止画の作成方法は、音声
記録（P84）、アフレコ（P101）を
お読みください。

≥ スピーカーから音声が聞こえます。音量調整
については、セットアップメニューの [ ス
ピーカー音量 ]（P23）をお読みください。

≥ 本機で再生できるファイル形式は
QuickTime Motion JPEG です。

≥ 本機で撮影した動画をパソコンで再生
する場合は CD-ROM（付属）のソフト
ウェア「QuickTime」をご使用ください。

≥ パソコンや他機で記録されたQuickTime
Motion JPEG ファイルは本機で再生で
きない場合があります。

≥ 他機で撮影された動画を再生すると、画質が
劣化したり、再生できない場合があります。

≥ 大容量のカードを使用したとき、早戻し
が遅くなる場合があります。

≥ 動画、音声付き静止画は、以下の機能が
使えません。
・再生ズーム
（動画再生 / 一時停止中、音声再生中）
・回転表示 / 画像回転 / アフレコ
（動画のみ）
・リサイズ/トリミング/アスペクト変換

動画 /音声付き静止画を再生する

≥ 再生中に表示されるカーソル
は、3/4/2/1に対応して
います。

動画再生 1/19
100_0001

25s

動画記録時間

動画アイコン

2006.12. 1  10:00

音声アイコン

音声再生
100-0001

1/19

2006.12. 1  11:00

動画/静止画の再生
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モードダイヤル設定：

色合いや画質調整などを設定すると、撮影のバリエーションが広がります。
≥ モードダイヤルを撮影するモードに合わせてください。
≥ モードダイヤル（P5）で選んでいるモードによって、メニュー項目は異なります。
ここでは、プログラム AE モード [ ] で、［音声記録］を設定する例で説明していま
す。（各項目については 78 ～ 92 ページをお読みください）

≥ メニュー設定をお買い上げ時の状態に戻すには、セットアップメニューの [設定リセッ
ト] を実行してください。（P24）

1 [MENU/SET] ボタン押す
2 3/4でメニュー項目を選ぶ

31 を押して 3/4 で設定内容を
選び、[MENU/SET]ボタンを押す

4 [MENU/SET] ボタンを押して
メニューを終了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了できます。

■ メニュー画面の項目について
≥ メニュー画面は1/3～3/3画面まであ
ります。

≥ ズームレバーを回すと、簡単にメニュー
画面を切り換えることができます。

撮影メニューを使う

2/3撮影

AF補助光

AFモード
AF連続動作

OFF

OFF

ON

選択

アスペクト設定
記録画素数

ISO感度
AUTO

AUTO

1/3撮影
ホワイトバランス

終了 MENU

終了 MENU

選択

２/３画面

ここで4を押すと 
次の画面に切り換わります。

測光モード

クオリティ

音声記録

MENU

SET

2/3撮影

AF補助光

AFモード
AF連続動作 OFF

ON

決定 MENU選択

測光モード
OFF音声記録
ON

アスペクト設定
記録画素数
クオリティ

ISO感度
AUTO

AUTO

1/3撮影

終了 MENU選択

ホワイトバランス
2/3撮影

AF補助光

AFモード
AF連続動作

OFF

OFF

ON

音声記録

終了 MENU選択

測光モード

１/３画面
２/３画面

3/3撮影
OFF

OFF

OFF

画質調整
コマ撮りアニメ

カラーエフェクト

コンバージョン
終了 MENU選択

デジタルズーム

３/３画面

応
用
・ 

見
る

撮影メニュー

撮
影
・
再
生 

メ
ニ
ュ
ー

つづく
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を押して撮影メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P77）

■ クイック設定を使う

モードダイヤル設定：

撮影時にジョイスティックを使って、
次の 4 項目を簡単に設定することがで
きます。
≥ ホワイトバランス（P78）
≥ ISO 感度（P81）
≥ 記録画素数（P82）
≥ クオリティ（P82）

1 撮影状態で、ジョイスティックを
押し続ける

2 ジョイスティックの 3/4/2/1
でメニュー項目を選び、ジョイス
ティックを押して終了する

≥ 撮影モードにより、設定できるメニュー
が異なります。

モードダイヤル設定：

太陽光や白熱灯下など、白色が赤みが
かったり青みがかったりする場面で、
撮影状況に合った項目に設定すること
で見た目に近い白色に調整します。

≥ [AUTO] 以外に設定すると、ホワイトバ
ランスを微調整することができます。
（P80）

MENU

SET

P

19

選択 終了

AUTO AUTO
AUTO

P

19

AUTO AUTO
AUTO

選択 終了

ホワイトバランス
自然な色合いに調整する

項目 撮影状況
AUTO（オート）自動で設定するとき

（晴天） 屋外晴天下で撮影する
とき

（曇り） 屋外曇天下で撮影する
とき

（白熱灯） 白熱灯下で撮影するとき

（フラッシュ）フラッシュ光のみで撮影するとき

（セットモード1）あらかじめセットしてい
る設定を使用するとき

（セットモード2）

（セットモード）
新しくホワイトバラン
スを設定するとき

撮影メニュー

DMC-FZ7.book  78 ページ  ２００５年１２月２２日　木曜日　午後１時１７分



79

■ オートホワイトバランスについて
オートホワイトバランスが働く範囲
は、下図のとおりです。範囲外での撮
影では、画像が赤っぽくなったり、青っ
ぽくなったりします。また、図の範囲
内にあっても、光源が複数の場合は、
オートホワイトバランスが正常に働か
ない場合があります。この場合は、ホ
ワイトバランスを [AUTO] 以外に設定
して調整してください。

■ セットモードについて（ ）
手動でホワイトバランスを設定したい
ときに使用します。

1 [ ]（セットモード）を選び、
[MENU/SET] ボタンを押す

2 [ セットモード1] または
[ セットモード2] を選択して
[MENU/SET] ボタンを押す

3 白い紙などに本機を向けて、画面の
中央の枠内に白いものだけが写るよ
うにし、[MENU/SET]ボタンを押す

4 [MENU/SET]ボタンを2回押して
メニューを終了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了で
きます。

テレビ画面

曇り空

太陽光 白色蛍光灯

日の入前・日の出後、２時間
日の入前・日の出後、１時間

ハロゲン電球
日の入前・日の出後、30分

白熱電球
日の出・日の入前

ろうそく

青
っ
ぽ
い
色

オ
ー
ト
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス 

が
働
く
範
囲

白
っ
ぽ
い
色

赤
っ
ぽ
い
色

10000 K
9000 K
8000 K

7000 K

6000 K

5000 K

4000 K

3000 K

2000 K

セットモード

セットモード２

セットモード１

選択 決定 MENU

MENU

SET

ｾｯﾄﾓｰﾄﾞ

戻る 設定 MENU

MENU

SET

撮影メニュー

つづく

撮
影
・
再
生 

メ
ニ
ュ
ー
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■ ホワイトバランス微調整（ ）につ
いて

ホワイトバランスを設定しても、思い
どおりの色合いにならないときに、微
調整することができます。

≥ ホワイトバランスを [ ]/[ ]/
[ ]/[ ]/[ ]/[ ]に設定してく
ださい。

1 3( ) を数回押し、[ WB微
調整]を表示させ、2/1でホワ
イトバランスを調整する

2：赤（青みが強い場合）
1：青（赤みが強い場合）

≥ ホワイトバランス微調整をしない場
合は、0を選んでください。

2 [MENU/SET]ボタンを押して終
了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了で
きます。

ホワイトバランスについて
≥ フラッシュ撮影すると、フラッシュ光に
適したホワイトバランスが自動的に設
定されますが [ （晴天）、 （フラッ
シュ）を除く ]、フラッシュ光が十分に
届かない被写体はホワイトバランスが
合わない場合があります。

≥ 以下の場合、ホワイトバランスの設定は
できません。
・かんたんモード [ ]
・シーンモード

ホワイトバランス微調整について
≥ ホワイトバランスの各項目で独立して
微調整することができます。

≥ ホワイトバランスを微調整すると、画面
に表示されるホワイトバランスアイコン
が赤、または青に変わります。

≥ ホワイトバランスの微調整は、フラッ
シュ撮影にも反映されます。

≥ 設定したホワイトバランス微調整は、電
源を [OFF] にしても記憶しています。

≥ セットモード[ ]で新しくホワイト
バランスを設定し直したときは、[ ]
または [ ]（セットモード）の微調整
レベルは “0”に戻ります。

≥ カラーエフェクト設定（P87）を [クー
ル]、[ウォーム]、[白黒]、[セピア] の
いずれかに設定しているとき、ホワイト
バランスの微調整はできません。

赤 青

終了選択

WB微調整

MENU

撮影メニュー
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を押して撮影メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P77）

モードダイヤル設定：

ISO 感度とは、光に対する敏感さを数値
で表したもので、高い数値に設定するほ
ど、暗い場所での撮影に適しています。

≥ [AUTO]を選ぶと、明るさに応じて ISO感
度を[ISO80]～[ISO200]まで自動的に
高くしていきます。（フラッシュ使用時
は [ISO80] ～ [ISO400]）

≥ シーンモードの高感度モード（P68）は、
[AUTO]、[ISO800]、[ISO1600] か
ら選択できます。

≥ ノイズが気になるときは、ISO感度を低
くするか、[ 画質調整 ] の [ ノイズリダ
クション ] を [ 高 ] または、[ ノイズリダ
クション ] 以外の各項目を [ 低 ] にして
撮影することをおすすめします。（P87）

≥ 絞り優先 AE、シャッター優先AE、マニュア
ル露出時は [AUTO] の選択はできません。

≥ 以下の場合、ISO感度の設定はできません。
・かんたんモード [ ]
・動画撮影モード [ ]
・シーンモード
≥ シャッタースピードについては、57
ページをお読みください。

モードダイヤル設定：

アスペクト（画像の横縦比）を変える
と、被写体に合わせて画角を選択でき
ます。

≥ 動画撮影モード [ ]時は、[ ]の選
択はできません。

≥ 撮影した画像は、プリント時に端が切れ
る場合がありますので、事前にご確認く
ださい。（P128）

MENU

SET

ISO 感度
光に対する感度を設定する

ISO感度  80  400
屋外など
明るい場所
での撮影

適して
いる

適して
いない

暗い場所での
撮影

適して
いない

適して
いる

シャッター
スピード

遅くなる 速くなる

ノイズ 少ない 多い

アスペクト設定
画面の横縦比を設定する

項目 効果

4:3 のテレビやパソコンの画面
と同じ横縦比で撮影できます。

一般のフィルムカメラと同じ
3:2 の横縦比で撮影できます。

風景など被写体のワイド感を表
現したいときや、ワイドテレビ、
ハイビジョンテレビなどで再生
する場合に適しています。

撮影メニュー

つづく

撮
影
・
再
生 

メ
ニ
ュ
ー
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を押して撮影メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P77）

モードダイヤル設定：

デジタル画像は画素という点が集まって作られています。本機の液晶モニターで
はその違いはわかりませんが、画素が多いと大きな用紙にプリントしたときやパ
ソコン画面で見たときでも、きめ細かな画像になります。クオリティはデジタル
画像を保存するときの圧縮率です。

■ 記録画素数
大きい記録画素数 [ ]（6M）に設定
すると、より鮮明にプリントすること
ができます。
小さい記録画素数 [ ]（0.3M EZ）
に設定すると、より多くの画像が記録で
きます。また、データ容量が小さいの
で、Eメールの添付画像やホームページ
用画像などに使用するときに便利です。

アスペクト設定が [ ] のとき

アスペクト設定が [ ] のとき

アスペクト設定が [ ] のとき

■ クオリティ
クオリティをスタンダードに設定する
と、記録画素数を変えずに記録可能枚
数を増やすことができます。

記録画素数 / クオリティ　用途に合わせて画素数、画質を設定する

MENU

SET

項目 記録画素数

（6M
メガ

） 2816k2112 画素

（4M
メガ

 EZ） 2304k1728 画素

（3M
メガ

 EZ） 2048k1536 画素

（2M
メガ

 EZ） 1600k1200 画素

（1M
メガ

 EZ） 1280k960 画素

（0.3M
メガ

 EZ） 640k480 画素

画素が多い
（きめ細やか）

画素が少ない
（粗い）

項目 記録画素数

（5M
メガ

） 2816k1880 画素

（2.5M
メガ

 EZ） 2048k1360 画素

項目 記録画素数

（4.5M
メガ

） 2816k1584 画素

（2M
メガ

 EZ） 1920k1080 画素

項目 効果

（TIFF）
レタッチソフトなどで画
像を編集・加工するときに
最適です。（非圧縮）

（ファイン）
画質を優先し、高画質に記
録します。（低圧縮）

（スタンダード）

記録可能枚数を優先し、画
質は標準で記録します。
（高圧縮）

撮影メニュー
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≥ アスペクト設定によって、設定できる記
録画素数は異なります。アスペクト設定
を変更したときは、記録画素数の設定を
行ってください。

≥ EZ とは「Ex. optical Zoom」の略で、
EX 光学ズームを表します。EZ の付い
た記録画素数が選択されているときは、
ズーム倍率が最大 16.5 倍（デジタル
ズーム [OFF] 設定時）まで拡張されま
す。（P34）

≥ シーンモードの高感度モード（P68）で
は、EX 光学ズームが働きませんので、
記録画素数の [EZ] は表示されません。

≥ 動画撮影モード [ ] 時は、
VGA（640k480 画素）、
ＱVGA（320k240 画素）または
16：9（848k480 画素）になります。

≥ 被写体や撮影状況によってはモザイク
状になることがあります。

≥ 記録可能枚数については、139 ページ
をお読みください。

≥ 被写体により記録可能枚数は変動します。
≥ 液晶モニター/ ファインダーに表示され
る記録可能枚数は、撮影された枚数分、
減少しない場合があります。

≥ かんたんモード[ ]時は、以下の設定に
なります。
・ 引き伸ばし：

［6M( )］/ ファイン

・ Lサイズ（3:2）：
［2.5M EZ( )］/ スタンダード

・ Eメール：
［0.3M EZ( )］/ スタンダード

≥ [TIFF] に設定すると、スタンダード相当
の JPEG 画像が同時につくられます。

≥ クオリティを [TIFF] に設定していると
きは、以下の機能は使えません。
・アフレコ
・連写
・リサイズ
・トリミング
・音声記録
・オートブラケット

撮影メニュー
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を押して撮影メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P77）

モードダイヤル設定：

[ON] に設定すると、画像に合わせて音
声を記録することができます。撮影時
の会話やメモ代わりに状況の説明など
を記録しておくことができます。

≥ [ON] に設定すると、画面に [ ] が表示
されます。

≥ ピントを合わせてシャッターボタンを
押すと、撮影開始から約 5秒後、録音が
自動的に終了します。シャッターボタン
を押したままにする必要はありません。

≥ 音声は本機の内蔵マイクより録音され
ます。

≥ 録音中に[MENU/SET]ボタンを押すと
解除されます。音声は記録されません。

≥ 以下の場合、音声付き静止画を撮ること
はできません。
・オートブラケット撮影
・連写
・クオリティを [TIFF] に設定したとき
・シーンモードの星空モード

モードダイヤル設定：

以下の測光方式に切り換えることがで
きます。

MENU

SET

音声記録
音声付き静止画を撮る

測光モード
明るさを測る方法を決める

測光方式 設定内容

評価測光

画面全体の明るさの配分
をカメラが自動的に評価
して、露出が最適になるよ
うに測光する方式です。通
常はこの方式に合わせて
使用することをおすすめ
します。

中央重点測光

画面中央部の被写体に重
点を置いて、画面全体を平
均的に測光する方式です。

スポット測光

スポット測光ターゲット
上の被写体に対して測光
する方式です。

スポット測光ターゲット

撮影メニュー
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を押して撮影メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P77）

モードダイヤル設定：

撮影状況や撮りたい構図に合わせて使い分けてください。

■ 3点高速、1点高速について
≥ 他のAFモードより早くピントを合わせ
ることができます。

≥ シャッターボタンを半押しすると、ピン
トが合う前の状態で画像が一瞬静止する
ことがありますが、故障ではありません。

≥ 暗い場所での撮影
時またはデジタル
ズーム時は、通常
よりも大きな中央
１点の AF エリア
が表示されます。

≥ AF エリアが複数
（最大 9 個）点灯した場合は、点灯した
すべてのAFエリアにピントが合ってい
ます。
カメラが自動的に判断した位置にピン
トが合うので、ピントが合う位置は決
まっていません。ピントを合わせる位置
を決めて撮影したいときは、設定を１点
高速、１点またはスポットに切り換えて
ください。

≥ [ スポット ] でピントが合いにくいとき
は、1点高速または１点に切り換えてく
ださい。

≥ かんたんモード[ ]ではAFモードの設
定はできません。

AFモード　ピントを合わせる方法を設定する

MENU

SET

項目 効果

（9点）

9点いずれかでピントを合わ
せます。被写体が中央にない
場合に有効です。

（3点高速）

左、中央、右の 3点いずれか
に高速でピントを合わせま
す。被写体が中央にない場合
に有効です。

（1点高速）

画面中央の AF エリア内に高
速でピントを合わせます。

（1点）

画面中央の AF エリア内にピ
ントを合わせます。

項目 効果

（スポット）

限られた狭い範囲内にピント
を合わせることができます。

1/601/60F5.0F5.0

P

つづく
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を押して撮影メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P77）

モードダイヤル設定：

常時ピント合わせを行うので、構図が決
めやすくなります。AF モードが１点、
１点高速、スポットのときは、シャッ
ターボタンを半押ししたときのピント
が合うまでの時間が短くなります。
≥ [ON]に設定すると、画面に[ ]が表示
されます。

≥ バッテリーの消耗は早くなります。
≥ ズームレバーを W端から T 端に回した
り、急に被写体を遠くから近くに変えた
あとは、ピントが合うまでに時間がかか
ることがあります。

≥ 撮影中、ピントが合いにくいときは、再
度シャッターボタンを半押ししてピン
トを合わせてください。

≥ かんたんモード[ ]、シーンモードの夜
景 &人物（P62）、夜景（P63）、流し
撮り（P63）、花火（P65）、星空（P66）、
マニュアルフォーカス時では[OFF]に固
定されます。

モードダイヤル設定：

撮影場所が暗くピントが合いにくいと
きに、光を当ててピントを合わせやす
くすることができます。
≥ [ON]に設定すると、暗い
場所などでシャッター
ボタンを半押ししたと
きに、通常よりも大きな
AF エリアが表示され、
AF補助光ランプが光ります。このとき、
画面に [ ] が表示されます。補助光の
有効距離は 1.5 mです。

≥ [OFF]に設定するとAF補助光ランプは
光りません。

≥ AF 補助光使用時は以下の点にお気をつ
けください。
・近くで発光部を見ない
・レンズフードを外す
・AF補助光ランプを指などでふさがない
≥ AF 補助光点灯時は、通常よりも大きな
中央 1 点の AF エリアが表示されます。
（P85）
≥ 暗闇で動物を撮るときなど、暗い場所で
AF 補助光ランプを光らせたくない場合
は、[OFF] に設定してください。このと
き、ピントは合いにくくなります。

≥ かんたんモード[ ]では、[ON]に固定されます。
≥ レンズ部により、AF 補助光の外周の一
部がケラレる場合がありますが、性能上
には問題はありません。

≥ シーンモードの風景（P62）、夜景
（P63）、花火（P65）、流し撮り（P63）
では、[OFF] に固定されます。

MENU

SET

AF 連続動作
動きに合わせて連続的にピント
を合わせる

AF 補助光
暗い場所でピントを合わせやす
くする

ＡＦ補助光
ランプ

撮影メニュー
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を押して撮影メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P77）

モードダイヤル設定：

撮影状況、撮影イメージに合わせて使
い分けてください。

モードダイヤル設定：

撮影状況、撮影イメージに合わせて使
い分けてください。

≥ 暗い場面で撮影するとき、ノイズが目立
つことがあります。ノイズが気になると
きは、[ ノイズリダクション ] を [ 高 ] に
するか、[ ノイズリダクション ] 以外の
各項目を [ 低 ] にして撮影することをお
すすめします。

MENU

SET

カラーエフェクト
撮影する画像の色彩効果を設定
する

項目 効果
クール 青っぽい画像になります。
ウォーム 赤っぽい画像になります。
白黒 白黒画像になります。
セピア セピア色の画像になります。

画質調整
撮影する画像の画質を調整する

項目 効果

コントラスト
高 画像の明暗差を大き
くします。

低
画像の明暗差を小さ
くします。

シャープネス
高
画像の輪郭を強調し
ます。

低 画像の輪郭を柔らか
くします。

彩度
高 派手で鮮やかな色に
なります。

低 落ち着いた色になり
ます。

ノイズリダク
ション

高

ノイズリダクション
の効果を強め、ノイ
ズを軽減します。
解像感がわずかに低下
する場合があります。

低

ノイズリダクション
の効果を弱め、より解
像感のある画質を得
ることができます。

つづく
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を押して撮影メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P77）

モードダイヤル設定：

最長約２０秒の動画ファイルを作成することができます。
たとえば…
人形などを少しずつ動かすごとに撮影して

つなぎ合わせると動いているように見
えます。
≥ 作成したコマ撮りアニメを再生する方
法は、動画を再生するときと同じです。
（P76）

1 3/4で [コマ撮りアニメ ]を選
び、1を押す

2 [ 画像撮影 ]を選び、1を押す

≥ 記録画素数は320×240画素にな
ります。

3 シャッターボタンを押し、ひと
コマずつ撮影する

≥ 4を押すと、撮影した画像を確認で
きます。2/1を押すと、前後の画像
を確認することができます。

≥ 不要な画像は[ ]ボタンで削除して
ください。

≥ 最大100枚まで撮影できます。表示
される残量枚数はめやすです。

コマ撮りアニメ　画像をつなぎ合わせて動画ファイルを作成する

MENU

SET

3/3撮影
OFF

OFF

終了 MENU

OFF

デジタルズーム

画質調整
カラーエフェクト

コンバージョン
選択

コマ撮りアニメ

コマ撮りアニメ

画像撮影

動画作成

コマ撮り画像全削除

終了 MENU選択

92
8

終了

残

MENU

撮影メニュー
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4 [MENU/SET] ボタンを押して
3/4で[動画作成]を選び、1を
押す

5 [秒間コマ数]を選び、1を押す

6 3/4で[5fps]または[10fps]
を選び、[MENU/SET] ボタン
を押す

≥ 5 fps：5コマ / 秒
≥ 10 fps：10 コマ / 秒
（よりなめらかな動画になります）

7 4 で [ 動画作成 ] を選び、1
を押して、コマ撮りアニメを作
成する

≥ 動画作成をすると、ファイル番号が
表示されます。

≥ 作成終了後、[MENU/SET]ボタンを
3回押してメニューを終了します。

■ コマ撮りアニメ用静止画像をすべて
削除する

[コマ撮りアニメ]のメニューから[コマ
撮り画像全削除 ] を選択すると、確認画
面が表示されます。3 ボタンで [はい ]
を選び、[MENU/SET] ボタンを押して
ください。

≥ 縦位置検出機能、音声付き静止画、連写、
オートブラケットは使えません。

≥ 各コマの画像は通常のレビュー（P36）
では表示されません。

≥ [動画作成 ]を実行すると、コマ撮りアニ
メ用に撮影されたすべての画像が1つの
アニメになります。不要な画像は、削除
しておいてください。

≥ 音声は記録されません。
≥ アフレコ機能（P101）で音声を記録す
ることはできません。

≥ 他機では再生できない場合があります。
また、他機で再生したとき、ミュート機
能のない機種ではノイズが出る場合が
あります。

コマ撮りアニメ

画像撮影

動画作成

コマ撮り画像全削除

MENU

SET

終了 MENU選択

動画作成

5fps

動画作成

秒間コマ数

終了 MENU選択

動画作成

5fps

10fps
動画作成

秒間コマ数

決定 MENU

MENU

SET選択

5fps

動画作成

秒間コマ数

動画作成

終了 MENU選択

撮影メニュー
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を押して撮影メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P77）

モードダイヤル設定：

テレコンバージョンレンズ（別売：DMW-LT55）を使用するとより望遠に（1.7
倍）、ワイドコンバージョンレンズ（別売：DMW-LW55）を使用するとより広
角に（0.7 倍）に、クローズアップレンズ（別売：DMW-LC55）を使用すると
小さな被写体をよりアップに撮ることができます。

コンバージョンレンズまたはクローズアップレンズを装着する場合は、
レンズアダプター（別売：DMW-LA2）が必要です。

1 レンズキャップ、レンズフード、
フードアダプターを取り外す

2 レ ン ズ ア ダ プ タ ー（別 売：
DMW-LA2）を取り付ける

≥ コンバージョンレンズと MC プロテ
クター（別売：DMW-LMC52）やND
フィルター（別売：DMW-LND52）
を併用することはできません。必ず
取り外してからコンバージョンレン
ズを取り付けてください。

≥ ゆっくりていねいに回してください。

3 コンバージョンレンズまたはク
ローズアップレンズを取り付ける

≥ フードアダプター（付属）に、コンバー
ジョンレンズまたはクローズアップレ
ンズを取り付けることはできません。

コンバージョン　別売品レンズを使う

MENU

SET

レンズアダプター
（別売:ＤＭＷ-ＬＡ２）

ワイドコンバージョンレンズ
（別売：ＤＭＷ-ＬＷ５５）

クローズアップレンズ
（別売：ＤＭＷ-ＬＣ５５）

テレコンバージョンレンズ
（別売:ＤＭＷ-ＬＴ５５）

同様に取り付けることができます。

撮影メニュー
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4 本機の電源を [ON] にしてから
3/4で[コンバージョン]を選
び、1を押す

5 3/4で[ ]、[ ]または[ ]
に設定し、[MENU/SET] ボタ
ンを押す

≥ 設定終了後、シャッターボタンを半押し
または [MENU/SET] ボタンを押して、
メニューを終了します。

■ コンバージョンレンズ使用時の撮影
可能範囲

テレコンバージョンレンズ装着時

ワイドコンバージョンレンズ装着時

クローズアップレンズ装着時

≥ テレコンバージョンレンズ使用時ズー
ムは T端、ワイドコンバージョンレンズ
使用時ズームはW端に固定されます。

※デジタルズーム（P35）、EX 光学ズー
ム（P34）使用時の実際の倍率は、T端
での表示の 1.7 倍になります。

≥ クローズアップレンズ使用時、ズームは
全域使用することができます。

項目 撮影状況

OFF コンバージョンレンズを装
着しないとき
ワイドコンバージョンレン
ズを装着するとき
テレコンバージョンレンズ
を装着するとき
クローズアップレンズを装
着するとき

3/3撮影
OFF

OFF

終了 MENU

OFF

デジタルズーム

画質調整
カラーエフェクト

コマ撮りアニメ

選択
コンバージョン

C

選択 決定 MENU

コンバージョン

C

OFF

MENU

SET

C

W端 T端
通常 ー 5.4 ｍ ～∞
マクロ ー 5.4 ｍ ～∞

W端 T端
通常 15 cｍ～∞ ー
マクロ 15 cｍ～∞ ー

W端 T端

通常
20 cｍ～
50 cｍ

40 cｍ～
50 cｍ

マクロ
5 cｍ～
50 cｍ

40 cｍ～
50 cｍ

テレマクロ ー 33 cｍ～
50 cｍ

表示 実際の倍率
テ レ コ ン
バージョン
レンズ

12× 20.4 ×※

ワイドコン
バージョン
レンズ

１× 0.7 ×

撮影メニュー
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≥ ワイドコンバージョンレンズ設定時は、
デジタルズームは使用できません。

≥ レンズ表面に汚れ（水、油、指紋など）
が付いた場合、画像に影響をおよぼすこ
とがあります。撮影前後は、レンズの表
面を乾いた柔らかい布で軽くふき取っ
てください。

≥ コンバージョンレンズを使用しないと
きは、[ コンバージョン ] を必ず [OFF]
に設定してください。

≥ コンバージョンレンズ使用時は
・フラッシュは使用できません。
・[ コンバージョン ] を [OFF] に設定し
てコンバージョンレンズを使用する
と、本来の性能が発揮されません。

≥ テレコンバージョンレンズ使用時は
・三脚の使用をおすすめします。
・手ブレ補正が効きにくくなることがあ
ります。

・手ブレの影響により、ピントが合って
いないのにフォーカス表示が点灯する
ことがあります。

・ピントが合うまでの時間が通常よりも
長くなることがあります。

≥ [コンバージョン ] を [ ]、[ ] または
[ ] に設定しているときは、AF 補助
光は使えません。（P86）

≥ 詳しくは、コンバージョンレンズの説明
書をお読みください。

■ レンズ装着組み合わせ図

C

DMC-FZ7

レンズアダプター
DMW-LA2

MCプロテクター
DMW-LMC55

クローズアップ
レンズ
DMW-LC55

NDフィルター
DMW-LND55

テレコンバージョン
レンズ
DMW-LT55

ワイドコンバージョン
レンズ
DMW-LW55

MCプロテクター
DMW-LMC52

NDフィルター
DMW-LND52

レンズフード
（付属）

フードアダプター
（付属）

撮影メニュー
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モードダイヤルを に合わせてください。

撮影した画像の回転表示やプロテクト設定など、いろいろな再生機能を使うこと
ができます。
≥ 各項目については 94 ～ 105 ページをお読みください。

1 [MENU/SET] ボタンを押す
2 3/4でメニュー項目を選ぶ

3 1を押す

≥ 上図の操作でメニュー項目を選んだあ
とは、それぞれのページを読んで設定を
行ってください。

■ メニュー画面の項目について
≥ メニュー画面は1/3～3/3画面まであ
ります。

≥ ズームレバーを回すと、簡単にメニュー
画面を切り換えることができます。

再生メニューを使う

終了 MENU

1/3再生

選択

画像回転

お気に入り
スライドショー

ON

OFF

回転表示

ここで4を押すと 
次の画面に切り換わります。

2/3再生

リサイズ
トリミング

アフレコ

アスペクト変換
選択

２/３画面

終了 MENU

DPOFプリント

プロテクト

2/3再生

選択 決定 MENU

リサイズ
トリミング
アスペクト変換

アフレコ
１枚設定
複数設定
全解除

プロテクト

終了 MENU

1/3再生

選択

回転表示
画像回転
DPOFプリント

お気に入り
ON

OFF

スライドショー

１/３画面

３/３画面
2/3再生

リサイズ
トリミング
アスペクト変換

アフレコ

２/３画面

プロテクト
3/3再生

終了 MENU選択

フォーマット

選択

撮
影
・
再
生 

メ
ニ
ュ
ー

再生メニュー

つづく
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を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

テレビに接続して画像を見るときにおすすめの再生方法です。「お気に入り」設定
（P95）しておけば不要な画像をとばして見ることができます。

≥ [お気に入り]を [ON]に設定していると
きは 1 から、[OFF] に設定していると
きは２から操作をしてください。

1 3/4で [全画像]または [ ] を
選び、[MENU/SET]ボタンを押す

全画像：すべての画像を表示します。
： お気に入り設定した画像

（P95）のみ表示します。

≥ [お気に入り]を[ON]に設定していて
も、[ ] の付いた画像が 1枚もない
場合は、[ ] を選択できません。

2 3で [開始] を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す
（[全画像] 選択時の画面）

≥ スライドショー中、またはスライド
ショー一時停止中、[MANUAL] スラ
イドショー中に表示されるカーソル
は、3/4/2/1に対応しています。

≥ スライドショー中に3を押すと、一
時停止します。もう一度3を押すと
一時停止が解除されます。

≥ 一時停止中に2/1を押すと前後の
画像を表示できます。

3 4を押してスライドショーを
終了する

■ 再生間隔と音声の設定について
２の画面で［再生間隔］または［音声］
を選んで設定してください。

再生間隔： 1、2、3、5秒、MANUAL
マ ニ ュ ア ル

（手動再生）の中から設定
できます。

音声： [ON] に設定すると、音声付き
静止画の音声が再生されます。

≥ [MANUAL]は、１で[ ]を選んだとき
のみ選択できます。

≥ [MANUAL]を選んだ場合は、2/1を押
して前後の画像を表示してください。

≥ [音声]を [ON]にして音声付き静止画を
再生するときは、音声再生終了後、次の
画像が表示されます。

≥ スライドショーでは、以下の機能が使えません。
・パワーセーブ（ただし、スライドショー
一時停止中または [MANUAL] スライ
ドショー中は１０分固定でパワーセー
ブが働きます）
・動画再生

スライドショー　画像を一定間隔で順番に再生する

MENU

SET

MENU

SET

1/3再生

画像回転
DPOFプリント

お気に入り
ON

OFF

選択 決定 MENU

回転表示

スライドショー 全画像

戻る 選択 決定 MENU

１秒
OFF

MENU

SET

音声
再生間隔

OFF

１秒
開始
全画像スライドショー

スライドショー中 スライドショー 
一時停止中

[ＭＡＮＵＡＬ] 
スライドショー中

再生メニュー
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を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

画像にマークを付け、お気に入り画像として設定しておくと、以下のことができ
ます。
≥ お気に入りに設定した画像以外を削除する。（[ 以外全削除]）（P38）
≥ お気に入りに設定した画像のみスライドショーする。（P94）

1 4で [ON] を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

≥ [OFF] に設定するとお気に入り設定
できません。また、すでにお気に入
り設定をしている場合も、お気に入
り表示 [ ] は表示されません。

≥ [ ]の付いた画像が1枚もない場合
は、[全解除] を選択できません。

2 [MENU/SET]ボタンを押してメ
ニューを終了する

3 2/1で画像を選び、3で設定する

≥ この手順を繰り返します。
≥ お気に入り表示 [ ] が表示されて
いるときに3を押すと、[ ] が消
え、お気に入り設定が解除されます。

≥ お気に入り設定は 999 枚まで設定
できます。

■ お気に入り設定を全解除する
1 1の画面で[全解除]を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

2 3で [はい] を選び、[MENU/SET]
ボタンを押す

3 [MENU/SET]ボタンを押してメニュー
を終了する

≥ お店にプリントを依頼するときに、
[ 以外全削除]（P38）の機能を利用
すると、プリントに出したい画像だけを
カードに残しておけるので便利です。

≥ CD-ROM（付属）のソフトウェア
「LUMIX Simple Viewer」または
「PHOTOfunSTUDIO-viewer-」を使っ
て、お気に入りの画像の設定や確認、解
除をすることができます。（詳しくは、別
冊の「パソコン接続編取扱説明書」をお
読みください）

≥ 他機で撮影された画像では、お気に入り
設定ができない場合があります。

お気に入り　お気に入りの画像を設定する

MENU

SET

MENU

SET

1/3再生

画像回転
DPOFプリント

ON

OFF

選択 決定 MENU

回転表示

スライドショー
お気に入り

ON

OFF

全解除

お気に入り表示

2006.12. 1  10:00

1/19

お気に入り設定表示

100-0001

再生メニュー

つづく

撮
影
・
再
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を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

本機を縦に構えて撮影した画像を自動で縦向きに表示させたり、画像を手動で
90°ごとに回転させることができます。

■ 回転表示
（画像を自動で回転して表示する）

1 4で [ON] を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

≥ [OFF] に設定すると画像は回転され
ずに表示されます。

≥ 画像を再生する方法については 37
ページをお読みください。

2 [MENU/SET]ボタンを押してメ
ニューを終了する

■ 画像回転（画像を手動で回転させる）

1 2/1で画像を選び、4を押す

≥ [回転表示] が [OFF] になっている
と、画像回転できません。

≥ 動画、プロテクトされた画像は回転
できません。

2 3/4で回転方向を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

：時計回りに90°回転します。
：反時計回りに90°回転します。

3 [MENU/SET] ボタンを 2 回押
してメニューを終了する

■ 画像回転の例
［時計回り（ ）の場合

回転表示 / 画像回転　画像を回転して表示する

MENU

SET

MENU

SET

1/3再生

画像回転
DPOFプリント

お気に入り
スライドショー

ON

OFF

選択 決定 MENU

回転表示
ON

OFF

画像回転

終了選択 決定 MENU

100-0001
1/19

画像回転

戻る 選択 決定 MENU

MENU

SET

（元画像）
０° ９０° １８０° ２７０°

再生メニュー
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≥ [回転表示]を[ON]にしていると、本機を
縦に構えて撮影したときに縦向き（回転
されて）に表示されます。

≥ 本機を上に向けたり、下に向けたりして
撮影すると、画像を縦向きに表示できな
い場合があります。（P28）

≥ AV ケーブル（付属）を使用して本機を
テレビに接続し、画像を縦にして再生す
ると、多少ぼやけることがあります。

≥ パソコンで再生するとき、Exif に対応し
た OS またはソフトウェアでないと、回
転して表示されないことがあります。
[Exif とは、（社）電子情報技術産業協会
（JEITA）にて制定された、撮影情報など
の付帯情報を追加することができる静止
画像用のファイルフォーマットです]

≥ 回転された画像をマルチ再生で再生し
た場合は、回転表示はされません。

≥ 他機で撮影された画像は回転できない
場合があります。

つづく

再生メニュー
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影
・
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を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

DPOF プリントに対応したお店やプリンターでプリントするときに、画像、枚数
や日付プリントを指定することができます。詳しくは、お店にお尋ねください。

3/4で[1枚設定]、[複数設定]ま
たは [全解除]を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

≥ DPOF プリント設定された画像が 1
枚もない場合は、[ 全解除] を選択で
きません。

■ [1 枚設定 ] 選択時

1 2/1で画像を選び、3/4でプ
リント枚数を設定する

≥ プリント枚数は0～999枚まで設定
できます。このとき、プリント枚数
を 0にすると、DPOF プリント設定
が解除されます。

2 [MENU/SET] ボタンを 2 回押
してメニューを終了する

■ [複数設定 ]選択時

1 2/1で画像を選び、3/4でプ
リント枚数を設定する

≥ この手順を繰り返します。（一括設定
することはできません）

≥ プリント枚数は0～999枚まで設定
できます。このとき、プリント枚数
を 0にすると、DPOF プリント設定
が解除されます。

2 [MENU/SET] ボタンを 2 回押
してメニューを終了する

DPOF
デ ィ ー ポ フ

プリント　プリントしたい画像と枚数を設定する

MENU

SET

MENU

SET

1/3再生

画像回転

選択 決定 MENU

回転表示

スライドショー
お気に入り

ON

OFF

DPOFプリント
１枚設定
複数設定
全解除

1

DISPLAYプリント 日付

プリント枚数
設定表示

　1

終了選択 MENU

１枚設定
100-0001

1/19

7 8 9

10 11

1

12

プリント枚数
設定表示

DISPLAYプリント 日付　1

終了選択 MENU

複数設定

再生メニュー
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■ [全解除 ] 選択時

1 3で [はい] を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

2 [MENU/SET]ボタンを押してメ
ニューを終了する

■ 日付をプリントする
プリント枚数設定時、[DISPLAY] ボタ
ンを押すごとに日付プリントを設定 /
解除できます。

≥ お店にデジタルプリントを依頼すると
きは、日付プリントすることを別途指定
してください。

≥ 日付プリントを設定しても、お店やプリ
ンターによっては日付プリントできな
い場合があります。詳しくは、お店に尋
ねるか、プリンターの説明書をお読みく
ださい。

≥ DPOFとはDigital Print Order Format
の略です。DPOF対応のシステムで活用
できるようにプリント情報を書き込むこ
とができるようにしたものです。

≥ DPOFプリント設定すると、PictBridge
対応のプリンターで出力するときにも
便利です。日付プリントの設定は、プリ
ンター側の設定が優先される場合があ
りますので、プリンター側の日付プリン
ト設定も確認してください。（P109）

≥ 本機でDPOFプリント設定するときは、
他機で設定された DPOF 情報をすべて
解除する必要があります。

≥ DCF 規格に準拠していないファイルは
DPOF プリント設定できません。
[DCF とは Design rule for Camera
File system の略で、（社）電子情報技
術産業協会（JEITA）のファイルシステ
ム規格に準拠した記録方式です]

全てのDPOFプリント
設定を解除しますか？

いいえ

決定選択

全解除

MENU

MENU

SET

はい選択時
オレンジ色
で表示

1

DISPLAYプリント枚数 日付　1

終了選択 MENU

１枚設定

DATE

日付プリント
設定表示

100-0001
1/19

つづく

再生メニュー
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を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

画像を誤って削除することがないように、削除したくない画像にプロテクトを設
定することができます。

3/4で[1枚設定]、[複数設定]ま
たは [全解除]を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

■ [1 枚設定 ] 選択時

1 2/1で画像を選び、4で設定 /
解除する

設定：プロテクト表示が出ます。
解除：プロテクト表示が消えます。

2 [MENU/SET] ボタンを 2 回押
してメニューを終了する

■ [複数設定 ]選択時

1 2/1で画像を選び、4で設定 /
解除する

設定：プロテクト表示が出ます。
解除：プロテクト表示が消えます。

≥ この手順を繰り返します。

2 [MENU/SET] ボタンを 2 回押
してメニューを終了する

■ [全解除 ] 選択時

1 3で [はい] を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

≥ 全解除中に[MENU/SET]ボタンを押
すと途中で全解除が中止されます。

2 [MENU/SET]ボタンを押してメ
ニューを終了する

プロテクト　画像の誤消去を防止する

MENU

SET

MENU

SET

2/3再生

選択 決定 MENU

リサイズ
トリミング

アフレコ

アスペクト変換

１枚設定
複数設定
全解除

プロテクト

プロテクト表示

１枚設定

選択
設定/解除 終了 MENU

100-0001
1/19

7 8 9

10 11 12

プロテクト表示

選択
設定/解除 終了

複数設定

MENU

全てのプロテクトを 
解除しますか？

全解除

選択

MENU

SET決定 MENU

いいえ
はい選択時

オレンジ色
で表示

再生メニュー
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を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

≥ プロテクト設定は本機以外では無効に
なる場合がありますので、お気をつけく
ださい。

≥ プロテクトされた画像は削除できませ
ん。ファイルを削除したいときは、プロ
テクト設定を解除してください。

≥ 画像をプロテクトしても、フォーマット
した場合は削除されます。（P105）

≥ プロテクト設定をしていなくても、SD
メモリーカードの書き込み禁止スイッ
チを「LOCK」側にしておくと、画像の
削除はできません。

≥ 画像をプロテクトすると以下の機能が
使えません。
・画像回転
・アフレコ

撮影した画像に、あとから音声を入れ
ることができます。

12/1 で画像を選び、4 を押し
て録音を開始する

≥ すでに音声が入っている場合、「音声
データを上書きしますか？」と表示され
ます。3で[はい]を選び、[MENU/SET]
ボタンを押して録音を開始してくださ
い。（元の音声はなくなります）

≥ 動画、プロテクトされた画像または
クオリティが[TIFF]で撮影された画
像にはアフレコはできません。

24を押して録音を終了する

≥ 4を押さなくても、約10秒間録音す
ると、自動的に終了します。

3 [MENU/SET] ボタンを 2 回押
してメニューを終了する

≥ 他機で撮影された画像にはアフレコは
できない場合があります。

MENU

SET

書き込み禁止
スイッチ

2

アフレコ　
撮影したあとに音声を入れる

アフレコ

開始
選択

終了 MENU

100-0001
1/19

アフレコ

記録終了

100-0001
1/19

再生メニュー

つづく
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を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

Eメール添付やホームページ用に、撮影した画像の容量を小さくすることができます。

1 2/1で画像を選び、4を押す

≥ 以下の画像はリサイズできません。
・アスペクト設定が[ ]の画像のとき
記録画素数が [ ]（0.3M EZ）
で撮影された画像

・アスペクト設定が[ ]の画像のとき
記録画素数が [ ]（2.5M EZ）
で撮影された画像

・アスペクト設定が[ ]の画像のとき
記録画素数が [ ]（2M EZ）で
撮影された画像
・クオリティが [TIFF] で撮影された
画像

・動画
・コマ撮りアニメ
・音声付き静止画

2 2/1でサイズを選び、4を押す

≥ 撮影した画像のサイズよりも、小さ
なサイズが表示されます。
・アスペクト設定が [ ] の画像のとき
[ ]/[ ]/[ ]/[ ]/[ ]

・アスペクト設定が[ ]の画像のとき
[ ]

・アスペクト設定が[ ]の画像のとき
[ ]

3 3/4で [はい]または [いいえ]を
選び、[MENU/SET] ボタンを押す

≥ [はい] を選ぶと画像が上書きされま
す。リサイズされた画像が上書きされ
ると、元に戻すことができません。

≥ [いいえ] を選ぶとリサイズされた画
像が新しく作成されます。

≥ 元の画像がプロテクトされている場
合は上書きできません。[いいえ] を
選んでリサイズされた画像を新しく
作成してください。

4 [MENU/SET] ボタンを 2 回押
してメニューを終了する

≥ 他機で撮影された画像はリサイズでき
ない場合があります。

リサイズ　画素数を小さくする

MENU

SET

決定

リサイズ

選択
終了 MENU

100-0001
1/19

リサイズ

リサイズ

選択
終了 MENU

100-0001
1/19

元の画像を削除しますか？

リサイズ

戻る 選択 決定 MENU

MENU

SET

いいえ
はい選択時

オレンジ色
で表示

再生メニュー
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を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

撮影した画像の必要な部分を拡大して切り抜くことができます。

1 2/1で画像を選び、4を押す

≥ 以下の画像はトリミングできません。
・クオリティが [TIFF] で撮影された
画像

・動画
・コマ撮りアニメ
・音声付き静止画

2 ズームレバーと 3/4/2/1 で
切り抜く部分を選ぶ

3 シャッターボタンを押す
≥「元の画像を削除しますか？」とメッ
セージが表示されます。

4 3/4で [はい] または [いいえ] を
選び、[MENU/SET] ボタンを押す

≥ [はい] を選ぶと画像が上書きされま
す。トリミングされた画像が上書きさ
れると、元に戻すことができません。

≥ [いいえ] を選ぶとトリミングされた
画像が新しく作成されます。

≥ 元の画像がプロテクトされている場
合は上書きできません。[いいえ] を
選んでトリミングされた画像を新し
く作成してください。

5 [MENU/SET] ボタンを 2 回押
してメニューを終了する

≥ トリミングを行うと、切り取るサイズに
よっては元の画像より記録画素数が小
さくなる場合があります。

≥ トリミングを行うと画質が劣化します。
≥ 他機で撮影された画像はトリミングで
きない場合があります。

MENU

SET

トリミング　画像を拡大して切り抜く

決定

トリミング

選択
終了 MENU

100-0001
1/19

TW

拡大

位置を移動

縮小

元の画像を削除しますか？

トリミング

戻る 選択 決定 MENU

MENU

SET

いいえ
はい選択時

オレンジ色
で表示

再生メニュー

撮
影
・
再
生 

メ
ニ
ュ
ー

つづく

DMC-FZ7.book  103 ページ  ２００５年１２月２２日　木曜日　午後１時１７分



104

を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

[ ] で撮影した画像を、プリント用に [ ] または [ ] に変換することが
できます。

1 3/4 で [ ] または [ ] を
選び、[MENU/SET] ボタンを押す

≥ [ ] で撮影された画像のみアス
ペクト変換できます。

2 2/1で画像を選び、4を押す

≥ [ ] 以外の画像を選んで決定す
ると、「この画像には設定できませ
ん」とメッセージが表示されます。

3 2/1で左右の位置を決定し、シャッ
ターボタンで決定する

≥ 縦に回転されている画像は 3/4 で
枠移動を行い決定します。

4 3/4 で [ はい ] または [ いい
え ] を選び、[MENU/SET] ボ
タンを押す

≥ 元の画像がプロテクトされている場
合は上書きできません。

5 [MENU/SET] ボタンを 2 回押
してメニューを終了する

≥ アスペクト変換を行うと、変換後の画素数が元の画像より大きくなる場合があります。
≥ 音声付き静止画、動画、[TIFF] で撮影した画像にはアスペクト変換できません。
≥ DCF規格に準拠してないファイルはアスペクト変換できません。
［DCF とは Design rule for Camera File system の略で、（社）電子情報技術産業
協会（JEITA）のファイルシステム規格に準拠した記録方式です］

≥ 他機で撮影された画像はアスペクト変換できない場合があります。

MENU

SET

アスペクト変換　16：9の画像の横縦比を変える

2/3再生

選択 決定 MENU

リサイズ
トリミング

アフレコ
プロテクト

MENU

SET
アスペクト変換

アスペクト
変換 100_0001

1/19

選択 終了決定 MENU

終了
枠移動：

MENU決定：シャッター

MENU

SET

元の画像を削除しますか？

いいえ
はい選択時

オレンジ色
で表示

戻る 選択 決定 MENU

アスペクト変換

再生メニュー
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を押して再生メニューを表示し、設定する項目を選んでください。（P93）

通常、カードはフォーマットする必要はありません。「メモリーカードエラー ・
フォーマットしますか？」とメッセージが表示された場合などにフォーマットし
てください。

3で [はい]を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す ≥ プロテクトされた画像も含めてすべて

のデータは一度フォーマットすると元
に戻すことができません。よく確認して
からフォーマットしてください。

≥ パソコンやその他の機器でフォーマッ
トされた場合、もう一度本機でフォー
マットしてください。

≥ フォーマットするときは、十分に充電さ
れたバッテリー（P13）または ACアダ
プター（別売：DMW-AC7）を使用し
てください。

≥ フォーマット中は電源を[OFF]にしない
でください。

≥ SDメモリーカードの書き込み禁止スイッ
チを「LOCK」側にしているときは、フォー
マットできません。

≥ フォーマットできないときはお買い上
げの販売店へご連絡ください。

フォーマット　カードを初期化する

MENU

SET

いいえ
はい選択時

オレンジ色
で表示

フォーマット

選択

MENU

SET決定 MENU

メモリーカード上の全てのデータが
削除されます
フォーマットしますか？

再生メニュー

撮
影
・
再
生 

メ
ニ
ュ
ー
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モードダイヤル設定：
本機をパソコンと接続すると、画像を取り込むことができます。
また、CD-ROM（付属）のソフトウェア「LUMIX Simple Viewer」または
「PHOTOfunSTUDIO-viewer-」（WindowsR用）を使うと、パソコンに画像を
取り込んで印刷したり、メールで送ることが簡単にできます。
Windows 98/98SEをご使用の方のみ、USBドライバーのインストールを行っ
てから接続してください。
CD-ROM( 付属）のソフトウェアやインストールなど詳しくは、別冊の「パソコ
ン接続編取扱説明書」を参照してください。

≥ 十分に充電されたバッテリー（P13）ま
たはACアダプター（別売：DMW-AC7）
を使用してください。

≥ 本機の電源を [OFF] にしてから、ACア
ダプター（別売：DMW-AC7）のケー
ブルを抜き差ししてください。

1 本機とパソコンの電源を入れる

2 USB接続ケーブル（付属）で、本
機とパソコンを接続する
≥ USB接続ケーブルの[ ]マークが
端子部の[1]マークに合うように接
続してください。

≥ USB接続ケーブルは、A部を持って
まっすぐ抜き差ししてください。（斜
めや裏向きにして無理に挿入する
と、端子が変形して本機や接続する
機器の故障の原因になります）

3 3で [PC] を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

≥ セットアップメニューで [USBモー
ド ] を [PC] に設定しておくと、接続
のたびに設定する必要はありませ
ん。（P24）

≥ [USBモード]を[PictBridge（PTP）]にし
て接続した場合、パソコンの画面にメッ
セージが表示される場合があります。
[キャンセル]（中止）を選んで画面
を閉じ、パソコンとの接続を外して
ください。[USB モード] を [PC] に
設定し直してください。

パソコンと接続する

ＵＳＢ接続ケーブル(付属）
ＡＣアダプター(別売：ＤＭＷ-ＡＣ７）

端子の向きを確認
してまっすぐ挿入

DC IN 8.4V

DIGITAL/
AV OUT

データ転送中に
表示されます

MENU

SET

USB モード

PictBridge(PTP)

選択

USBモードを 
選択してください

決定 MENU

PC

パソコン
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Windows の場合
[ マイ コンピュータ ] フォルダーにドラ
イブが表示されます。
≥ はじめて接続したときは、Windows の
プラグアンドプレイにより、本機を認識
するために必要なドライバーが自動的
にインストールされ、そのあと [ マイ コ
ンピュータ ]フォルダーにドライブが表
示されます。

Macintosh の場合
画面上にドライブが表示されます。
≥ 画面上に[NO_NAME]または[名称未設
定] と表示されます。

■ フォルダー構造について
フォルダーは下図のように表示されます。

1 フォルダー番号
2 ファイル番号
3 JPG：画像
MOV：動画

各フォルダーの内容は以下のとおりです。

≥ 本機で記録した場合は、1つのフォルダー
につき最大999枚の画像データが入りま
す。それを超えると次のフォルダーが作
成されます。

≥ ファイル番号やフォルダー番号をリ
セットする場合は、セットアップメ
ニューの [番号リセット] を行ってくだ
さい。（P24）

・ＳＤメモリー 
　カード

・マルチメディア 
　カード

１００_ＰＡＮＡ

１０１_ＰＡＮＡ

９９９_ＰＡＮＡ
ＭＩＳＣ
ＰＲＩＶＡＴＥ１

ＤＣＩＭ

Ｐ１０００００１.ＪＰＧ

Ｐ１０００００２.ＪＰＧ

Ｐ１０００９９９.ＪＰＧ

１００_ＰＡＮＡ

DCIM 100_PANA ～
999_PANA

100_PANA～
999_PANA

画像 / 動画

MISC DPOF設定が記録された
ファイル

PRIVATE1 コマ撮りアニメの画像

パソコン

他
の
機
器 

と
の
接
続

つづく
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■ フォルダー番号が変更される条件に
ついて

下記の条件で撮影を行った場合、画像
ファイルは直前に記録されたフォル
ダーとは異なる、新しい番号のフォル
ダーの中に記録されます。

1直前に記録されたフォルダーの中に
ファイル番号 999 の画像ファイル（例：
P1000999.JPG）がある場合。

2直前に記録されたカードの中に、例えば
フォルダー番号 100 のフォルダー
（100_PANA）があるときに、そのカー
ドを抜いて新たに他社のカメラで撮影
した、フォルダー番号 100 の フォル
ダー（100XXXXX、XXXXXはメーカー
名など）があるカードを挿入して撮影し
た場合。

3セットアップメニューから [番号リセッ
ト]（P24）を選び、実行したあとに撮影
した場合。（直前に記録されたフォル
ダーの続きの番号の新しいフォルダー
に記録されます。フォーマット直後な
ど、カードの中にフォルダーや画像がな
い状態で [番号リセット]を実行すると、
フォルダー番号を 100 に戻すこともで
きます）

■ PictBridge（PTP）設定について
Windows XP Home Edition/Professional、
Mac OS Xのみ [USBモード]を [PictBridge
(PTP)] にしても接続できます。
≥ 本機からは、画像の読み出しのみ行うこ
とができます。カードへの書き込みや、
削除はできません。

≥ カードの中に 1000 枚以上画像がある
と、取り込めない場合があります。

≥ 付属のUSB接続ケーブル以外は使わな
いでください。

≥「通信中」と表示されている間は、USB
接続ケーブルを抜かないでください。

≥ 通信中にバッテリー残量がなくなると、
データが破壊される恐れがあります。接続
するときは十分に残量のあるバッテリー
（P13）または AC アダプター（別売：
DMW-AC7）を使用してください。

≥ 通信中にバッテリー残量が少なくなっ
た場合は、動作表示ランプが点滅し警告
音が鳴りますので、すぐにパソコン側で
通信を中止してください。

≥ Windows 2000を使用してUSB接続
した場合には、接続したままでカードの
交換を行わないでください。カード内の
情報を破壊する恐れがあります。カード
の交換をするときは、USB 接続ケーブ
ルを外してから行ってください。

≥ パソコンで回転された画像や編集された
画像は、再生モード時（P37）、マルチ
再生時（P73）、カレンダー再生時（P74）
に黒く表示されることがあります。

≥ 詳しくは、別冊の「パソコン接続編取扱
説明書」をお読みください。

≥ パソコンの説明書もお読みください。

パソコン
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モードダイヤル設定：
USB 接続ケーブル（付属）を使って本機を PictBridge に対応したプリンター
に直接接続し、本機の液晶モニター上でプリントする画像を選択したり、プリン
ト開始を指示することができます。
あらかじめプリンター側で印字品質などのプリントの設定をしてください。（プリ
ンターの説明書をお読みください）

■ 接続する

≥ プリントに時間がかかる場合がありま
すので、接続するときは十分に充電され
たバッテリー（P13）または ACアダプ
ター（別売：DMW-AC7）を使用して
ください。

≥ 本機の電源を [OFF] にしてから、ACア
ダプター（別売：DMW-AC7）のケー
ブルを抜き差ししてください。

1 本機とプリンターの電源を入れる
2 USB接続ケーブル（付属）で、本
機とプリンターを接続する
≥ USB接続ケーブルの[ ]マークが
端子部の[1]マークに合うように接
続してください。

≥ USB接続ケーブルは、A部を持って
まっすぐ抜き差ししてください。

34で [PictBridge (PTP)] を選
び、[MENU/SET] ボタンを押す

≥ セットアップメニューで [USBモー
ド ] を [PictBridge (PTP)] に設定
しておくと、接続のたびに設定する
必要はありません。（P24）

≥ 付属のUSB 接続ケーブル以外は使わな
いでください。

プリントする

PictBridge
ピ ク ト ブ リ ッ ジ

対応プリンターに接続してプリントする

ＵＳＢ接続ケーブル(付属）
ＡＣアダプター(別売：ＤＭＷ-ＡＣ７）

端子の向きを確認
してまっすぐ挿入

DC IN 8.4V

DIGITAL/
AV OUT

MENU

SET

USB モード

PictBridge(PTP)

選択

USBモードを 
選択してください

決定 MENU

PC

他
の
機
器 

と
の
接
続

プリンター

つづく
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≥ シーンモードの赤ちゃんモード（P66）
の月齢/年齢やトラベル日付（P69）の
経過日数をプリントしたい場合は、
CD-ROM（付属）のソフトウェア
「LUMIX Simple Viewer」または
「PHOTOfunSTUDIO-viewer-」を使っ
てパソコンからプリントしてください。
詳しくは、別冊の「パソコン接続編取扱
説明書」をお読みください。

■ 選択画像

1 3で[選択画像]を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

2 2/1で画像を選び、4を押す

≥ メッセージは約 2秒後に消えます。

3 3で [プリント開始]を選び、
[MENU/SET] ボタンを押す

≥ 途中でプリントを中止したい場合は
[MENU/SET] ボタンを押してくだ
さい。

4 プリント終了後、USB 接続ケー
ブルを抜く

■ 日付プリント、プリント枚数、用紙サ
イズ、レイアウトの設定について

３の画面でそれぞれの項目を選んで設
定してください。
≥ プリンターが対応していない項目はグ
レーで表示され、選択することができま
せん。

≥ 本機が対応していない用紙サイズやレ
イアウト設定でプリントしたい場合は、
本機の用紙サイズ、レイアウト設定を
[ ] にして、プリンター側で設定して
ください。（詳しくはプリンターの説明
書をお読みください）

日付プリント

≥ プリンターが日付プリントに対応して
いない場合は、日付をプリントすること
ができません。

MENU

SET

PictBridge

決定選択

DPOF
選択画像

MENU

プリントする画像を
選んでください

PictBridge

選択
終了 MENUプリント

1/19
100-0001

プリンターの設定が優先されます。

OFF 日付プリントされません。
ON 日付プリントされます。

MENU

SET戻る 選択 決定 MENU

１秒
OFF

プリント開始
日付プリント
プリント枚数
用紙サイズ
レイアウト

選択画像

1

プリンター
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プリント枚数
プリントする枚数を設定してください。

用紙サイズ
（本機で設定可能な用紙サイズ）
1/2 と 2/2 に分かれて表示されます。
4を押して選択してください。
 

※プリンターが対応していない場合は、こ
れらの項目は表示されません。

レイアウト
（本機で設定可能なレイアウト）

≥ プリンターが対応していない場合は、選
択できない項目があります。

■ DPOF
≥ あらかじめ本機で DPOF プリントの設
定をしておく。（P98）

14で [DPOF] を選び、[MENU/
SET] ボタンを押す

23で [プリント開始] を選び、
[MENU/SET] ボタンを押す

≥ DPOFプリントの設定をしていない
場合は、[ プリント開始 ] を選択でき
ません。[DPOF設定]を選び、DPOF
プリントの設定をしてください。
（P98）
≥ 途中でプリントを中止したい場合は
[MENU/SET]ボタンを押してください。

3 プリント終了後、USB 接続ケー
ブルを抜く

1/2
プリンターの設定が優先
されます。

L/3.5qk5q   89 mmk127 mm
2L/5qk7q 127 mmk178 mm
はがき 100 mmk148 mm
A4 210 mmk297 mm

2/2※

カード 54 mmk85.6 mm
10k15cm 100 mmk150 mm
4qk6q 101.6 mmk152.4 mm
8qk10q 203.2 mmk254 mm
レター 216 mmk279.4 mm

プリンターの設定が優先されます。

1面ふちなし印刷

1面ふちあり印刷

2面印刷

4面印刷

MENU

SET

PictBridge

決定選択

DPOF
選択画像

MENU

戻る 選択 決定 MENU

１秒
OFF

MENU

SET

プリント開始
用紙サイズ
レイアウト
DPOF設定

DPOF

プリンター

他
の
機
器 

と
の
接
続

つづく
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■ レイアウト印刷について
≥ １枚の用紙に同じ画像を印刷する場合
例えば、１枚の用紙に同じ画像を４枚印
刷する場合、[レイアウト] を 4 面印刷
[ ] に設定し、印刷したい画像の [プ
リント枚数]を４枚に設定してください。

≥ １枚の用紙に異なる画像を印刷する場
合（DPOF プリントのみ）
例えば、１枚の用紙に異なる画像を 4 枚印
刷する場合、[レイアウト]を4面印刷[ ]
に設定し、DPOF プリント設定（P98）で
４つの画像の[プリント枚数]を 1枚に設定
してそれぞれ選択してください。

≥ ケーブル切断禁止アイコン[ ]が表示
されているときは、USB 接続ケーブル
を抜かないでください。（プリンターに
よって表示されない場合があります）

≥ 接続中にバッテリー残量が少なくなった
場合は、動作表示ランプが点滅し警告音が
鳴ります。プリント中の場合は、[MENU/
SET] ボタンを押して、すぐにプリントを
中止してください。プリント中以外のとき
は、USB接続ケーブルを抜いてください。

≥ プリント中にオレンジ色の[●]のアイコ
ンが表示されているときは、プリンター
からエラーメッセージを受け取ってい
ます。プリント終了後にプリンターに異
常がないか確認してください。

≥ DPOF プリントでは、プリント枚数の合計
やプリント設定された画像が多い場合、複
数回に分けてプリントされることがあり
ます。このとき、残り枚数の表示が設定枚
数と異なりますが、故障ではありません。

≥ 日付プリントの設定は、プリンター側の
設定が優先される場合がありますので、
プリンター側の日付プリント設定も確
認してください。

≥ プリンターが TIFF プリントに対応して
いない場合は、TIFF に関連した JPEG
画像がプリントされます。

≥ TIFF に関連した JPEG画像がないとき
は、印刷できない場合があります。

日付プリントについて

ＣＤ-ＲＯＭ（付属）のソフトウェア
「ＬＵＭＩＸＳｉｍｐｌｅＶｉｅｗｅｒ」また
は「ＰＨＯＴＯｆｕｎＳＴＵＤＩＯ-Ｖｉｅｗｅｒ-」
をお使いの場合は、印刷設定で日付
入りに設定すると日付プリントがで
きます。詳しくは、別冊の「パソコ
ン接続編取扱説明書」をお読みくだ
さい。

1

DISPLAYプリント枚数 日付　1

終了選択 MENU

１枚設定

DATE

日付プリント
設定表示

100-0001
1/19

お店に依頼する場合

自宅でプリントする場合

日付プリントを設定する

日付プリントに対応しているプリンター
に本機を接続して、プリントするだけ
で日付プリントができます。(Ｐ１０９)

※日付プリントを設定しても、お店や
プリンターによっては日付プリント
できない場合があります。詳しくは、
お店に尋ねるか、プリンターの説明
書をお読みください。

ＤＰＯＦプリント設定のプリント枚数
設定時に[ＤＩＳＰＬＡＹ]ボタンを押す
と、押すごとに日付プリントを設定/
解除できます。(Ｐ９９)

設定さえしておけば、カードを取り出
して、お店に日付入りで依頼するだけ
です。

プリンター
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モードダイヤルを に合わせてください。

■ AVケーブル（付属）を使って見る
≥ TV アスペクトを設定する（P25）
≥ 電源を[OFF]にし、テレビの電源も切っておく。

1 本機の[AV OUT]端子にAVケー
ブルを確実に接続する
≥ AV ケーブルの [ ] マークが端子
部の[1]マークに合うように接続し
てください。

≥ AVケーブルは、A部を持ってまっす
ぐ抜き差ししてください。

2 テレビの映像入力端子と音声入力
端子にAVケーブルを接続する

3 テレビの電源を入れ、外部入力にする
4 本機の電源を [ON] にする

≥ 付属のAVケーブル以外は使わないでく
ださい。

≥ モードダイヤルを再生[ ]にしている
ときのみ、テレビに画像を表示させるこ
とができます。

≥ テレビの特性上、画像の上下や左右が多
少切れて表示されます。

≥ ワイドテレビやハイビジョンテレビに
接続した場合、テレビ側の画面モードの
設定によって、画像が縦や横に伸びた
り、画像の上下や左右が切れて表示され
ることがありますので、その場合は画面
モードの設定を変更してください。

≥ テレビの説明書もお読みください。
≥ 画像を縦にして再生すると、多少ぼやけ
ることがあります。

≥ 画面が流れたり色が付かない場合は、
[ビデオ出力] が [NTSC] に設定されて
いるか確認してください。（P25）

≥ 海外で見るときは 116 ページをお読み
ください。

■ SD メモリーカードスロット付テレ
ビで見る

SD メモリーカードスロット付テレビ
に撮影した SD メモリーカードを入れ
て、静止画を再生することができます。

≥ テレビの機種によって、画像がテレビの
全画面で表示されないことがあります。

≥ 動画を再生することはできません。動画
を再生したい場合は、AV ケーブル（付
属）を使用し、本機をテレビに接続して
ください。

≥ マルチメディアカードは再生できない
ことがあります。

テレビで画像を再生する

１

２

ＤＩＧＩＴＡＬ/
ＡＶ ＯＵＴ 
端子へ

黄： 
映像

白： 
音声

ＡＶケーブル（付属）

端子の向きを確認
してまっすぐ挿入

DC IN 8.4V

DIGITAL/
AV OUT

他
の
機
器 

と
の
接
続

テレビ再生
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※ テ レ コ ン バ ー ジ ョ ン レ ン ズ
（DMW-LT55）、ワイドコンバージョ
ンレンズ（DMW-LW55）またはク
ローズアップレンズ（DMW-LC55）
を使用するときは、レンズアダプ
ター（DMW-LA2）が必要です。

別売品は販売店でお買い求めいた
だけます
松下グループのショッピングサイ
ト「パナセンス」でもお買い求め
いただけます

http://www.sense.panasonic.co.jp/

別売品のご紹介

品番：
DMW-BMA7
品名：
バッテリーパック

品番：
DMW-AC7
品名：
ACアダプター
（DMW-CAC1も
ご使用いただけ
ます）

品番：
DMW-LMC52
品名：
MCプロテクター

品番：
DMW-LND52
品名：
NDフィルター

品番：
DMW-LT55 ※
品名：
テ レ コ ン バ ー
ジョンレンズ

品番：
DMW-LW55 ※
品名：
ワイドコンバー
ジョンレンズ

品番：
DMW-LC55 ※
品名：
クローズアップ
レンズ

品番：
DMW-LA2 ※
品名：
レ ン ズ ア ダ プ
ター

品番：
DMW-CZS7
品名：
ソフトケース

別売品
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MCプロテクター（別売：DMW-LMC52) は、色調や光量にほとんど変化を与え
ない透明なフィルターで、レンズ保護用として使うことができます。また、ND
フィルター（別売：DMW-LND52) は、色調に変化を与えずに、光量だけを1/8
（3絞り分）に減少させることができます。

1 フードアダプターを取り付ける

2 MCプロテクターまたはNDフィ
ルターを取り付ける

≥ MCプロテクターとNDフィルターを同
時に取り付けることはできません。

≥ MCプロテクターやNDフィルターを強
く締めすぎると、外れなくなる場合があ
りますので、強く締めつけないようにし
てください。

≥ MCプロテクターやNDフィルターを付
けたままでフラッシュを使用した場合
は、画面の下が暗く（ケラレ）なる場合
があります。

≥ MCプロテクターやNDフィルターが落
下すると、壊れる恐れがあります。装着
するときなどは、落とさないようお気を
つけください。

≥ MCプロテクターやNDフィルターを付
けたまま、レンズフードを取り付けるこ
とができます。

≥ フードアダプターに、コンバージョンレ
ンズまたはクローズアップレンズを取
り付けることはできません。

≥ レンズアダプター（別売：DMW-LA2）
を取り付けると、MCプロテクター（別
売：DMW-LMC55）またはNDフィル
ター（別売：DMW-LND55）を使用す
ることができます。ただし、レンズフー
ドを取り付けることはできません。

≥ レンズ装着組み合わせ図については、
92 ページをお読みください。

MCプロテクター /NDフィルターを使う

ＮＤフィルター

ＭＣプロテクター

ＭＣプロテクター/ＮＤフィルター

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ
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撮ったものを海外で見るには
セットアップメニュー（再生モード）画
面から [ビデオ出力] を選んで設定する
と、日本と同じカラーテレビ方式
（NTSC）を採用している国・地域と、
PAL方式を採用している国・地域でテ
レビに接続して見ることができます。

日本と同じNTSC方式を採用している
国・地域

海外で使用するには

国、地域、滞在先によって電源コンセ
ントの形状は異なります。海外旅行を
される場合は、その国、地域、滞在先
に合ったプラグを準備してください。
変換プラグは、お買い上げの販売店に
ご相談のうえ、お求めください。
充電のしかたは、国内と同じです。

チャージャーは日本国内で使用するこ
とを前提として設計されており、海外旅
行などでの一時使用では問題ありませ
んが、継続的な使用は避けてください。
ご使用にならないときは変換プラグを
ACコンセントから外してください。

海外で使う

●アメリカ合衆国
●アンチグア・バーブーダ
●イエメン（一部地域）
●英領バーミューダ諸島
●エクアドル
●エルサルバドル
●ガイアナ
●カナダ
●キューバ
●グァテマラ
●グァム島
●グレナダ
●コスタリカ
●コロンビア
●ジャマイカ
●スリナム
●セントクリストファー・ 
ネイビス

●セントビンセント・ 
グレナディーン諸島

●セントルシア
●大韓民国
●台湾
●チリ

●ドミニカ共和国
●ドミニカ国
●トリニダード・トバゴ
●ニカラグア
●ハイチ
●パナマ
●バハマ
●バルバドス
●フィジー
●フィリピン
●プエルトリコ
●米領サモア
●ベトナム（一部地域）
●ベネズエラ
●ベリーズ
●ペルー
●ボリビア
●ホンジュラス
●マーシャル諸島
●マリアナ諸島
●ミクロネシア連邦
●ミャンマー
●メキシコ

チャージャーは、電源電圧（100 V～
240 V）、電源周波数（50 Hz、60
Hz）でご使用いただけます。
市販の変圧器などを使用すると、故
障する恐れがあります。

変換プラグの一例

図の向きに差し込む

海外で使う
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■ 主な国、地域の代表的な電源コンセントのタイプ
北米

ア メ リ カ
合衆国 A-2 カナダ A-2,

BF

ヨーロッパ・旧ソ連地域

アイスランド C-2 アイルランド C-2 イギリス
C-2,
B-3,
BF,
O

イタリア C-2 ウクライナ A-2,
C-2 オーストリア C-2,

B-3

オランダ C-2 カザフスタン A-2,
C-2 ギリシャ C-2,

B-3 スイス
C-2,
B-3,
BF

スウェーデン C-2 スペイン A-2, 
C-2

デンマーク C-2 ドイツ C-2 ノルウェー C-2 ハンガリー C-2 フィンランド C-2 フランス C-2,
O

ベラルーシ A-2,
C-2 ベルギー C-2 ポーランド C-2, 

B-3 ポルトガル C-2, 
B-3 ルーマニア C-2 ロシア A-2,

C-2

アジア

インド
C-2, 
B-3,
BF

インドネシア
A-2,
C-2,
B-3,
BF

シンガポール B-3, 
BF スリランカ C-2,

B-3 タイ
A-2, 
C-2, 
BF

大韓民国
A-2, 
C-2,
BF,
O

台湾 A-2,
O

中 華 人 民
共和国

A-2, 
C-2,
B-3,
BF,
O

ネパール
C-2,
B-3,
BF

パキスタン
A-2,
C-2,
B-3

バ ン グ ラ
デシュ

C-2,
B-3 フィリピン

A-2,
C-2,
B-3,
BF,
O

ベトナム A-2, 
C-2

香 港 特 別
行政区

C-2,
B-3,
BF

マカオ特別
行政区

A-2,
C-2,
B-3

マレーシア
C-2,
B-3,
BF

モンゴル
C-2,
B-3,
BF

オセアニア

オ ー ス ト
ラリア O グァム島 A-2 タヒチ A-2,

C-2 トンガ O ニュージー
ランド O フィジー

A-2,
C-2,
O

中南米

アルゼンチン
A-2,
C-2,
BF,
O

コロンビア A-2 ジャマイカ A-2 チリ C-2,
B-3 ハイチ A-2 パナマ A-2,

BF

バハマ A-2 プエルトリコ A-2 ブラジル A-2, 
C-2 ベネズエラ A-2 ペルー A-2, 

C-2 メキシコ A-2

中東

イスラエル
C-2,
BF,
O

イラン C-2,
BF クウェート

C-2,
B-3,
BF

ヨルダン B-3,
BF

アフリカ

アルジェリア
A-2,
C-2,
BF

エジプト
C-2,
B-3,
BF

カナリア諸島 C-2 ギニア C-2 ケニア
C-2,
B-3,
BF

ザンビア B-3,
BF

タンザニア B-3,
BF

南アフリカ
共和国

C-2, 
B-3,
BF

モザンビーク C-2 モロッコ C-2

タイプ

形
状

変
換

プ
ラ
グ

不要です

A-2 B-3 BF（S-3) C-2 O

海外で使う

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ
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液晶モニター / ファインダーの画面表示は、本機の操作状態を示しています。

■撮影時
1 撮影モード
2 フラッシュモード（P44）
3 フォーカス（P26）
4 記録画素数（P82）
5 クオリティ（P82）
動画時（P71）：

手ブレ警告（P29）：
6 バッテリー残量（P13）
7 記録可能枚数
記録可能時間（P71）：

8 カードアクセス（P16）
9 記録動作
10 ヒストグラム（P42）
11 トラベル日付（P69）
12 動画経過時間（P71）
13 セルフタイマーモード（P48）
14 現在日時
起動時/時計設定後/再生モードか
ら撮影モードへ切り換え後、約5秒
間表示されます。

ズーム（P33)/EX 光学ズーム（P34）/
デジタルズーム（P35）：

15 シャッタースピード（P26）
16 絞り値（P26）
17 プログラムシフト（P27）
18 露出補正（P49）
19 測光モード（P84）
20 ハイアングルモード（P43）
パワーLCD（P43）：

21 スポットAFエリア（P84）
22 AFエリア（P26）
23 スポット測光ターゲット（P84）
24 手ブレ補正（P51）

液晶モニター /ファインダーの表示

1/251/25F2.8F2.8

19

１０

１１
１２

１８

２０

２２
２１

２３
２４

１９

７
８
９

３ ５４ ６1 ２

１４ １３１５１６１７

３

5s

１７ １３１５ ６,１８１６１

９

８
７

２２２
２１

２３

撮影時 （画面外表示）

/ / / / /16:9 16:9

残XXhXXmXXs

W T 1XW

液晶モニター表示
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25 コンバージョンレンズ（P90）
26 ホワイトバランス（P78）
27 ISO感度（P81）
28 連写（P52）
音声記録（P71、84 ）:

29 カラーエフェクトモード（P87）
30 フォーカス移動（P58）
31 AF連続動作（P86）
32 ジョイスティック操作
（P27、54 、55 、58 、78 ）

33 MF操作（P58）
34 トラベル経過日数（P69）
トラベル日付を設定した状態で起
動した場合/時計設定後/出発日設
定後 / トラベル日付設定後 / 再生
モードから他のモードへ切り換え
後に約5秒間表示されます。

35 月齢 /年齢（P67）
赤ちゃんモードで起動時 /時計設定後 /
誕生日設定後 / 他のモードから赤ちゃん
モードへ切り換え後、約 5 秒間表示され
ます。

36 オートブラケット（P50）
37 AF 補助光（P86）
テレマクロ（P53）:

38 コマ撮りアニメ（P88）:
39 フラッシュ発光量調整（P46）
40 MF（P58）

MF

ISO100

クールMF

４０
３９
３８
３７

３６

２８,３６

２５２６ ２７ ２８

２９ ３０
２６

２７

３７３１

３２３３３５ ３４

ISO
 100

MF

撮影時 （画面外表示）

３２３３

３０

液晶モニター表示

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ

つづく
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■かんたんモード時
1 フラッシュモード（P44）
2 コンバージョンレンズ（P90）
3 フォーカス（P26）
4 画質設定（P30）
手ブレ警告（P29）：

5 バッテリー残量（P13）
6 記録可能枚数
7 記録動作
8 カードアクセス（P16）
9 AFエリア（P26）
10 トラベル日付（P69）
11 逆光補正操作（P32）
12 現在日時
起動時/時計設定後/再生モードか
らかんたんモードへ切り換え後、約
5秒間表示されます。
ズーム（P33)/EX光学ズーム（P34）：

13 トラベル経過日数（P69）
トラベル日付を設定した状態で起
動した場合/時計設定後/出発日設
定後 / トラベル日付設定後 / 再生
モードから他のモードへ切り換え
後に約5秒間表示されます。

14 逆光補正（P32）
15 パワーLCD（P43）
16 セルフタイマーモード（P48）
17 AF補助光（P86）
テレマクロ（P53）

18 連写（P52）

19

1 ３ ４

１１１２１３

１４

１８

１６

６

２

逆光補正

９

７

１５

１７

５

８

１０

かんたんモード時

W T 1X

液晶モニター表示
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■再生時
1 再生モード（P37）
2 DPOFプリント枚数（P98）
3 プロテクト（P100）
4 音声付き静止画/動画（P76）
5 記録画素数（P82）
6 クオリティ（P82）
動画時（P76）：

≥かんたんモード時（P30）
：引き伸ばし
：L サイズ（3:2）
：Eメール

7 バッテリー残量（P13）
8 フォルダー・ファイル番号（P107）
9 画像番号 /トータル枚数
10 ケーブル切断禁止アイコン（P112）
PictBridge対応プリンターに接続
し、プリントしているときに表示さ
れます。（プリンターによっては表
示されない場合があります）
動画記録時間（P76）：

11 ヒストグラム（P42）
12 撮影情報

13 お気に入り設定（P95）
再生経過時間（P76）：

14 撮影日時
15 月齢 /年齢（P67）
16 パワーLCD（P43）
17 トラベル経過日数（P69）
18 音声再生（P76）
動画時（P76）：

19 コマ撮りアニメ（P88）
20 お気に入り表示（P95）
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液晶モニター表示
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確認 /エラー内容を液晶モニター /ファインダーに文章で表示します。
ここではその主なメッセージを例として説明しています。

メッセージ表示

メッセージ 実行していただきたいこと
このメモリーカードはプロテ
クトされています

SDメモリーカードの書き込み禁止スイッチの
「LOCK」を解除してください。（P16、101 ）

表示できる画像がありません 画像を記録する、または画像が記録されたカードを入
れてから再生してください。

この画像はプロテクトされて
います

画像のプロテクトを解除してから（P100）削除や上
書きをしてください。

削除できない画像があります /
この画像は削除できません

DCF 規格に準拠していない画像は削除できません。
削除したい場合は、パソコンなどを使って必要なデー
タを保存してから本機でフォーマット（P105）して
ください。

設定枚数をこえました 複数削除で一度に設定できる枚数を超えています。
一度削除してから、複数削除を続けてください。
お気に入り設定が 999 枚を超えています。

この画像には設定できません DCF 規格に準拠していない画像はDPOF 設定できま
せん。

メモリーカードエラー・フォー
マットしますか？

本機では認識できないフォーマットです。パソコンな
どを使って必要なデータを保存してから本機で
フォーマット（P105）し直してください。

電源を入れ直してください レンズに手などで力が加わり、正常に動作しなかった
場合に表示されます。再度、電源を入れ直してくださ
い。それでも表示される場合は、お買い上げの販売店
にご連絡ください。

メモリーカードエラー
カードを確認してください

カードへのアクセスに失敗しました。もう一度カード
を入れ直してください。
以下のような場合にもこの表示が出ます。
≥ miniSDTM アダプターに miniSDTM カードを入れ
ずに本機に挿入したとき
必ずアダプターに miniSDTM カードを入れてお使
いください。

≥ 2 GBより大きい容量のカードを入れたとき
2 GBより大きい容量のカードは使用できません。

メッセージ表示
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メッセージ 実行していただきたいこと
リードエラー
カードを確認してください

データの読み込みに失敗しました。もう一度カードを
入れ直してください。
カードが確実に挿入されていることを確認してから、
もう一度再生してください。

ライトエラー
カードを確認してください

データの書き込みに失敗しました。カードを抜くか、
一度電源を [OFF] にしてから、再度 [ON] にして記録
してください。またはカードが破壊されている可能性
があります。

カードの書き込み速度不足の
ため記録を終了しました

≥ [画質設定]を[30fpsVGA]または[30fps16:9]に
設定している場合は、パッケージなどに「10MB/s」
以上の記載がある高速タイプのSDメモリーカード
を使用することをおすすめします。

≥ カードの種類によっては、途中で動画撮影が終了す
る場合があります。

フォルダーを作成できません 使用できるフォルダー番号がなくなったため、フォル
ダーを作成できません。（P107）
パソコンなどを使って必要なデータを保存してから
本機でフォーマット（P105）してください。フォー
マットを行ったあとにセットアップメニューの［番号
リセット］を実行すると、フォルダー番号が 100 に
リセットされます。（P24）

4:3TV 用で出力します /
16:9TV 用で出力します

≥ 本機に AVケーブルが接続されました。メッセージ
をすぐに消したい場合は、[MENU/SET] ボタンを
押してください。

≥ TV アスペクトを変更したい場合は、セットアップ
メニューで変更してください。（P25）

≥ USB接続ケーブルを先に本機に接続した場合も、こ
のメッセージが表示されます。
USB 接続ケーブルのもう一方をパソコンやプリン
ターに接続すると、このメッセージは消えます。
（P106、109 ）

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ

メッセージ表示
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メニュー設定をお買い上げ時の状態に戻すと、症状が改善する場合があります。
セットアップメニューの [設定リセット]を実行してください。（P24）

■ バッテリー、電源について

■ 撮影について

Q & A　故障かな？と思ったら

Q（質問） A（回答）
電源を [ON] にしても
動作しない。

バッテリーは正しく入っていますか？
バッテリーは十分に充電されていますか？
十分に充電されたバッテリーをお使いください。

電源を [ON] にしてい
るのに、液晶モニター
が消灯している。

ファインダー表示になっていませんか？［EVF/LCD］ボタン
を押して液晶モニター表示に切り換えてください。
パワーセーブ（P22）が働いていませんか？
シャッターボタンを半押しして、解除してください。
バッテリーが消耗していませんか？バッテリーを充電するか、十
分に充電されたバッテリーを入れてください。

電源を [ON] にしても
すぐに切れる。

≥ バッテリーが消耗していませんか？バッテリーを充電する
か、十分に充電されたバッテリーを入れてください。

≥ 電源を入れたまま放置しているとバッテリーは消耗します。
パワーセーブ（P22）を使うなどして、こまめに電源を切っ
てください。

Q（質問） A（回答）
画像が撮れない。 カードが入っていますか？

モードダイヤルは正しいモードに設定されていますか？
カードのメモリー残量はありますか？
撮影する前にいくつかの画像を削除してください。（P38）

撮影した画像が白っぽい。
レンズが汚れている。

レンズに指紋などの汚れが付くと画像が白っぽくなることが
あります。汚れたときは、電源を [OFF] にし、レンズ鏡筒
（P10）を収納した状態で固定し、レンズの表面を乾いた柔ら
かい布で軽くふき取ってください。

撮影した画像が明るす
ぎたり、暗すぎる。

露出が正しく補正されているか確認してください。（P49）

ピントが合わない。 撮影モードによってピントが合う範囲が異なります。モードダ
イヤルを回して、被写体までの距離に応じたモードにしてくだ
さい。
ピントが合う範囲から外れていませんか？（P29）
ピントではなく、画像のブレではありませんか？

Ｑ & Ａ
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■ 撮影について
Q（質問） A（回答）

撮影した画像がブレて
いる。
手ブレ補正が効かない。

特に暗い場所で撮影すると、シャッタースピードが遅くなり、手ブ
レ補正が十分に働かないことがあります。このようなときは、本機
を両手でしっかり持って撮影することをおすすめします。（P28）
また、スローシャッターで撮影するときは三脚を使用し、セル
フタイマー（P48）を使って撮影することをおすすめします。

撮影した画像が粗い /
ノイズが出る。

ISO感度が高い、またはシャッタースピードが遅くないですか？
（お買い上げ時の設定では、ISO感度が [AUTO] になっている
ため、屋内などの撮影では ISO感度が高くなります）
≥ ISO 感度を低くしてください。（P81）
≥ [画質調整]の[ノイズリダクション]を[高]にするか、[ノイズ
リダクション]以外の各項目を[低]にしてください。（P87）

≥ 明るい場所で撮影してください。
シーンモードの高感度モード（P68）では、撮影した画像が少
し粗くなりますが、高感度処理のためで異常ではありません。

動画撮影が途中で止まる。 マルチメディアカードを使用していませんか？本機はマルチ
メディアカードでの動画撮影には対応していません。
≥ [画質設定]を [30fpsVGA]または [30fps16:9]に設定し
ている場合は、パッケージなどに「10MB/s」以上の記載
がある高速タイプの SD メモリーカードを使用することを
おすすめします。

≥ カードの種類によっては、途中で動画撮影が終了する場合が
あります。

Ｑ & Ａ

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ

つづく
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■ 液晶モニター/ファインダーについて

■ フラッシュについて

Q（質問） A（回答）
液晶モニター / ファイ
ンダーの明るさが、暗
くなったり一瞬明るく
なったりする。

この現象は、シャッターボタンを半押ししたときに撮影時の絞
り値を設定するもので、撮影画像に影響はありません。

室内で液晶モニターが
ちらつく。

電源周波数が 50 Hz の地域では、電源を入れてから数秒間、液
晶モニターがちらつく場合がありますが、これは蛍光灯の影響
によるちらつきを補正している動作で、異常ではありません。

液晶モニター / ファイ
ンダーが明るすぎた
り、暗すぎる。

液晶モニター/ファインダーの明るさを正しく調整してくださ
い。（P22）
パワーLCDまたはハイアングルモードになっていませんか？（P43）

液晶モニターに画像が
出ない。

ファインダー表示になっていませんか？［EVF/LCD］ボタン
を押して液晶モニター表示に切り換えてください。

液晶モニターの画面上
に黒、赤、青、緑の点
が現れる。

これは故障ではありません。これらの点は記録されませんの
で、安心してご使用ください。

液晶モニターにノイズ
が出る。

暗い場所では、液晶モニターの明るさを維持するためにノイズ
が出ることがあります。撮影する画像には影響しません。

液晶モニターに縦すじ
が出る。

スミアという現象です。これは CCD の特徴であり、被写体に
明るい部分があると出ます。また、スミアの周辺に横引き状の
ムラが発生する場合がありますが、異常ではありません。
動画撮影では記録されますが、静止画像には記録されません。

液晶モニターにムラが
出る。

液晶モニターの周囲を持つと、液晶モニターにムラが発生しま
すが、故障ではありません。また、撮影画像や再生画像にも影
響はありません。

Q（質問） A（回答）
フラッシュが発光しない。 フラッシュを閉じていませんか？ [ OPEN] ボタンを押して、

フラッシュを開いてください。
動画撮影モード [ ]、シーンモードの風景（P62）、夜景
（P63）、花火（P65）、星空（P66）を選択しているときは、
発光しません。

フラッシュが２回発光
する。

赤目軽減（P44）にしている場合、人の瞳が赤く写る（赤目
現象）のをおさえるため、フラッシュが予備発光し、そのあと
撮影のために再び発光します。

Ｑ & Ａ

DMC-FZ7.book  126 ページ  ２００５年１２月２２日　木曜日　午後１時１７分



127

■ 再生について

■ テレビ、パソコン、プリンターについて

Q（質問） A（回答）
再生した画像が意図し
ない方向に回転して表
示される。

本機では縦に構えて撮影した画像を自動的に回転して表示す
る機能があります。（本機を上に向けたり、下に向けたりして
撮影すると、本機が縦に構えて撮影したと認識する場合があり
ます）
≥ [回転表示]（P96）を [OFF] にすると画像は回転せずに表示
されます。

≥ [画像回転]（P96）で画像を回転することができます。
再生できない。 モードダイヤルは再生 [ ] に設定されていますか？

カードが入っていますか？
カードに再生できる画像はありますか？

フォルダー・ファイル
番号が [ー] で表示さ
れ、画面が黒くなる。

パソコンで編集した画像、または当社製以外のデジタルカメラ
で撮影された画像ではないですか？
撮影直後にバッテリーを抜いたり、消耗したバッテリーで撮影
すると、まれに左記のような画像が記録されることがあります。
≥ 左記のような画像を削除するにはフォーマット（P105）し
てください。（他の画像も含めてすべてのデータは一度
フォーマットすると元に戻すことができません。よく確認し
てからフォーマットしてください）

カレンダー再生をする
と、撮影した日付と異
なる日付に画像が表示
される。

パソコンで編集した画像または当社製以外のデジタルカメラ
で撮影した画像ではないですか？
このような画像は、カレンダー再生時、撮影した日付と異なる
日付で表示されることがあります。（P74）
本機の時計設定を正しい日時に設定していますか？（P20）
例えば、本機の時計設定がパソコンに設定されている日時と異
なる場合、一度パソコンにコピーした画像をカードに書き戻し
て、本機でカレンダー再生した場合など、撮影した日付と異な
る日付で表示されることがあります。

Q（質問） A（回答）
テレビに画像が出ない。
テレビ画面が流れたり
色が付かない。

正しく接続されていますか？
テレビの入力切換を外部入力にしてください。
本機の [ビデオ出力] を [NTSC] に設定してください。（P25）

テレビ画面と本機の液
晶モニターの表示され
る領域が違う。

テレビの機種によっては、表示される領域が狭く、画像が縦や
横に伸びたり、画像の上下や左右が切れて表示されることがあ
ります。異常ではありません。

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ

Ｑ & Ａ

つづく
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■ テレビ、パソコン、プリンターについて

■ その他

Q（質問） A（回答）
テレビで動画の再生が
できない。

カードを直接テレビに差し込んで再生していませんか？
AVケーブル（付属）をテレビに接続し、本機で動画を再生し
てください。（P113）

パソコンに接続して画
像を転送できない。

正しく接続されていますか？
パソコンが本機を正常に認識していますか？
本機の[USBモード]を[PC]に設定してください。（P24、P106）

パソコンにカードが認
識されない。

USB 接続ケーブルを抜き、カードを入れた状態で USB 接続
ケーブルを接続し直してください。

プリンターに接続して、
プリントができない。

プリンターは PictBridge に対応していますか？
対応していないプリンターではプリントできません。（P109）
本機の [USBモード]を [PictBridge (PTP)] に設定してくだ
さい。（P24、109 ）

プリントすると、画像
の端が切れる。

≥ トリミングや「ふちなし」印刷機能のあるプリンターをお使
いのときは、トリミングまたは「ふちなし」の設定を解除し
てお試しください。（プリンターの説明書をお読みください）

≥ お店によっては、アスペクト（P81）を [ ] に設定して
撮影した画像を 16：9のサイズでプリントできる場合があ
りますので、事前にお店にお尋ねください。

テレビ画面いっぱいに
画像が表示されない。

本機の TV アスペクトを確認してください。（P25）

Q（質問） A（回答）
メニューの言語が英語
の表示になっている。

[MENU/SET]ボタンを押してセットアップメニュー[ ]を表
示し、[ ] アイコンを選んで、言語設定をしてください。
（P25）

本機を振ると「カタカ
タ」と音がする。

これは、レンズが移動する音で故障ではありません。

オートレビューの設定
ができない。

オートブラケット撮影（P50）、連写（P52）、動画撮影モー
ド [ ]（P71）、音声記録 [ON]（P84）になっていません
か？これらの設定のときは、セットアップメニューでオートレ
ビューの設定はできません。

画像の一部が点滅する。 白とびが起こっている部分を示す、ハイライト表示機能です。
（P41）

Ｑ & Ａ
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■ その他
Q（質問） A（回答）

シャッターボタンを半
押しすると、赤いランプ
が点灯することがある。

暗い場所ではピントを合わせやすくするために、AF 補助光ラ
ンプ（P86）が赤く点灯します。

AF補助光が点灯しない。 撮影メニューの[AF補助光]を[ON]にしていますか？（P86）
暗い場所での撮影ですか？明るい場所ではAF補助光は点灯し
ません。
シーンモードの風景（P62）、夜景（P63）、花火（P65）、流し
撮り（P63）を選択しているときは、AF補助光は点灯しません。

本機が熱くなる。 ご使用中、本機表面が多少熱くなることがありますが、性能・
品質には問題ありません。

レンズ部から「カチッ」
と音がする。

ズーム動作や本機を動かしたときなどで明るさが変化した場
合、レンズ部から音がし、液晶モニター内の画像が急激に変わ
るときがありますが、撮影に影響はありません。このときの音
は本機の自動絞り動作によるもので異常ではありません。

時計が合っていない。 本機を長期間放置すると、時計がリセットされることがありま
す。「時計を設定してください」とメッセージが出ますので、
再度時計の設定をしてください。（P20）
時計設定をしない状態で撮影すると、[0. 0. 0  0:00] の日付
が記録されます。

画像の周囲に、実際には
ない色が付いている。

画像はズーム倍率によって被写体の輪郭などにわずかに着色
して撮影されることがあります。これを色収差といいます。望
遠にしたときに色収差は目立つことがありますが、異常ではあ
りません。

ファイル番号が連続し
て記録されない。

特定の操作を行ったあとに操作を行うと、それまでとは異なっ
た番号のフォルダーの中に画像が記録されることがあります。
（P108）

ファイル番号がさかの
ぼって記録される。

電源を [OFF] にせずバッテリーを抜き差しした場合、撮影して
いたフォルダー番号を記憶することができません。従って、再度
電源を [ON] にして撮影した場合、前回撮影していたフォルダー
番号と異なるフォルダー番号で記録されることがあります。

画像が黒く表示される パソコンで回転された画像や編集された画像は、再生モード時
（P37）、マルチ再生時（P73）、カレンダー再生時（P74）に
黒く表示されることがあります。

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ

Ｑ & Ａ

DMC-FZ7.book  129 ページ  ２００５年１２月２２日　木曜日　午後１時１７分



130

安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお
守りいただくことを、次のように説明しています。

■ 表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次
の表示で区分し、説明しています。

■ お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。（下記は
絵表示の一例です）

危険 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う危険
が切迫して生じることが想定される」内容です。

警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能
性が想定される」内容です。

注意 この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損
害のみが発生する可能性が想定される」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。
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指定以外のバッテリーパックを使わない
バッテリーパックの端子部（+・-）に金属物
（ネックレスやヘアピンなど）を接触させない
バッテリーパックを分解、加工（はんだ付け
など）、加圧、加熱、火中投入などをしない
バッテリーパックを炎天下（特に真夏の車内）
など、高温になるところに放置しない
液もれ・発熱・発火・破裂の原因になります。
≥ ビニール袋などに入れ、金属物と接触させないようにし
てください。

≥ 不要（寿命）になったバッテリーについては、137 ペー
ジをご参照ください。

≥ 万一、液もれが起こったら、販売店にご相談ください。
液が身体や衣服に付いたときは、水でよく洗い流してく
ださい。液が目に入ったときは、失明の恐れがありま
す。目をこすらずに、すぐにきれいな水で洗ったあと、
医師にご相談ください。

バッテリーチャージャーは、本機専用のバッ
テリーパック以外の充電器には使わない
液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、けがをする原因
になります。

バッテリーパックは、本機専用のバッテリー
チャージャーで充電する
指定以外の充電器で充電すると、液もれ・発熱・発火・破
裂などを起こし、けがをする原因になります。

危険

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ
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安全上のご注意                 （つづき）（必ずお守りください）必ずお守りください

電源プラグを破損するようなことはしない
（加工したり、熱器具に近づけたりしない）
傷んだまま使用すると、火災・感電・ショートの原因にな
ります。
≥ プラグの修理は、販売店にご相談ください。

内部に金属物を入れたり、水などの液体をか
けたりぬらしたりしない
ショートや発熱により、火災・感電・故障の原因になりま
す。
≥ 機器の近くに水などの液体の入った容器や金属物を置
かないでください。
≥ 特にお子様にはご注意ください。

コンセントや配線器具の定格を超える使い
かたや、交流 100 V ～ 240 V 以外での使
用はしない
たこ足配線等で、定格を超えると、発熱による火災の原因
になります。

メモリーカードは、乳幼児の手の届くところ
に置かない
誤って飲み込むと、身体に悪影響をおよぼします。
≥ 万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに医師にご相
談ください。

警告
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乗り物を運転しながら使わない
事故の誘発につながります。
≥ 歩行中でも周囲の状況、路面の状態などに十分ご注意く
ださい。

ぬれた手でバッテリーチャージャーの抜き
差しはしない
感電の原因になります。

分解、改造をしない
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因になります。
≥ 内部の点検や修理は、販売店にご依頼ください。

雷が鳴り出したら、本機の金属部やバッテ
リーチャージャーの電源プラグに触れない
落雷すると、感電の原因になります。

電源プラグのほこり等は定期的にとる
プラグにほこり等がたまると、湿気等で絶縁不良となり、
火災の原因になります。
≥ 電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。

電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火災の原因に
なります。
≥ 傷んだプラグ・ゆるんだコンセントは、使わないでくだ
さい。

警告

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ
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安全上のご注意                 （つづき）（必ずお守りください）必ずお守りください

異常があったときは、バッテリーパックを取
り外す
・内部に金属や水などの液体、異物が入ったとき
・落下などで外装ケースが破損したとき
・煙や異臭、異音が出たとき
そのまま使うと、火災・感電の原因になります。
≥ 販売店にご相談ください。

本機の上に重い物を載せたり、乗ったりしない
倒れたり落下すると、けがや製品の故障の原因になること
があります。
また、重量で外装ケースが変形し、内部部品が破損する
と、火災・故障の原因になることがあります。

異常に温度が高くなるところに置かない
特に真夏の車内、車のトランクの中は、想像以上に高温
（約 60 ℃以上）になります。本機やカード、バッテリー、
バッテリーチャージャーなどを絶対に放置しないでくだ
さい。外装ケースや内部部品が劣化するほか、火災の原因
になることがあります。

レンズやファインダーを太陽や強い光源に
向けたままにしない
集光により、内部部品が破損し、火災の原因になることが
あります。

警告

注意
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フラッシュや AF 補助光の発光中に、近くで
発光部を直接見ない
強い光により、目を痛める原因になることがあります。

フラッシュの発光部分を直接手で触らない
やけどの原因になることがあります。
≥ 発光直後は、しばらく触らないでください。

油煙や湯気の当たるところ、湿気やほこりの
多いところに置かない
電気が油や水分、ほこりを伝わり、火災・感電の原因にな
ることがあります。
たばこの煙なども製品の故障の原因になることがありま
す。

飛行機内で使うときは、航空会社の指示に従う
本機が出す電磁波などにより、飛行機の計器に影響をおよ
ぼす原因になることがあります。
≥ 病院などで使うときも、病院の指示に従ってください。

長期間使わないときや、お手入れのときは、
バッテリーパックを外す
通電状態で放置、保管すると、絶縁劣化、ろう電などによ
り、火災の原因になることがあります。
≥ カードは、保護のため取り出しておいてください。

注意

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ
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■ 本機について
本機を持ち運びするときは、落としたり、
ぶつけたりしない
また、本機に強い圧力がかからないよう気
をつける
≥ 本機を入れたかばんを落としたり、ぶつ
けたりすると、本機に衝撃が加わります
のでお気をつけください。

≥ 強い衝撃が加わるとレンズや液晶モニ
ター、外装ケースが壊れ、故障します。

磁気が発生するところや電磁波が発生す
るところ（電子レンジ、テレビやゲーム機
など）からはできるだけ離れて使う
≥ テレビの上や近くで操作すると、電磁波の影
響で画像や音声が乱れることがあります。

≥ スピーカーや大型モーターなどが出す
強い磁気により、記録が損なわれたり、
画像がゆがんだりします。

≥ マイコンを含めたデジタル回路の出す
電磁波により、お互いに影響をおよぼ
し、画像や音声が乱れることがありま
す。

≥ 本機が影響を受け、正常に動作しないと
きは、バッテリーや ACアダプター（別
売：DMW-AC7）を一度外してから、あ
らためて接続し電源を入れ直してくだ
さい。

電波塔や高圧線が近くにあるときは、なる
べく使わない
≥ 近くで撮ると、電波や高電圧の影響で撮影
画像や音声が悪くなることがあります。

付属のコード、ケーブルを必ず使用してくだ
さい。別売品をお使いの場合は、別売品に付
属のコード、ケーブルを使用してください。
また、コード、ケーブルは延長しないでく
ださい。

周囲で殺虫剤や揮発性のものを使うとき
は、本機にかけない
≥ かかると、外装ケースが変質したり、塗
装がはげる恐れがあります。

≥ ゴム製品やビニール製品などを長期間
接触させたままにしないでください。

お手入れの際は、ベンジン、シンナー、ア
ルコールなどの溶剤を使わない
≥ お手入れの際は、バッテリーを外す、ま
たは電源プラグをコンセントから抜い
ておいてください。

≥ 溶剤を使うと外装ケースが変質したり、
塗装がはげる恐れがあります。

≥ 柔らかい乾いた布でほこりや指紋をふ
いてください。汚れがひどいときは、乾
いた布を水にひたし、よく絞ってから汚
れをふき、そのあと、乾いた布でふいて
ください。

≥ 台所用洗剤や化学ぞうきんは使用しな
いでください。

≥ 万一雨水や水滴がかかったときは、よく
絞った布でふき、そのあと乾いた布でふ
いてください。

■ バッテリーについて
本機で使用するバッテリーは、充電式リチ
ウムイオン電池です。
このバッテリーは温度や湿度の影響を受
けやすく、温度が高くなる、または、低く
なるほど影響が大きくなります。

使用後は、必ずバッテリーを取り出す

使用上のお願い

使用上のお願い
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出かけるときは予備のバッテリーを準備
する
≥ スキー場などの寒冷地では撮影できる
時間がより短くなりますので、お気をつ
けください。

≥ 旅行をされるときは、現地でバッテリー
を充電できるようにチャージャー（付
属）も忘れずに準備してください。海外
で使う場合は、変換プラグが必要な場合
があります。（P116）

バッテリーを誤って落下させてしまった
場合、端子部が変形していないか確認する
≥ 端子部が変形したまま本機に付けると、
本機をいためます。

不要になった電池（バッテリー）は、貴重
な資源を守るために、廃棄しないで充電式
電池リサイクル協力店へお持ちください。
使用済み充電式電池の届け先
最寄りのリサイクル協力店へ
詳細は、有限責任中間法人 JBRCのホーム
ページをご参照ください。
≥ ホームページ
http://www.jbrc.net/hp

使用済み充電式電池の取り扱いについて
≥ 端子部をセロハンテープなどで絶縁し
てください。

≥ 分解しないでください。

■ チャージャーについて
≥ ラジオ（特に AM受信中）の近くで使う
と、ラジオに雑音が入る場合がありま
す。使用時は 1 ｍ以上離してください。

≥ 使用中、チャージャーの内部で発振音がす
る場合がありますが、異常ではありません。

≥ 使用後は、必ず電源コンセントから抜いて
ください。（接続したままにしておくと、
最大約0.1 Ｗの電力を消費しています）

≥ チャージャーの端子部を汚さないでく
ださい。

■ カードについて
カードを高温になるところや直射日光の
あたるところ、電磁波や静電気の発生しや
すいところに放置しない
また、折り曲げたり、落としたり、強い振
動を与えない
≥ カードが破壊される恐れがあります。ま
た、カードの内容が破壊されたり、消失
する恐れがあります。

≥ 使用後や保管、持ち運び時はケースや収
納袋に入れてください。

≥ カード裏の端子部にごみや水、異物など
を付着させないでください。また手など
で触れないでください。

メモリーカードを廃棄/譲渡するときのお願い
本機やパソコンの機能による「フォーマッ
ト」や「削除」では、ファイル管理情報が
変更されるだけで、メモリーカード内の
データは完全には消去されません。
廃棄 / 譲渡の際は、メモリーカード本体を
物理的に破壊するか、市販のパソコン用
データ消去ソフトなどを使ってメモリー
カード内のデータを完全に消去すること
をおすすめします。
メモリーカード内のデータはお客様の責
任において管理してください。

充電式
リチウムイオン 
電池使用

使用上のお願い

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ

つづく
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■ 画像データについて
≥ 不適切な取り扱いにより故障した結果、
記録したデータが破壊されたり、消滅し
たりすることがあります。記録したデー
タの消滅による損害については、当社は
一切の責任を負いかねますので、あらか
じめご了承ください。

■ 三脚について
市販のカメラ用三脚を使うと、シャッタース
ピードが遅いときや、望遠で撮影するときで
も手ブレのない安定した撮影ができます。
≥ 三脚を使用する場合は、本機を取り付け
た状態で三脚が安定していることを確
認してください。

≥ 三脚使用時は、カードやバッテリーが取
り出せないことがあります。

≥ 三脚の説明書もよくお読みください。

－このマークがある場合は－

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処
分に関する情報

このシンボルマークは
EU域内でのみ有効です。
製品を廃棄する場合に
は、最寄りの市町村窓口、
または販売店で、正しい
廃棄方法をお問い合わせ
ください。

使用上のお願い
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≥ 記録可能枚数・時間はめやすです。（撮影条件、カードの種類によって変化します）
≥ 被写体により記録可能枚数・時間は変動します。

■ 記録可能枚数

記録可能枚数・記録可能時間

アスペクト設定

記録画素数
：6M

（2816k2112画素）
：4M EZ

（2304k1728 画素）
クオリティ /

カード

  16 MB 約0枚 約 4枚 約 8枚 約 1枚 約 6枚 約 13枚
  32 MB 約1枚 約 9枚 約 19枚 約 2枚 約 14枚 約 28枚
  64 MB 約3枚 約 20枚 約 40枚 約 4枚 約 30枚 約 59枚
128 MB 約6枚 約 41枚 約 82枚 約 9枚 約 61枚 約 120枚
256 MB 約12枚 約 81枚 約 160枚 約 19枚 約 120枚 約 230枚
512 MB 約25枚 約 160枚 約 320枚 約 38枚 約 240枚 約 470枚
    1 GB 約51枚 約 320枚 約 640枚 約 76枚 約 480枚 約 940枚
    2 GB 約100枚 約 660枚 約 1270枚 約 150枚 約 970枚 約 1860枚

アスペクト設定

記録画素数 ：3M EZ
（2048k1536画素）

：2M EZ
（1600k1200 画素）

クオリティ

カード

  16 MB 約1枚 約 8枚 約 16枚 約 2枚 約 13枚 約 27枚
  32 MB 約2枚 約 18枚 約 36枚 約 4枚 約 29枚 約 58枚
  64 MB 約6枚 約 38枚 約 75枚 約 10枚 約 61枚 約 120枚
128 MB 約12枚 約 78枚 約 150枚 約 20枚 約 125枚 約 240枚
256 MB 約24枚 約 150枚 約 290枚 約 39枚 約 240枚 約 470枚
512 MB 約48枚 約 300枚 約 590枚 約 78枚 約 480枚 約 940枚
    1 GB 約96枚 約 600枚 約 1180枚 約 155枚 約 970枚 約 1880枚
    2 GB 約195枚 約 1220枚 約 2360枚 約 310枚 約 1920枚 約 3610枚

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ

記録可能枚数・時間

つづく

DMC-FZ7.book  139 ページ  ２００５年１２月２２日　木曜日　午後１時１７分



140

アスペクト設定

記録画素数
：1M EZ

（1280k960 画素）
：0.3M EZ

（640k480 画素）
クオリティ /

カード

  16 MB 約3枚 約 21枚 約 40枚 約 13枚 約 68枚 約 110枚
  32 MB 約7枚 約 45枚 約 85枚 約 28枚 約 145枚 約 230枚
  64 MB 約15枚 約 93枚 約 175枚 約 58枚 約 290枚 約 480枚
128 MB 約31枚 約 190枚 約 350枚 約 115枚 約 600枚 約 970枚
256 MB 約61枚 約 370枚 約 690枚 約 230枚 約 1170枚 約 1900枚
512 MB 約120枚 約 730枚 約 1370枚 約 450枚 約 2320枚 約 3770枚
    1 GB 約240枚 約 1470枚 約 2740枚 約 910枚 約 4640枚 約 7550枚
    2 GB 約490枚 約 2920枚 約 5120枚 約 1800枚 約 8780枚 約12290枚

アスペクト設定

記録画素数
：5M

（2816k1880画素）
：2.5M EZ

（2048k1360 画素）
クオリティ /

カード

  16 MB 約0枚 約 4枚 約 10枚 約 1枚 約 9枚 約 18枚
  32 MB 約1枚 約 10枚 約 21枚 約 3枚 約 20枚 約 40枚
  64 MB 約3枚 約 22枚 約 45枚 約 6枚 約 43枚 約 83枚
128 MB 約7枚 約 46枚 約 92枚 約 13枚 約 88枚 約 165枚
256 MB 約14枚 約 91枚 約 180枚 約 27枚 約 170枚 約 330枚
512 MB 約28枚 約 180枚 約 350枚 約 54枚 約 340枚 約 650枚
    1 GB 約57枚 約 360枚 約 710枚 約 105枚 約 680枚 約 1310枚
    2 GB 約115枚 約 730枚 約 1420枚 約 210枚 約 1360枚 約 2560枚

アスペクト設定

記録画素数 ：4.5M EZ
（2816k1584画素）

：2M EZ
（1920k1080 画素）

クオリティ

カード

  16 MB 約0枚 約 5枚 約 11枚 約 2枚 約 12枚 約 25枚
  32 MB 約2枚 約 12枚 約 25枚 約 4枚 約 27枚 約 53枚
  64 MB 約4枚 約 27枚 約 53枚 約 9枚 約 57枚 約 105枚
128 MB 約8枚 約 55枚 約 105枚 約 18枚 約 115枚 約 220枚
256 MB 約17枚 約 105枚 約 210枚 約 36枚 約 230枚 約 430枚
512 MB 約33枚 約 210枚 約 420枚 約 72枚 約 450枚 約 860枚
    1 GB 約67枚 約 430枚 約 850枚 約 145枚 約 910枚 約 1720枚
    2 GB 約135枚 約 870枚 約 1700枚 約 290枚 約 1800枚 約 3410枚

記録可能枚数・時間
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■ 記録可能時間

≥ 太枠で囲った部分は、かんたんモード [ ] 時の記録可能枚数です。（P30）
≥ 液晶モニター / ファインダーに表示される記録可能枚数・時間は、規則正しく減少し
ない場合があります。

≥ 本機はマルチメディアカードでの動画撮影には対応していません。
≥ シーンモードの高感度モード（P68）では、EX 光学ズームが働きませんので、記録
画素数の [EZ] は表示されません。

画質設定 30fpsVGA 10fpsVGA 30fpsQVGA 10fpsQVGA

SD
メモリー
カード

  16 MB 5秒 25秒 25秒 82秒
  32 MB 15秒 55秒 55秒 170秒
  64 MB 35秒 120秒 120秒 360秒
128 MB 80秒 250秒 250秒 740秒
256 MB 160秒 490秒 490秒 1440 秒
512 MB 320秒 980秒 980秒 2870 秒
    1 GB 660秒 1970秒 1970秒 5700 秒
    2 GB 1350秒 4020秒 4020秒 11700 秒

画質設定 30fps16:9 10fps16:9

SD
メモリー
カード

  16 MB 5秒 22秒
  32 MB 14秒 50秒
  64 MB 33秒 106秒
128 MB 71秒 217秒
256 MB 140 秒 420 秒
512 MB 280 秒 840 秒
    1 GB 560 秒 1690 秒
    2 GB 1160 秒 3450 秒

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ

記録可能枚数・時間
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仕様

電源
消費電力

DC 8.4 V 
2.0 W（液晶モニター撮影時）
1.9 Ｗ（ファインダー撮影時）
1.0 W（液晶モニター再生時）
0.9 W（ファインダー再生時）

カメラ有効画素数 600 万画素
撮像素子 1/2.5 型 CCD　総画素数 637 万画素、

原色カラーフィルター
レンズ 光学 12 倍ズーム　f=6 mm ～ 72 mm（35 mm フィルム

カメラ換算：36 mm～ 432 mm）/ F2.8 ～ F3.3
デジタルズーム 最大 4倍
EX光学ズーム
（各アスペクト設定の
最大記録画素数以外）

最大 16.5 倍

フォーカス 通常 / マクロ / マニュアルフォーカス
9点 /3点 (H)/1 点 (H)/1 点 / スポット

撮影範囲 プログラム AE（P）：
30 cm（W端時）/2 m（T端時）～∞
マクロ・かんたん・動画 / 絞り優先 AE（A）/ シャッター優
先 AE（S）/ マニュアル露出時（M）：
5 cm（W端時）/2 m（T端時）～∞
ただし、
マクロ / かんたん / 動画時は T端のみ 1 m

シャッターシステム 電子シャッター連動メカニカルシャッター
動画撮影 640k480画素 /320k240 画素 /848k480 画素、

30 コマ /秒、10 コマ / 秒　音声付き
連写撮影
連写速度

連写枚数

3コマ / 秒（高速）、2コマ / 秒（低速）、
約 2コマ / 秒（フリー連写）
最大 13コマ（スタンダード）、最大 7コマ（ファイン）、
カードの空き容量に依存（フリー連写）

ISO 感度 AUTO/80/100/200/400
高感度モード：AUTO/800/1600

シャッタースピード 60 秒～ 1/2000秒
星空モード：15秒、30秒、60 秒
動画：1/30秒～ 1/20000 秒

仕様
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ホワイトバランス オート / 晴天 / 曇り / 白熱灯 / フラッシュ / セットモード 1/
セットモード 2

露出 プログラム AE（P）、絞り優先AE（A）、
シャッター優先 AE（S）、マニュアル露出（M）
露出補正（1/3 EV ステップ、`2 EV ～ _2 EV）

測光方式 評価測光 / 中央重点測光 /スポット測光
液晶モニター 2.5 型低温ポリシリコン TFT 液晶（約 11.4 万画素）

（視野率約 100%）
ファインダー カラー液晶ビューファインダー（約 11.4 万画素）

（視野率約 100%）（視度調整付き－５～＋３ dioptor）
フラッシュ 内蔵ポップアップ式

撮影可能範囲：約 30 cm～約 6.0 m
（W端、[ISO AUTO] 設定時）
オート /赤目軽減オート / 強制発光（赤目軽減強制）/赤目軽
減スローシンクロ / 発光禁止

マイク モノラル
スピーカー モノラル
記録メディア SDメモリーカード/マルチメディアカード（静止画のみ対応）
記録画素数
静止画

動画

アスペクト [4:3] 設定時
2816k2112 画素 /2304k1728 画素 /2048k1536 画
素/1600k1200画素/1280k960画素/640k480画素
アスペクト [3:2] 設定時
2816k1880画素 /2048k1360 画素
アスペクト [16:9] 設定時
2816k1584画素 /1920k1080 画素
640k480画素 /320k240画素 /848k480 画素

クオリティ（圧縮率） ファイン /スタンダード /TIFF
記録画像ファイル形式
静止画
音声付き静止画

動画

JPEG（DCF 準拠、Exif2.2 準拠）/TIFF（RGB）、DPOF 対応
JPEG（DCF 準拠、Exif2.2 準拠）i640k480 QuickTime
（音声付き静止画）
QuickTime Motion JPEG（音声付き動画）

そ
の
他

Ｑ 
&
Ａ

仕様

つづく
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専用バッテリーチャージャー /DE-993A

リチウムイオンバッテリーパック : DMW-BMA7

インターフェース
デジタル
アナログビデオ /
オーディオ

USB 2.0（Full Speed）
NTSC/PAL コンポジット（メニュー切り換え）/
オーディオライン出力（モノラル）

端子
DIGITAL/
AV OUT
DC IN

専用ジャック（８ pin）

タイプ 3ジャック
寸法 約 幅 112.5 mmk高さ 72.2 ｍｍk奥行き79 ｍｍ

（突起部除く）
質量 約 310 g（本体）

約 357 g（カード、バッテリー含む）
推奨使用温度 0 ℃～ 40 ℃
許容相対湿度 10%～ 80%

定格出力
定格入力
入力容量

DC 8.4 V　0.43 Ａ（充電時） 
AC100ー 240 V 　50/60 Hz
19 VA

電圧 / 容量 7.2 V、 710 mAh

仕様
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転居や贈答品などでお困りの場合は・・・
≥ 修理は、サービス会社・販売会社の「修
理ご相談窓口」へ！
≥ 使いかた・お買い物などのお問い合わせ
は、「お客様ご相談センター」へ！

■ 保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず
確かめ、お買い上げの販売店からお受け取
りください。よくお読みのあと、保存してく
ださい。

■ 補修用性能部品の保有期間
当社は、このデジタルカメラの補修用性能部
品を、製造打ち切り後8年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能

を維持するために必要な部品です。

■ 修理を依頼されるとき
この説明書をよくお読みのうえ、直らない
ときは、まず接続している電源を外して、
お買い上げの販売店へご連絡ください。

●保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの販売
店が修理をさせていただきますので、恐れ
入りますが、製品に保証書を添えてご持参
ください。

●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご
要望により修理させていただきます。
下記修理料金の仕組みをご参照のうえご
相談ください。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料など
で構成されています。

技術料 は、診断・故障個所の修理および
部品交換・調整・修理完了時
の点検などの作業にかかる費
用です。

部品代 は、修理に使用した部品および補
助材料代です。

出張料 は、製品のある場所へ技術者を派
遣する場合の費用です。

 保証とアフターサービス（よくお読みください）
修理･お取り扱い･お手入れなどのご相談は･･･
まず､お買い上げの販売店へお申し付けください

保証期間: お買い上げ日から本体１年間
（「本体」にはソフトウェアの内容は含み
ません）

ご連絡いただきたい内容
製品名 デジタルカメラ
品　番 DMC-FZ7

お買い上げ日 　年　月　日
故障の状況 できるだけ具体的に

ご相談窓口における個人情報のお取
り扱い
松下電器産業株式会社およびその関
係会社は、お客様の個人情報やご相
談内容を、ご相談への対応や修理、
その確認などのために利用し、その
記録を残すことがあります。
また、個人情報を適切に管理し、修
理業務等を委託する場合や正当な理
由がある場合を除き、第三者に提供
しません。
お問い合わせは、ご相談された窓口
にご連絡ください。

そ
の
他
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つづく
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「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用く
ださい。

http://panasonic.jp/support/
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終わり
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英字
AC アダプター .............  106, 109, 114
AF/AE ロック........................................ 28
AF 補助光 ...............................................86
AF 補助光ランプ.................................... 86
AF モード................................................ 85
AF 連続動作............................................ 86
DPOF
デ ィ ー ポ フ

プリント ..................................... 98
EX 光学ズーム........................................ 34
EZ...................................................  34, 83
ISO 感度...................................................81
MANUAL
マ ニ ュ ア ル

 .............................................. 94
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マ ス
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ス ト レ ー ジ

.................................... 24
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MF アシスト..................................  23, 58
NTSC..........................................  25, 116
PAL ..............................................25, 116
PC......................................................... 106
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ピ ク ト ブ リ ッ ジ
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ＱｕｉｃｋＴｉｍｅおよびＱｕｉｃｋＴｉｍｅロゴは、ライセンス
に基づいて使用されるＡｐｐｌｅ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ,　Iｎｃ.の商標
または登録商標です。

愛情点検 長年ご使用のデジタルカメラの点検を !

こんな症状は 
ありませんか

・電源プラグが異常に熱い
・煙が出たり、異常なにおいや音がする
・水や異物が入った
・画像が乱れたり、きれいに映らない
・その他の異常や故障がある

このような症状のときは、使用を中止し、故障や事故の防止のため、電源
を切り、コンセントから電源プラグを抜いて、必ず販売店に点検をご相談
ください。

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です）

お買い上げ日 DMC-FZ7品　番年 　 月 　 日

販 売 店 名

お客様相談窓口

この取扱説明書はエコマーク認定の再生紙を
使用しています。

この取扱説明書の印刷には、植物性
大豆油インキを使用しています。

F1205Sq (  6200 A)

松下電器産業株式会社
ネットワーク事業グループ
〒 571-8504　大阪府門真市松生町１番15号

C 2006 Matsushita Electric Industrial Co., Ltd.
  （松下電器産業株式会社） All Rights Reserved.
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